

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　CONTENTS









序章

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

終章




電子書籍特典　書き下ろし短編『デートってなにしたらいいんだ？』
















　　口絵・本文イラスト●ミユキルリア







[image: ]




「あー、クソッ！　また負けた！」

　投げ捨てられた二枚のトランプが宙を舞った。

　青年サキトの対面に腰をかける老人は眉一つ動かさずに能面のような表情を保っている。

「サキト、顔に出すな」

「はいはい、わかってますよ」

　サキトが祖父に拾われ、カードを習い始めてから一番最初に教えられたことだ。それから十年以上経たつが、未いまだに指摘され続けている。

「だいたいもうゲームは終わりだろ？　爺じいさんの勝ちだ」

　サキトの敗北宣言を聞いてようやく老人──上蔀わしとみ修しゆう平へいは口元を緩めた。

「ふ、まだまだだな」

　ただし目は一切笑っていない。不格好に口端だけが歪ゆがんだそれは、まるで表情を失った人間が無む理り矢や理り形だけを真ま似ねたような笑みだった。

「どうして勝てないんだ……」

「何度も言っているだろう。顔に出ているからだ」

　客観的に見ればサキトのポーカーフェイスは一流の域にあった。普段はともかく、いざゲームが始まれば感情を理性で制御して思考の一切を隠蔽できる。ただ、ここで修しゆう平へいが言っていることはそんな低次元の話ではなかった。

「お前は隠しすぎるのだ。だから微表情との差で見抜かれる」

　喜怒哀楽を始めとする表情は当然として、視線、声のトーン、呼吸のタイミングを平常時と同様に保つ。嘘ブラフの基本だ。これだけでも相当量の経験と訓練が必要な技術だが、一流と称される人物であれば誰もが行う技術でしかない。ただしここに微表情が含まれるとなれば、話が別だ。

　微表情は無意識下で行われる反射である。その時間わずか０・２秒。思考だの理性だのが介在する余地のない領域。これを隠すのは並大抵のことではない。

「隠し切るな。適度に出せ」

　そう、表情を隠してしまえるがゆえに微表情との差異が目立つ。本来あるべきものが欠落しているという違和感に気づかれてしまうのだ。修平はそれを見抜いている。

「んなこと言ったって……」

　とはいえ微表情は刹那の反射なのだ。出す、出さないを決めるための判断を下す猶予など一切ない。

「ならば感情を捨てろ」

　あっさりと。至極当然のことのように修平は告げた。だがサキトが抗議することはない。

　なぜならばその不可能とも思えるようなことを容易たやすくやってのける人物が目の前にいるからだ。感情を完全に切り離し、肉体とは一切連動させない。そんな神がかったことを呼吸するようにこなしてみせる祖父を前にしては、文句など言えるはずもなかった。

　ふてくされたように黙り込むサキトに、修平はあの目元が笑っていない笑みを向ける。

「まあ、できないに越したことはないがな」

　感情の乗らない無機質な声。だがサキトはそんな修平の声に一抹の寂しさを感じとった。

　修平が体現したカードプレイヤーとしての理想。その極地は一目瞭然だ。完全に切り離された感情は肉体と二度と連動しなくなり、日常生活ですら笑えなくなる。

　そんな人間としては欠陥品としか言えない今の有様を、修平は後悔しているのかもしれないと、サキトは漠然と思った。

「いいか？　ブラフを見抜くには極論、相手の平常を把握すればよいのだ。定めた基準からどれだけずれているかで真実か嘘うそかを見抜けばよい。逆に言えば相手に自分の平常を悟らせなければよいのだ。意識して基準となる平常にブレを与えられればブラフは見抜かれない」

「……隠しきらない」

「そうだ。全てを隠してしまっては相手に平常を誤認させることはできない」

　それは修しゆう平へいのスタイルとは真逆の手法。相手に一切の情報を与えず、ブラフをしかけていても平常から一切ぶれないのが修平ならば、今話している手法は意図的に相手に誤情報を与えて混乱させるという戦術だ。

「そもそも、隠す、嘘うそをつく、という行為は心理的に大きな負荷がかかる。平然と嘘をつけるのはよほど嘘をつき慣れている人間だけだ。それだって微表情まで隠すのは難しい。微表情にすら現れないような人間もいるにはいるが……それは生まれついての嘘つきだけだ。お前は生来の嘘つきではない。嘘つきとしての素質は並といったところ。そのままでは微表情まで誤ご魔ま化かせるようにはならない」

　そう。サキトは嘘をつき慣れているだけで生きつ粋すいの嘘つきではない。だからどうしても微表情に現れてしまう。

「じゃあ爺じいさんは生来の嘘つきなのか？」

「…………いいや。私もお前と同じだ」

　つまるところ修平は、生粋の嘘つきではなかったがゆえに肉体と感情を切り離す必要があったのだ。もし生粋の嘘つきであったのなら普通の人間のように笑い、泣き──そして顔色一つ変えずに嘘をつけただろう。

「そっか。でもその平常を把握するって、要するに相手の普段の姿──為人ひととなりを見極めるってことだろ？　そんなの一回のゲームじゃ無理じゃないか？」

「そうだ。極めて難しい。だがだからこそ誤認させることが有効なのだ」

　長い付き合いの人物を騙だますのは非常に難しい。時間をかければかけるほど相手の為人は掴つかめてくる。だが一ゲームの間だけであれば不可能ではない。

「ああ、そうか。そういえばどうやってブラフを見抜かれないようにするかって話だっけ」

　カードを片付けたサキトは一つ溜ため息いきをついてデッキを箱に戻す。

「無論、これはブラフを見抜くことにも応用できる。例えば、会話が苦手な人物なら視線がふらふらと定まらないのは何もおかしなことではない。それが平常だからだ」

　先程ほとんど不可能だと断じた技法を朗々と語る修平にサキトは再び耳を傾ける。

「あるいは緊張状態にある人物もまた落ち着きがない。これは基準を平常ではなく緊張に持ってくればいい」

　つまりブレが見えたら緊張はしていないという判断が下せる。

「こういった人物は逆にこちらから誘導してやることもできる」

「誘導？　どうやって？」

「簡単だ。視線がぶれている、バレバレだ、と指摘してやればよいのだ。慣れてない相手ならこれだけで無理に視線を固定しようとするから、視線が妙に固定されているときはブラフだと読める。よしんば失敗したとしても視線に気を使ってしまい平常からはさらに離れる。平常から離れれば離れるほど思考はまとまらなくなり、結果、その能力は落ちる」

　そしてその分だけ有利になる。そうまとめる修しゆう平へいにサキトは顎に手を当てて考え込み──その致命的な欠点に気づいた。

「んー……まぁ、なんとなくわかった。けどそれって俺のことを知っている爺じいさんには効かないんじゃないか？」

「そうだな。これはお互いによく知っていたら意味がない」

「ダメじゃねぇか！」

「ふ、お前が私に勝つなど十年早いということだな」

　サキトがふてくされたように大げさなポーズをとると、修平もまたあの歪いびつな笑顔を見せた。

「くそっ、平常、平常かぁ……」

「まあ、そんなことは別に覚えなくともよいのだ。大事なことは──」

　身も蓋もないことを言う修平に、祖父を打ち負かす戦術を考えるべく必死に脳内をこねくり回すサキトは、耳にタコができるほど聞かされてきたたった一つの約束事を半ば反射的に繰り返す。

「約束だけは破るな。絶対に守れ、だろ？」

「そうだ。お前は自由だ。何を賭けてもいい。どんな生き方をしたって構わない。それがお前の決めたことなら私はその選択を尊重しよう。だがギャンブラーたるもの約束だけは守らなくてはならない。なぜだかわかるな？」

「ゲームは全てルールという約束事に基づいて成立しているから。約束を破るということはその大前提に反するということ。だからゲームを生業なりわいとするギャンブラーはせめて自分のした約束ぐらいは守らなくてはならない」

「忘れるなよ、サキト。約束は絶対に守れ」
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「本日の獲得コイン１２００万枚、か」

　ベッドに転がったままスマートフォンの画面を見ている青年がいた。上蔀わしとみ[image: ]さき人とだ。

　彼が遊んでいるのはカジノをモチーフにしたオンラインゲーム『ＷＴＡ』だ。正式名称を『Ｗｉｎｎｅｒ　Ｔａｋｅ　Ａｌｌ』というこのゲームは、基本的にはカジノ同様手持ちのコインを賭けて様々なゲームに興じ、コインを増やしていくことを目的としている。

　もちろんカジノとは違い換金はできない。だが代わりにこのゲームではコインの所持数を競うランキング制度が導入されていた。月初めのメンテナンス時にプレイヤーの所持コインはリセットされ、一定の枚数のコインが配られる。それを元手に一ヶ月間、どれだけコインを増やせるのかを競うのだ。

　もっともランキング制度は大部分のプレイヤーには関係のない話であった。なにせ上位者の持つ枚数は文字通り桁違いで、常識的なプレイ頻度ではとても届かない量だ。

　どうしてそんなにも競争が加熱するのか。これはランキング上位者に贈られる特典が原因だった。一例を挙げるのであれば、月間ランキング一位の特典は百万円相当の商品券。二位から十位には十万円分の商品券あるいは十万円相当の商品。百位までは一万円。年間ランキングの一位にはなんと一千万円相当の景品がある。

　そんな具合だから一位争い、十位争いは熾し烈れつを極めた。仕事や学業の合間にちょっと遊ぶ程度のプレイではとても届かない。ほとんど廃人専用のコンテンツだ。

「現在97位。逃げ切れるか？　…………いや、ちょっと厳しいかな」

　さてそんな廃人ゲーにおけるサキトの順位だが、呆あきれたことにランカーの一人だった。

　スロットなどのコンピュータ相手に稼げる枚数はたかが知れている。よほど運がよく、なおかつ四六時中ゲームに張り付いていたとしてもせいぜい一億枚が限度だろう。本気でランカーを目指すのであればどうあっても対人戦は避けられない。

　そう対人戦だ。そしてそれはサキトが最も得意とするジャンルでもある。祖父である修しゆう平へいに鍛えられたサキトは数あるゲームの中でもポーカーを得意としており、これはこのゲームでも莫ばく大だいな枚数のコインが動く目玉のゲームの一つでもあった。

　そんなゲームシステムの影響もあって、サキトはランカーの一人として君臨している。

　とはいえここが限度。これ以上を望むのなら本業である学業や健全な生活を犠牲にせねばならない。なにせ数億枚のコインを持つサキトですらこの順位だ。対する一位の枚数は百億を優に超えている。単純にプレイ時間が違いすぎた。

「さて、と。そろそろ行きますかね」

　スマートフォンをスリープ状態に。高校の制服に袖を通す。スクールバッグを肩にかければ準備完了だ。




「────あ」

　サキトが通っている私立高校に登校するために玄関のドアを開けると、家の門の前で立ち尽くしていた少女と目があった。

　肩から提げられた鞄かばんが地面に落ちて軽い音を立てる。サキトはふらふらと覚おぼ束つかない足取りで吸い寄せられるように少女の下もとへと向かった。

　少女は美しく、可か憐れんで、気品があった。

　少し湿った風が少女の長い銀髪を揺らす。雲に覆われた空の下。それでも煌きらめいて見える純白はどこか神秘的で。サキトは束つかの間ま、現実感を喪失する。

　サキトが近づいたことで門が自ら少女を招き入れた。隔てる境界は失われ、二人の視線が絡み合う。

　繊細な銀細工のような長い睫まつ毛げが震え、揺れる瞳が不安げにサキトを見上げていた。空の色を映す瞳が徐々に潤うるみを帯びて、どうしようもなく庇ひ護ご欲を誘う。否いや応おうなく惹ひき付けられる瞳は一歩間違えばその色に溺れてしまいそうだった。

　サキトはそんな瞳を直視できずに視線をわずかに下へと逸そらす。そうして見てしまった小さな唇は上品でありながら確かな色気をもって惑わせる薔ば薇らのようで。その艶なまめかしさに脳髄が痺しびれた。

「あぁ…………」

　少女の白魚のような指先がサキトの方へと伸びる。焦がれるような瞳がサキトを掴つかんで離さない。

「……サキト様、ですよね？」

　耳を通して脳を侵食する甘い声にサキトは金縛りにあったように動けなくなる。そのまま肯定も否定も返せずにいると、少女はサキトの顔から視線を切って胸元へと顔を埋うずめた。

　仄ほのかに甘い香りが鼻び腔こうを抜ける。押しつぶされた豊満な胸が柔らかな感触を伝えた。触れてしまえばそれだけで壊してしまいそうな細い腰は、サキトに抱きしめることを躊ちゆう躇ちよさせる。だというのに髪の隙間から覗のぞくほっそりとした首筋は手た折おられる日を待つ一輪の花のようで。その手で壊してしまいたくなる。知らず、喉が鳴った。今ならば少しだけ吸血鬼の気持ちがわかる気がした。

「あ、はぁ……」

　少女が漏らす甘い吐息がサキトの理性を溶かしていく。平衡感覚が失われ、サキトには今、自分が真まっ直すぐ立っているのかさえわからない。地に足のつかない浮遊感。

　サキトは油が切れた機械のようなぎこちなさで抱きしめようとして──




「んっ、すぅ、はぁっ、んん、ふぅ…………うぇへっ、ふぇへへ、生なまサキト様だぁ」




　──ガラスが砕け散るような甲高い音を幻聴した。

「うっわぁー…………」

　ドン引きである。サキトの思考が一気に澄み渡り、心理状態が正常値に復帰した。

「にゅふっ、にゅふふふふ」

「おい、離せ」

　一瞬前までの躊ちゆう躇ちよはどこへやら。サキトはだらしなく頬ほおの緩みきった少女の肩を無遠慮に掴つかんで引ひき剥はがしにかかる。

「んっ、ふぅっん、あふっ、や、やぁあ」

「やあ、じゃねぇ！　とっとと離れろ、鬱陶しい！」

　思いの外強い抵抗に苦戦させられたサキトは、仕方なく自ら身体からだを後ろへ倒した。

「ひゃあっ」

　当然、ひっついていた少女も巻き込まれる。少女が転倒を避けようと無意識に重心を後ろに下げた瞬間。そこを狙い撃ってサキトが少女を振りほどいた。そのままバックステップを敢行。転びそうになりながらも距離を取ることに成功し、そのまま玄関へと駆け込む。

「せいっ！」

「ああっ、待って！　待ってくだ、さいっ」

　サキトが力任せにドアを閉めにかかると、追いついた少女がドアノブを引っ張った。体重をかけた全身全霊だ。サキトが手を離したら後ろにひっくり返ってしまうだろう。

「は、な、せ！」

「い、や、で、すぅ！」

　華きや奢しやな体つきのどこにそんな力があったのか。その白い肌に血を上らせて少女がドアの縁に手をかける。

「あ、馬鹿！」

　判断は一瞬だった。

　このままでは少女の指を挟んでしまう。それに気づいたサキトがドアから手を離した。

「ひゃっ、い、っ[image: ][image: ][image: ]」

　伸ばした輪ゴムが弾はじかれるように。案の定、少女がひっくり返って尻もちをついた。腰を打って少女が啼なく。

「おい、大丈夫か？　頭とか打ってないな？」

「はぁっ、はぁっ、はひ。大丈夫、れす。んっ」

　無駄に艶のある乱れた息を整えながら少女が答えた。サキトは地面に腰を下ろす少女に手を差し伸べる。

「そうか。それは──」

「んくっ。あ、でも、腰、腰を打ってしまったのでさすっていただけると──って、ああっ、閉めないで！　今の無し！　今の無しで！　ごめんなさぁああい！」

　伸ばされた少女の手がはたき落とされた。無慈悲にドアが閉まる。

「なんなんだ、あいつは」

　謝罪と懺ざん悔げをＢＧＭにサキトは玄関に座り込んだ。朝からどっと疲れた。深い溜ため息いきが漏れる。いつの間にかＢＧＭがすすり泣く声に変わっていた。扉をカリカリと引ひっ掻かく音がする。もういっそホラーだ。神秘も幻想も欠片かけらさえ残ってはいない。

　サキトがそっと覗のぞき窓から外を確認すると、ちょうど少女と目があった。あってしまった。

　少女は頬ほおを染めて内股になっている。有あり体ていに言って欲情していた。

「なんでだよ…………」

　思わず天を仰いで脱力する。サキトにはもうこれ以上の対応をするだけの気力が残っていなかった。

「サボり決定。家の前に不審者が張り付いていて出られない、って言ったら騒ぎになるかなぁー…………。ああ、いや、その前に言い訳扱いされて終わりか」





　　　　♠　♡　♣　♢






「昼飯にでも行くか……」

　結局上う手まい言い訳が思いつかずに無断欠席を決め込んでから数時間。二度寝から目覚めたサキトは制服の皺しわを伸ばしながら玄関のドアを開けた。

「あっ、サキト様。放置プレイは終わりですか？」

「うわああぁぁぁあぁ！」

　背中に軽い衝撃を受けてサキトが悲鳴をあげる。

「ちょ、お、おま、まだいたのか[image: ]」

「？　当たり前じゃないですか」

「何時間経たってると思ってんだよ！」

「四時間くらいです」

「だよなぁ!?　じゃあ、なにか？　ここで四時間もずっとドアの影で隠れてたのか!?」

「違いますよぅ」

「だ、だよな。流石さすがに一回帰って」

「朝五時くらいから居たのでそろそろ七時間です！」

「馬鹿じゃねぇの!?」

　サキトの声が思わず裏返る。

「あ、でも、放置プレイもイイんですけど、私としてはもっと触って欲しいっていうか触りたいというか。にゅふっ、にゅふふ」

「離、せ！」

「やんっ」

　サキトは少女を振りほどいて正面に捉える。相も変わらず可か憐れんな少女だ。だがその整った顔立ちも色に蕩とろけていては台無しだった。

「はー……で？　なんなんだよ、お前」

　一眠りしてリセットされた頭は今朝よりは幾分か冷静だ。少女の奇行に振り回されるだけでなく、未いまだ秘されたままの目的にも意識が回る。

「エレーナ・アンドレーヴェナ・ヴァシリーエヴァ……なんですけども」

「エレーナ・アンド…………なんだって？」

「エレーナ・アンドレーヴェナ・ヴァシリーエヴァです」

「はぁ。で、そのエレーナ・アンドレーヴェナ・ヴァシリーヴェナさんが」

「ヴァシリーエヴァです」

「長いんだよ！　どこ人!?」

「ロシア人です。ぜひ親しみと愛情を込めてレーナと呼んでください、サキト様っ」

「オーケー、で、そのエレーナ・アンドレーヴェナ・ヴァシリーエヴァさんが俺になんの用で？」

「むぅ」

　あざとく頬ほおを膨らませるエレーナにサキトは額に青筋を浮かべる。

「用がないなら帰ってもらえますかね。エレーナ・アンドレーヴェナ・ヴァシリーエヴァさん。それとも警察、呼ぶ？」

「ああっ、待って待って、待ってくださいぃ」

　スマホを取り出して構えるサキトに、流石さすがのエレーナも居住まいを正す。深呼吸一つ。要件を切り出した。

「こほんっ──飼ってください！」

「帰れ！」

　駄目だった。冷静になったはずのサキトの頭が一瞬で混こん沌とんに叩たたき込まれる。

　踵きびすを返すサキトの背中にエレーナが縋すがり付いた。

「ああっ、違、今のはちょっとしたジョークなんですぅ」

「ちぃっ、鬱陶しい！　風俗の押し売りならお断りだ！」

「違いますよ!?　そんなのじゃないです！」

「あ？　じゃあなんだ？　家出少女か？」

「しゅ、終身飼育してくれると、嬉うれしい、です」

　ポッと器用に頬ほおを染めるエレーナに、サキトは大きな大きな溜ため息いきをつく。

「はぁー…………警察、呼ぶわ」

「ごめんなさい、ごめんなさい、間違えましたぁぁぁ！　本当はサキト様に招待状を持ってきたんですぅ！」

「割引クーポン？」

「だから違うって言ってるじゃないですかっ」

「いやぁ、そういうのはちょっと。病気怖いし」

「ひどいっ！　私、新車！」

「あ、そう」

「興味なし!?　サキト様のためにとってあるのに…………ううぇぇぇん」

　ガチ泣きだった。号泣だった。大粒の涙が零こぼれ落ちて流石さすがのサキトも狼狽うろたえる。

「あ、いや、その、悪かった！　俺が悪かった！　今のは俺が悪かったから！」

「ひぅ、っく、サキト様はっ、悪くないっですぅ」

「え、ええー？　じゃ、じゃあ、ほら、俺は悪くなかったから。とにかく泣なき止やんでくれ」

「ふぅうぇぇぇえええ」

「どうしろと？　俺にどうしろと!?」

　サキトは警戒するようにしきりにあちこちへと視線を飛ばす。幸い御婦人方の視線はない。だがどちらにせよこのままでは近隣住民を呼び寄せてしまう。そうなれば一巻の終わり。最近はなにかあればすぐ不審者扱いされる世せ知ち辛がらい世の中なのだ。たとえここがサキトの家の敷地内だとしても関係ない。誘拐犯扱いされるだけ。誘拐犯として通報されるぐらいなら不審者の方がまだマシという、救いようのないオチが待っている。

「よぅし、わかった。話を聞く。話を聞くから、泣くのは勘弁してくれ！」
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（まんまと策にハマった気がする）

　都内某所。とある和食屋の個室で、サキトはエレーナと向かい合っていた。エレーナはとっくに落ち着いており、修羅場のようにはなっていない。それどころか実際にはサキトが話を聞くために食事に誘った時点でピタリと泣き止んでいた。サキトが騙だまされたと思うのも無理はないだろう。

「サキト様、サキト様っ」

「なに？」

「美お味いしいですねっ」

「そうかい。そりゃよかった。……今さらだが、ここで大丈夫だったか？」

「ん？　なんでです？」

「いや、だってロシア人なんだろ？」

「ああ～……そういうことですか。いや、なんというかもう本当に今さらですね。でも大丈夫です。このお店の料理は本当に美お味いしいですし、それにもし残念だったとしても私はサキト様と一緒ならそれだけで嬉うれしいですから」

　エレーナの屈託ない笑顔が眩まぶしくて照れくさくて、サキトはつい視線を逸そらしてしまう。変態でも不審者でもストーカーでも美少女は美少女だった。

「あー、日本は長いのか？」

「はい。もうかれこれ十年くらいになりますね」

「なるほど」

「？　今、なにを納得したんですか？」

「別に大したことじゃない。外国人なら和食は慣れないだろうってのに、いちいち所作が丁寧で洗練されてるから──って、あん？」

　サキトが視線を戻せば、エレーナが真っ赤になって震えていた。

「えぇー……ここで照れるの？　ポイント、ズレてない？」

「い、今のはずるいですよ！　不意打ちです！　卑ひ怯きようです！」

[image: ]

「あ、あー、そういう。……なんとなくわかってきたわ、俺」

　今のエレーナはついついイジメたくなるオーラを纏まとっていた。白はく皙せきの頬ほおを紅に染めて視線を合わせないよう俯うつむくエレーナにサキトは嗜し虐ぎやく心がそそられるのを感じる。

「うん、なんか可愛かわいく見えてきた」

「ん、ぐ、っあ、ありがとうございます」

「チッ」

「なんで舌打ち!?　ってサキト様、私で遊んでませんか？」

「いや、まったく」

　エレーナの抗議などどこ吹く風。サキトはしれっとしらばっくれる。

「もうっ。どうせ遊ぶならもっとこう、触れ合いをですね……んっ」

「おい。どこを触れ合わせるつもりだ」

「あ、それ聞いちゃいます？　でもでもそこはリードして欲しいのでサキト様がご希望のところからで……イ・イ・で・す・よ？」

　エレーナがあざとさ全開でしなを作って誘うも、サキトは白けたように手を振る。

「いや、いいや。遠慮しとく」

「なんでそこで引くんですか！　ＪＫですよ？　合意の上ですよ？　チャンスなんですよ!?　そこは欲望の赴くままに私を組み敷いてくださいよ！　それでそれで──」

「はいストップ、そこまで。ここ個室とはいえ公共の場だからな？」

「裏を返せば公共の場でなければ？」

「追い出す」

「サキト様ぁ[image: ][image: ]」

　泣きそうな声を出すエレーナを見ながらサキトはクツクツと笑みを漏らした。

「サキト様、悪い顔してます」

「そうか？」

「はい、とっても悪い顔です」

　そういうエレーナも口端はニヤけている。ころころと変わる表情は彼女の端整な顔立ちを崩すのではなく、より一層引き立てていた。眺めていて飽きが来ない。

「サキト様？　そんなに見つめてどうかしましたか？　あ、もしかして欲情しました？」

「いや、不思議とそういうのはまったく無い」

「ひどいっ！」

「所構わず発情してる方が問題だろ……」

「私はサキト様が相手ならいつでもどこでもオールオッケーですけどね！」

「あ、そう」

「ええ。準備は万端ですとも」

「まぁ、そういうのはガチでまったくないんだが」

「ガチでまったく、ですか」

「ああ、まったくない！」

「そんなに力強く断言しなくてもいいじゃないですか……」

　悲しげに表情を曇らせるエレーナは拗すねたように唇を尖とがらせる。

「むぅ。……じゃあ、なんでそんなに私の顔を見つめてたんですか？」

「んー……いや、馬鹿みたいに綺き麗れいだなって」

　瞬間。エレーナの顔が紅潮した。サキトはテーブルの下でこっそりと拳を握る。

「っ、っっっ、さ、サキト様だって、格かつ好こいい、ですよ」

「そうか。ありがとう」

「照れてくださいよぅ」

「いや、そんな真っ赤になって言われても。無理してるのバレバレだし」

「なんかずるいです」

　それきりエレーナは黙って食事を口に運ぶだけになってしまった。サキトも話題を振ることはせずに茶をすすってエレーナが食べ終えるのを待つ。

「サキト様」

　箸を置いたエレーナが居住まいを正した。

「ようやく本題か？」

「はい。私、エレーナ・アンドレーヴェナは、上蔀わしとみ[image: ]さき人と様に招待状をお持ちしました」





　　　　♠　♡　♣　♢






「まず初めに、上蔀[image: ]人様でお間違いないですか？」

「ああ。ずいぶんと今さらだが、俺が上蔀[image: ]人で間違いない。……ん？　そう言えばエレーナは俺のことを知っていたのか？」

「はい。もうずぅっと前から」

「ずっと？　……どこかで会ったことでもあったか？」

「やっぱり、覚えていませんか？」

「…………悪いが、記憶にないな」

　寂しげな表情を浮かべるエレーナにサキトも申し訳無さが先に立つ。

「とはいえエレーナほどの美少女をそうそう簡単に忘れるとは考えがたいんだが。俺たちはいつ出会っていたんだ？」

「び、美少女……」

「いちいち照れるな。話が進まん」

「サキト様こそ不適切な発言は控えてください！」

「それをお前が言うのか!?」

「今は真面目な話をしているので。ＴＰＯですよ、てぃーぴーおー」

　澄まし顔でそんなことを宣のたまうエレーナにサキトは微かすかな苛いら立だちを憶おぼえながら、自らに大人になれと言い聞かせる。

「それも、そう、だな。…………わかった。気をつける」

「むむ…………やっぱりいいです」

「どっちだよ」

「いえ、嬉うれしさと恥ずかしさを天てん秤びんにかけたら嬉しさの方が勝ったので」

　サキトの呆あきれ返った視線に気づいたエレーナはわざとらしい咳せき払ばらいで話を戻した。

「こほんっ。私とサキト様が会ったのは一度きり。それも幼い頃です。だからサキト様が覚えていなくても仕方ないんです」

「幼い頃、ねぇ。…………あ、もしかして爺じいさん関係か？」

「はいっ。修しゆう平へい様と私の祖父は仲が良かったんですよ」

「もしかして爺さんに用事があったのか？　だったら、その……」

「あ、いえ、その、修平様が亡くなられたことは知っています。私はあくまでもサキト様宛に招待状を…………って、ああっ！」

「うおっ！　なんだ急に!?」

　勢い余って腰を浮かせるエレーナにサキトが身体からだを仰のけ反ぞらせる。

「わ、忘れてました。その……修平様に安らかなる眠りがあるようお祈りしております」

「な、なんだ、そんなことか……」

「そんなことじゃありませんよ！　ど、どうしましょう……まだ修平様のお墓にもご挨拶していませんでした」

「墓参りに行ってくれるのか？」

「あたりまえじゃないですかっ」

　力強いエレーナの返事にサキトは思わず笑みを零こぼす。

「さ、サキト様？」

「いや、なんでもないんだ。ありがとう。なら場所は──」

「あ、でしたらこちらに送ってもらえますか？」

　サキトがスマートフォンに墓地の場所を表示しようとするのを手で制して、エレーナは連絡先をサキトに伝える。

「やたっ、サキト様の連絡先ゲット」

「それが狙いかよ」

　小声で呟つぶやくように歓喜を覗のぞかせるエレーナだったが、サキトの耳はしっかりと拾い上げていた。呆あきれたような視線を向けるサキトにエレーナは慌てて否定する。

「ち、違いますよ？　あくまで修しゆう平へい様のお墓参りに行きたいだけです。サキト様の連絡先はついで。ついでです」

「はいはい。俺もそう願ってるよ。…………しかしまぁなんというか、そんな昔に会ったきりでよく俺だって確信を持てたな。面影なんてほとんど残ってないんじゃないか？」

「そんなことないですよっ。こう、ビビっと来たんです。ビビっと」

「ビビっと、ねぇ……」

　記憶の引き出しを引ひっ掻かき回まわしてもやはりサキトはエレーナのことを覚えていなかった。

「まぁ、いいか。それで俺に招待状ってのは？　そもそも俺はなにに招待されているんだ？」

　覚えていないものは仕方がない。サキトはそう気を取り直して立て続けに脱線する話の軌道修正を試みる。

「サキト様にはとあるポーカーの大会に参加して欲しいんです」

「なんで俺に？　言っちゃなんだが、俺は別にどっかの大会に参加したこともなければプロってわけでもない。ただの素人だぞ？」

「でもサキト様は上位ランカーの一人ですよね？」

　エレーナがサキトに向けたスマートフォン。その画面にはサキトもやっているゲーム『ＷＴＡ』のランキングが表示されていた。

　97位・『サキト』。サキトのユーザーネームだ。

「実名プレイとは……豪気ですね？」

「うるせぇっ。俺だって他の名前がよかったよ！」

　だがサキトが開始した頃には、サキトが普段からよく使っているＨＮハンドルネームはどれも使用済みだったのだ。実名プレイは苦肉の策である。

「いや、待てよ。…………なんでそれ『サキト』が俺だと知ってるんだ？　いくら実名プレイとはいえ、流石さすがに下の名前、それもカタカナだけで俺のことだとはわからないだろ」

「カマをかけただけですよ？　あっさり教えてくれてよかったです。意外に素直なんですね」

　エレーナが悪戯いたずらっぽく笑った。だがサキトは目を逸そらすことなく真まっ直すぐにエレーナを見据えて断言する。

「嘘うそだな」

　射抜くような視線がエレーナを貫いた。

「そんな嘘だなんて──」

「下手な誤ご魔ま化かしはいい。カマをかけたというのなら、少なくとも俺がその人物であるとアタリをつけるだけの根拠が必要だ。だがさっきも言った通り俺には実績も肩書もない。それでどうやってアタリをつける？」

「ですからそれは私がサキト様のことを昔から知っていたから」

「昔、それも幼い頃に一度会ったきりの男のところへ、一いちか八ばちかで乗り込んできたと？」

「はいっ。サキト様ならこの程度のことは造作もないと信じていましたから」

　エレーナはその綺き麗れいな銀の瞳を輝かせて言い切る。

「嘘うそだ」

　だがサキトが追及の手を止めることはなかった。なぜなら彼はポーカープレイヤー。嘘を見逃せるような生態をしていない。そういう風に仕込まれている。

「むぅ。私は本当に信じてるのに……」

　悲しげに頬ほおを膨らませるエレーナだが、サキトがそれに取り合うことはない。一度高速で走りだした思考回路はその程度のことでは揺らがない。

「そもそも、だ。もし俺が『サキト』であるという確信が持てていなかったなら、カマをかけるタイミングがおかしい。ゲームへの参加を促すよりも早く俺が『サキト』であることの確認を取らなければ、それ以降のやり取りに意味がなくなる」

　サキトは別に相手の思考が直接読めるだとか、表情から嘘を完璧に見抜けるだとかいった特異な能力を持っているわけではない。だからエレーナが言っていることのどこまでが本当で、どこからが嘘なのかなんてわからない。だけど論理的に読み解くことはできる。

「だから少なくともカマをかけたってのは嘘だ」

　サキトは確信を持って告げた。だが断言できるのはここまで。ここから先は嘘ブラフの時間だ。

「となるとここまでの話も嘘かもしれないな。なにせすぐバレるような嘘を簡単につくような女だ。なにが本当かなんてわかったもんじゃない。……本当に俺とエレーナは昔会ったことがあるのか？　いや、ないんだろうな」

　サキトが詐欺師を見るような冷え切った目をエレーナに向ける。その嘘ブラフにまんまと釣られたエレーナは泡を食ったように言い募った。

「ま、待って！　待ってください！　それは本当なんです！　わ、私とサキト様は本当に小さい頃に会っていて」

「俺が覚えていないだけだと？　まさか。普通に考えたら嘘だという方がしっくりくる」

「信じてくださいよぅ」

　涙目で縋すがるように上目遣いでサキトをそっと見上げるエレーナは心底弱り果てたような表情を浮かべていた。

「…………まぁ、いい。ならそれは信じてやる。確かめようもないからな。だが代わりに本当のことを話してもらうぞ？」

「はいっ」

　ぱぁっと花が咲くようにエレーナの顔に笑顔が戻る。

　もちろんサキトとて情にほだされたわけではない。ただ単純にどうでもよかったのだ。なにせエレーナと幼い頃に出会っていたかどうかは、今回の件には一切関わりがない。そんな些さ細さいなことよりもどうして身バレしたのかを突き止める方が優先事項だった。

「で？　どうして『サキト』が俺だってわかったんだ？」

「アカウント作成時に登録された個人情報を確認しただけです」

「…………いや、待て。なんでそれをエレーナが見れるんだ？　もしかして社員？」

「いえ違います。……え？　もしかしてサキト様には私がそんなに老ふけて見えるんですか？　私、サキト様と同い年なんですけど」

「いや見えないから驚いたんだけど」

　不安げなエレーナの告白に思わずサキトも素で返答する。

　実際、日本人であるサキトから見てもエレーナは同い年くらいに見える。エレーナはロシア人なので相当な童顔ということだ。おかげでエレーナの見せる表情の一つ一つが琴線に触れて落ち着かないサキトである。

「よかったぁ……。あ、ちなみにサキト様は年上と年下、どちらがお好きですか？」

「あまり歳としを気にしたことはないけど、あまりにも離れてるのはちょっと──ってそんなことはどうでもいい」

　咳せき払ばらい一つ。サキトは話題を元に戻す。

「で？　どうして社員でもないエレーナが俺の個人情報を見つけられたんだ？」

「そこは実家の伝つ手てでちょちょっと。私の家もそれなりに出資してますので」

　思いっきりブラックな手段にサキトの表情が引ひき攣つった。

「それはもしかしなくても訴えれば勝てる案件なのでは？」

「えーっと……オススメはしません。たぶん弁護士費用とか裁判費用が無駄になります」

　そっと目を逸そらすエレーナにサキトは頭痛をこらえるように目頭を押さえる。

「あー、まぁ、うん。とりあえずそれは置いておこう。それで？　どうして俺に招待状を持ってきたんだ？」

「え？　ですからそれはサキト様が97位という好成績を残されたからで」

「もし『ＷＴＡ』のランキングだけで選んでいるなら俺より先に96人の候補がいるはずだ。その全員に断られたのか？　だとしたらもう、それだけで十分に断るべき案件だってことになるんだが」

「いえ、それは違います。私が招待状をお贈りするのはサキト様が初めてです」

「ならどうして俺に？　なぜ俺だけが特別なんだ？」

「だってサキト様、貴方あなたには他の有う象ぞう無む象ぞうとは圧倒的に違う点がありますよね？」

　挑発的な笑みを浮かべるエレーナは、ここに至ってようやくサキトに白羽の矢を立てた理由を告げた。

「テキサスホールデム、トーナメントルール。個人戦績、勝率１００％。ただの一度も敗北を喫したことのない絶対王者。それがサキト様でしょう？」

　テキサスホールデム。それはポーカーの一種だ。修しゆう平へいが最も得意とし、サキトもまた最も得意とするゲームであり対人戦。プレイ時間が短いサキトがランカーである理由。サキトは莫ばく大だいなコインを抱えたプレイヤーからコインを奪い取ることでランカーとしての地位を保っている。

「ただプレイしたゲーム数が少ないだけだ。ポーカーはしょせん確率のゲーム。いずれは負ける日も来る」

「いいえ。サキト様、貴方あなたは特別です。確かにこんな相手の顔も見れないような紛まがい物もののゲームであればサキト様の実力の一割も発揮できません。ですから、もしかしたらいつか負けてしまうことも…………万が一にはある、のかもしれない気もしないでもないです」

「ずいぶんと歯切れの悪い言い方だな」

「それはその……私にはサキト様が負ける姿なんて想像できなくて」

「どうしてだ？　ポーカーは確率のゲームだぞ？　プロが素人のラッキーパンチで敗れることもあるゲームだ」

「それはもう、サキト様を信じていますから！」

　あまりにも綺き麗れいな笑顔に絶大な信頼を乗せられて、サキトは束つかの間ま硬直する。

「…………買いかぶりすぎだ」

　ようやく絞り出した言葉はそんなぶっきらぼうな謙遜だった。

「そんなことはありませんっ。私は貴方がポーカーキングであると見込んでこの招待状をお持ちしたのです」

　だがそんなサキトの態度がエレーナには気に食わないらしい。不満げな様子を隠そうともしないエレーナが、その小柄な体格に似合わない豊満な胸元から一通の真っ黒な招待状を取り出した。だがサキトは招待状をじっと見つめたまま受け取らない。

「本来、『ＷＴＡ』の商品は郵送される。わざわざ人が届けに来たりはしない」

「サキト様？」

「エレーナ。──これはあのゲームとは関係ない大会の招待状だな？」

　そう。サキトが懸念する最後の事項。それがこれだった。

「それは半分正解で、半分間違いです。この大会への参加者には『ＷＴＡ』で好成績を残した方もいらっしゃいます。ですが、それ以外の方も参加されます。元々この大会を運営している企業とこのアプリを開発、運営している企業は母体が同じなんです」

「それはどこだ？」

「『ヘルマ』」

「……ははっ、よりにもよって世界最強企業様かよ」

『ヘルマ』は金融系を中核とするコングロマリットだ。世界最大の規模を持ち、世界中あらゆるところへその手を伸ばしている。子供でも知っているような超一流企業だった。

「なぁ、エレーナ。これが最後の質問だ」

「はい、なんですか？」

「どうして俺にこれを？　俺の実力を見込んでとか、そういう如い何かにも取ってつけたような理由はもういい。社員でもなんでもない、本来この大会となんの関係もないはずのエレーナが個人的に俺に招待状を渡す理由。それを教えてほしい」

　虚偽を許さない真まっ直すぐな視線に晒さらされて、エレーナは唾を飲む。それからゆっくりとサキトに招待状を持ってきた理由を語り始めた。

「今回の大会では優勝したプレイヤーの方に一億円の賞金が出ます」

「一億!?」

　愕がく然ぜんとするサキトだが、無理もない。未いまだ十八歳の高校生に過ぎないサキトには到底想像もつかないような大金だ。いや、生涯賃金の中央値が約二億円である今、人間一人が稼げる額のおよそ半分、人生の半分に相当する金額。その莫ばく大だいさは想像を絶する。

「えっと……大丈夫ですか？」

「あ、ああ…………続けてくれ」

　祖父を亡くし、遺産を食い潰すだけだったサキトだ。減る一方だった貯金に不安を覚えてもいた。そこに降って湧いた途方も無い臨時収入の可能性。思わず前のめりになってしまうのも頷うなずけるというものだ。

「はい。ですが今回行われるのはこのゲームだけではありません。今大会における優勝者を予想するギャンブルも同時に行われるのです」

「競馬みたいなものか？」

　日本でも有名な賭と博ばくの一つである競馬は、実際に競技に出場する騎手や馬の持ち主である馬主にも賞金が支払われる。

　だが多くの人が競馬と聞いて想像するのはレースの結果を予想してお金を賭けるギャンブルの方だろう。エレーナの説明する今回のポーカー大会も似たような構造を持っていた。

「はい。そのため私の所属する派閥も誰かしらプレイヤーを擁立しなくてはならないのですが…………アテがなくて。適当な人を推薦するわけにもいきませんし」

「なるほどな。それでエレーナの祖父の友人であった爺じいさんの孫であり、同時にエレーナとも顔見知りであったはずの俺に白羽の矢が立った、と。一応『ＷＴＡ』での勝率っていう推薦理由もあるしな」

　サキトが覚えておらず、修しゆう平へい亡き今となっては裏を取れない関係性という一点を除けば、ある程度筋の通った話ではあった。

「参加条件と……後は、俺が負けた場合どうなる？」

　リターンは魅力的。なら後はリスクだ。リスクとリターンを天てん秤びんにかけて崖の上で踊ることこそギャンブラーの本懐。釣り合いが取れるのであればサキトに否はない。

「特にはなにも」

　あっけらかんと告げられた一言に、サキトは真顔になる。

「マジか？」

「はい、今回は私がお願いする立場ですし」

　リスクはなし。リターンは絶大。あまりにも旨うますぎる話だ。裏を勘ぐりたくもなるが、エレーナにはサキトを騙だますメリットがない。

「場所は？」

「『ウミマチ』です」

「ああ、あのカジノ都市の。開催日はいつだ？」

「今週末です」

「近いな!?」

「そうなんですよぅ。もうゲームまで日にちがないし、なのに誰も推薦しないし……もうサキト様しか頼れる人がいなくて」

　エレーナが涙目で懇願するように両手を胸の前で組んだ。

「ちなみに俺が断ったら？」

「私が出ます。出て速攻で負けます。負けて叱られます。なにせ私、超弱いので」

　乾いた笑みを浮かべながら遠い目をするエレーナにサキトはついに心を決める。もっとも断るつもりもなかったが。

「わかった。受ける」

「あ、ありがとうございます！　お、お礼になんでもしますよ？」

「…………今、なんでもするって言ったよな？」

「は、はいっ。どうぞ。好きにしてイイですよ？」

　スッと細められたサキトの瞳に射抜かれて、エレーナは期待と緊張から頬ほおを染める。どこか茶ちや化かすように椅子に座ったまま器用にしなを作った。

　サキトがゆっくりとエレーナの胸元に向かって手を伸ばす。




「じゃ、支払いは任せた」




　手渡されたのは伝票。エレーナの目が点になる。

「…………はい？」

「だから支払いだよ、支払い。ここ意外と高いんだよなぁ」

「え……えぇ!?　ここでお金ですか！　こんな美少女がなんでもするって言ってるのに？」

「自分で美少女とか言うか普通？　いや、まあいいや。それよりほれ、伝票。『ヘルマ』の関係者ならここの支払いぐらい楽勝だろ？」

　なんかもう、色々と台無しだった。

「むぅ。わかりましたよ。…………ところでご奉仕の方は？」

「いらん」

「なんでですか！　その年頃の男なんてヤルことしか考えてないはずでしょう!?」

「なにその熱い風評被害」

「ヘタレなんですか!?　サキト様！」

「へ、ヘタレじゃねぇよ！」

　詰め寄ってくるエレーナを手で制して、サキトは真まっ直すぐにエレーナと視線を合わせながら言い切った。




「いいか、エレーナ。覚えておけ。女は好き合って抱くか、あるいは金を払って抱くか。そのどっちかしかないんだ」




「…………それって普通にちょっと最低なのでは？」

　そうして最後の最後でサキトはエレーナに一度も向けられたことのない蔑んだ目で睨にらまれることになったのだった。
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「これはまた……」

　ポーカー大会当日。

　サキトがエレーナに案内されて踏み込んだ場所は想像を絶する絢けん爛らんさに満ちていた。

　華やかな黄金の装飾で彩られたそこは、サキトが住む世界からはかけ離れている。あまりにも場違いな気がして落ち着かない。これでエレーナがスーツを始めとした衣装を用意してくれていなければどうなっていたことか。

　もっともそんな配慮があってなお、サキトは緊張から逃れることはできなかったのだが。

　なにせ隣に立って腕を絡めているのはビスクドールのような少女だ。黒と青を基調としてレースとフリルをふんだんに取り入れたドレスは、色の白いエレーナによく似合っている。

（『黒は女を美しく見せる』とは半世紀も前の映画作品が元ネタだと言うが、なるほどどうして人類は五十年も昔に一つの真理に到達していたらしいな……）

　そんなサキトが内心で浮かべる感嘆には気付かないまま、エレーナはサキトの腕を引いて案内する。

「カジノ『ウェルズ』は政財界を始め世界中の様々な人々が集う社交場ですから。サキト様に参加していただくゲームもその余興のうちの一つです」

　エレーナがある一角を指差す。

「サキト様、サキト様っ。ほら、見てくださいっ。『ＡｏＮ』、ああ、サキト様が参加されるテキサス・ホールデムポーカーで正式名称を『Ａｌｌ　ｏｒ　Ｎｏｔｈｉｎｇ』というんですけど、その勝者を予想するギャンブルです」

　サキトは一口当たりの金額を見て、そのあまりにも馬鹿げた金額に閉口した。ゼロが五、六、七、……サキトの手持ちでは一口も買えやしない。

「余興……？　いやいやいやいや……なにこの馬鹿みたいな金額」

「ここに来られるような方は、普通の刺激では満足できなくなってしまった方ばかりですので…………」

「まさかとは思うがエレーナも？」

「いえいえ、私も普段は賭けませんよ？　今回はサキト様が出られるので特別です」

　笑顔でサキトに賭けたのだと言ってのけるエレーナに、思わずサキトの表情が引ひき攣つる。顔見知りを負けさせるわけにもいかないと、妙なプレッシャーを感じた。緊張のあまり自然と背筋も伸びる。

「負けても恨むなよ？」

「もちろんです。私はサキト様が勝利されると信じていますから！」

　冗談めかすサキトだったが、エレーナの真まっ直すぐな瞳には確かな信頼の色が浮かんでいた。

　再会してからわずかに二度、それも短時間の会話をしただけの相手に向けるには不相応なそれはいっそ不可解ですらある。それがたとえ幼い頃に出会っていたとしてもだ。

「どうして俺をそこまで信じられるんだ？」

「それは………………いえ、それはサキト様が思い出してください」

　以前も言っていたサキトとエレーナの関係。だがサキトには思い当たる節が全く無い。

　言葉に詰まるサキトにエレーナが慌てる。

「あっ、ご、ごめんなさいっ。そのサキト様を責めたいわけじゃ……いえ、サキト様がお望みなら私がせ、攻めというのも…………。でもでもやっぱり私は攻められる方が」

「エレーナ」

「は、はいっ」

　思いの外優しい声音で名前を呼ばれてどぎまぎするエレーナにサキトは笑いかける。

「エレーナは俺が勝った方が嬉うれしいか？」

「はい、もちろんですっ。……それに私はサキト様が負けるところなんて見たくないです」

　そっと目を伏せるエレーナにサキトは自分の背に新たな重みを感じた。だが今度のそれは決して不快なものではない。

「これは意地でも負けるわけにはいかなくなったな」

「あっ、えっと、その、プレッシャーをかけるつもりじゃなくて」

「冗談だ。それに元より一度勝負の場に上がる以上、負けるつもりは毛頭ない」

　知しらず識しらずの内に獰どう猛もうな笑みを浮かべるサキトの横顔をエレーナの熱に浮かされたような瞳がじっと見つめていた。それがなんだか今までエレーナが見せていた露骨な色とは違っていて。その様子に気づいたサキトが気恥ずかしげに頬ほおを掻かいてそっぽを向く。

「あー……俺が参加するゲームってのはもうすぐ始まるのか？」

「そうですね……そろそろでしょうか」

　階下に繋つながるエレベーターの前でエレーナがそっと腕をほどいた。

　押し潰される柔らかな感触が失われることにわずかばかりの残念さを覚えたサキトは、ゲームの前だというのに別のことに気を取られていたことに気づいて苦笑気味に己の若さを呪う。

　深呼吸一つ。意識を切り替える。

　付き添いはここまでだ。

「サキト様────ご武運を」

　ドアが閉まる直前。にこやかに手を振るエレーナからエールを受け取って──




　──サキトは覚悟もないまま井戸の底へと足を踏み入れた。
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「君も参加者かい？」

　少しの緊張と微かすかな興奮を抱えて席に着いたサキトに一人のプレイヤーが声をかけた。

「ええ、まあ」

「そうか……」

　沈痛な面持ちでサキトを見つめる四十代半ばの男性は、言ってはなんだがあまり特徴のない普通の人物だった。くたびれたスーツに身を包む彼はどこにでもいるサラリーマン。とても熟練のポーカープレイヤーには見えない。サキトとは対称的だ。

　エレーナが用意した着慣れない高級スーツに誰でも知っている超有名ブランドの革靴。シャツもネクタイも靴下に至るまで全てが高級品だ。身につけているサキト自身ですら今の自分が総額いくらになるのかわからない。ここだけ見れば明らかにサキトの方が格上のプレイヤーに見えるだろう。

　だがサキトに油断はない。かといって過剰な警戒も必要ない。

　そもそもこれが普通なのだ。

　エレーナに案内されて見学した会場こそが異常。政財界の要人なんて全人口から見ればほんの一握り、いやほんの一ひと摘つまみと言ってもいい程度にしか存在しない。それが一堂に会している状況こそが常識から逸脱している。そしてその中に熟達したポーカープレイヤーがいる確率など、それこそ小数点の彼方かなただろう。

　だからサキトの対戦相手はそのほとんどが普通、少なくとも観客に比べれば一般寄りの人間であることは想像に難かたくなかった。

　実際、サキトとてエレーナが手を回してくれなければ既製品のスーツ、それも先々を見据えてリクルートスーツを購入していただろう。高校生であるサキトはスーツなど着慣れてはいないから、服に着られているように見えたかもしれない。下手をすればこの四十代の男性よりも普通だったはずだ。

（ところでこれ、いつ採寸したんだ？）

　ふとサキトはどうでもいいことが気になった。

　スーツもシャツも靴も。そのどれもがサキトの身体からだにピッタリだ。既成品をそのまま渡されたとは思えない。だが目分量でここまで正確なサイズが把握できるものだろうか。

　──なぜだか悪寒がした。背筋が震える。

「悪いことは言わない。今からでもやめておいた方がいい」

「……はい？」

「君は見たところまだ二十代だろう？　まだまだ若いんだ。いくらでもやり直せる。こんなところに来るべきじゃない」

　ゲームとはなんの関係もないことに意識を割かれていたサキトは、これから鎬しのぎを削ろうという対戦相手に身を案じられて面食らってしまった。

　だが同時に納得もする。若い頃からギャンブルに浸つかって身持ちを崩す。そういう人間は確かに存在する。サキトもその類たぐいだと思われたのだろう。

　実際、サキトの装いは金持ちのボンボンにしか見えないものだ。おまけに男性の心配はあながち間違いでもない。化粧で誤ご魔ま化かしてはいるが、その実サキトは十八歳。本来はカジノに入ることすらできない年齢。この場に来るのは火遊びと言うには過ぎるのだろう。

　それでも男性の心配は的外れと言わざるを得ない。

「ご心配してくださりありがとうございます。ですがそれは余計なお世話というもの。俺にも理由があってここにいます」

　だからサキトは男性の心遣いに感謝を示しつつ、それでも全て承知の上だと宣言する。

「……そうか。そうだな。確かに余計なお世話だったな」

　男性はその顔に苦悩を刻みながらも、しっかりとサキトに目を合わせて右手を差し出す。

「私は調つか月つき健けん吾ごだ。正々堂々、勝負をしよう」

「上蔀わしとみ[image: ]さき人とです。こちらこそよろしくお願いします」

　サキトもまた右手を出して男性の手を握った。
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「サキト様の勝利です」

　結果から言えば、今回の『ＡｏＮ』はサキトの圧勝で幕を閉じた。

　だが優勝とともに一億円もの賞金を手にすることが決まったはずのサキトに笑みはなく、それどころかどことなく不満げに唇を結んでいる。

　手応えがなく面白みもないゲーム。それがサキトの端的な感想だった。

　修しゆう平へいの死後、初めて臨んだ画面越しではないゲーム。そこにサキトがかける期待は大きかった。

　一度たりとも勝つことなく終わってしまった修平との時間。だからこそサキトはそんな自分がどの程度世界で通用するのかを知りたかった。強大な敵と手札を読み合う心理戦をしたかった。カードに己を賭けるスリルを楽しみたかった。

　だが結果はこれだ。期待と高揚感だけが空回りして消化不良を起こしている。

　サキトを除く五人のプレイヤーも貪欲に勝利を目指し闘あらそってはいた。だがあまりにも実力が足りない。足りなすぎた。であれば必然として、このゲームはサキトの独壇場となる。

　決してカードの巡りがよかったわけではない。ただどうしようもないほどに腕の差があっただけだ。個人でテーブル全てを支配する修平に鍛えられたサキトが、その辺の人間に負けるはずがなかったというだけの話。

　──順当。

　それがこのゲームの結果だった。




　ゲーム終了後。最後まで生き残っていた男性が崩れ落ちる。奇くしくもそれはサキトが言葉を交わした唯一のプレイヤー──調月健吾だった。

「…………おめでとう。君の、勝ちだ」

　健吾の絞り出したような声は絶望と諦観に満ちていた。

「ありがとうございます」

　だからこそサキトは胸を張る。たとえ物足りない勝利であったのだとしても。それこそが他者を踏みにじってでも勝利を掴つかんだ者の義務なのだと信じて。

　途切れる会話。決着のついたテーブルにはサキトと健吾の二人しかいない。他の敗者は皆、チップをゼロにした段階でスタッフに退場を促され連れて行かれた。

「ああ、そうだ。一つお聞きしてもいいですか？」

「…………なんだね？」

「調つか月つきさんも『ＷＴＡ』から招待されたんですか？　それともプロのポーカープレイヤー？」

　今回のゲームはサキトにとって不満が残るなんてものではなかった。だがもしプレイヤーのほとんどがアプリで好成績を残しただけの素人ならまだ期待は持てる。

　なぜなら画面越しに行うゲームは表情を隠す必要がないからだ。保有するチップの総量や、表になったカード、それまでのプレイングから傾向を割り出して相手のカードを予想することはできても、表情や仕草から嘘ブラフを見抜くようなことはできない。

　だがプロのポーカープレイヤーなら違う。彼らの仕事場は実際に相手の顔を見ながらカードを握ることを要求される対面戦だ。当然のようにポーカーフェイスを必要とする。

　だからもし今回のゲームが画面越しで強いだけの素人相手だったのならば、まだプロのポーカープレイヤーはもっと歯ごたえがある相手なのだという希望が残る。

「『ＷＴＡ』というのがなにかは知らないが、私はプロのポーカープレイヤーではないよ」

　重苦しい沈黙を破ったサキトの問いかけに、健けん吾ごが顔を上げる。

「どっちでもないんですか？　じゃあどうしてここに？　個人的な伝つ手てですか？」

「どうしてって…………いや、まさか、君は」

　健吾の表情に驚きよう愕がくが、次いで怒りの色が宿る。だがその矛先はサキトではない。

「君は、なにを賭けて、なんのために戦った？」

「なにを賭けて、ですか？　いえ、特にはなにも。そもそも公認のカジノ以外で賭けをしたら違法じゃないですか。あ、狙いは賞金です。と言っても私は知人エレーナに頼まれて出場しただけですが」

「なんだそれは…………。くっ、ふざけるな！　私は！　アリスは……！」

　激高する健吾にサキトは咄とつ嗟さに身構える。だが健吾はしばらく肩を震わせてから、その剣けん幕まくに反してがっくりと肩を落とした。

「いや、すまない。君はなにも知らないのだね。…………しかし、そうか、なんということだ。君は、なにも知らないままここに来てしまったのか」

　健吾はその人の良さそうな人相に似合わない自虐的な笑みを浮かべる。

「私は娘の病気に関する医療費を求めて参加した。そして負けた場合の代償は私の全てだ」

「全て、ですか？」

「そうだ。全てだ。財産も権利も……そして命も」

　そう語る健吾はすでに座る者のいない席へと視線を送る。

「信じられないかもしれない。だが、これは全て真実だ。私だけではない。ここに参加した君以外の全員がそうだ。自分の手ではどうしたって掴つかめない奇跡に縋すがって、自分の持つ全てを差し出したんだっ」

　健けん吾ごの血を吐くような叫びにからかいや嘘うそは見られない。サキトは勝利に浮ついていた心が冷たく凍りついていくのを感じた。

「そうだろう？」

　確認を求めるように健吾が直立不動で待機するスタッフに話を振る。だがスタッフは答えない。それどころか健吾の存在を認知してすらいないような徹底的な無視であった。

「ああ、そうか……。もうその権利すらないのか。…………すまないサキト君。君から聞いてもらえないか？」

「え？　ああ、はい。調つか月つき健吾さんの話は本当ですか？」

「はい」

　わずかに一言。だがそれでもスタッフは確かに頷うなずいた。

　サキトは天を仰いだ。この場で唯一の知人に答えを求めて遥はるか上階へと視線を彷徨さまよわせる。だが遠すぎる距離は見下ろす人々の表情を隠してしまっていた。それでもサキトには誰もがこの滑稽な悲劇を嘲あざ笑わらっているように思えて、人知れず拳を強く握りしめる。

「そうだ、警察に相談してみてはどうでしょうか？」

「無駄だよ。ここには警察関係者だって来ている」

「違法賭と博ばくに警察が？　世も末ですね」

「ああ、全くだ。狂っている。狂っているとも。それでも私たちはこの奇跡に縋すがったんだ。……縋るしか、なかったんだ」

　健吾はゆっくりと立ち上がって──嗤わらった。

「おめでとう。君の勝ちだ」

「待ってください！　俺は──！」

「わかっている。わかっているとも。君はなにも知らなかったんだろう？」

　激情を奥に歪いびつな笑みを貼り付けた健吾が、サキトに向かって最期の言葉を託す。

「負けた私がこんな頼み事をするのは間違っているのかもしれないが…………一つ、聞いてくれないだろうか？」

「…………なんですか？」

　サキトは内心の動揺と困惑を仮面ポーカーフエイスの下に押し殺して抑揚のない声で健吾の頼みを聞く。

「娘に、伝えて欲しい。……すまない。デートの約束は守れそうにない、と」

「娘さんと約束していたんですか？」

『約束』。それはサキトにとって特別な意味を持つ言葉だった。

　ギャンブルというものは全て約束に基づいて成立している。俺が勝ったらそれを寄よ越こせ。お前が勝ったらこれをやる。そんな約束事。

　だからギャンブラーは自ら己に課した誓約を破ってはならない。約束を破るというのは賭けたチップを支払わない、負けそうになったからといってテーブルをひっくり返して有う耶や無む耶やにするのと変わらない、最も卑劣な行為だ。

　それが祖父である修しゆう平へいからサキトが学んだギャンブラーの第一原則。

「娘が入院してからもうしばらく経たつ。病院の中で過ごすばかりでは気が滅め入いるだろう？　だから少しだけでも出かけようか、なんて話をしていたんだよ」

　とはいえサキトにだってどうしようもない事情というものがあることぐらいわかっている。サキトの両親がそうだったように突然の不幸によって約束を守れなくなることはままあることだ。

「ああ、そうだ。気が向いたらでいいから、私の代わりに娘のところへ遊びに行ってあげてくれないか？　…………頼む」

　だからそんな時、破ってしまった約束に対してどこまで誠実にあれるか。それが人の真価を決めるのだと、サキトはそう強く信じている。

　その点において健けん吾ごは間違いなく誠実だった。自分と娘の未来を奪った男サキトに頭を下げる。そんな屈辱にまみれてなお、約束に対して誠意を見せるのはきっと酷ひどく難しい。

「ウミマチ総合病院に入院していてね。娘は妻に似てとても綺き麗れいな子なんだ。君にとっても役得だろう？」

　本当は笑う余裕などないだろうに。それでも震える膝に力を込めて冗談めかす健吾にサキトは敬意を表する。

「少しでいい。ほんの少しでいいんだ。あの子の力になってやってくれ」

　苦渋と切実さの滲にじむ凄惨な表情。当然だろう。なにせ健吾が最愛の娘を託したのは、よりにもよってその娘の未来を奪った相手なのだから。その心の内を余人が窺うかがうことなどできはしない。

「わかりました。必ず貴方あなたの言葉をお届けするとお約束します。…………ただし、貴方のお話が本当だったのならば、という条件で」

「それでいい。ありがとう」

「名前は？」

「アリス。調つか月つき亜ア麗リ朱ス」

　いつまでも退場しない健吾に痺しびれを切らしたのか。黒服の男たちが脇を抱えて引きずろうとするのを健吾は振り払う。

「頼んだよ、サキト君」

　最後にそう言い残して。調月健吾は己の足でその場を立ち去った。

　サキトは下手な同情も憐あわれみも見せない。そんな資格が己にないことぐらいわかっている。ただ内心と酷く乖かい離りした仮面無表情を貼り付けて、健吾の後ろ姿を脳裏に焼き付けるように見送った。
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「サキト様！　おめでとうございます！」

　ポーカーテーブルのある階下へと繋つながるエレベーターホール。人々の熱気から遠いそこでサキトを迎えたのは笑顔を咲かせたエレーナだ。

「エレーナ・アンドレーヴェナ…………」

　ゲームはもう終わっている。だというのにサキトの表情は貼り付けたように硬い無表情のままであった。

「む、なんですか、その他人行儀な呼び方は。私のことはぜひ親しみを込めて『レーナ』と呼んでくださいって言いましたよねっ」

　頬ほおを膨らませて抗議するエレーナに、サキトは恐る恐る、だが単刀直入に切り出した。

「なぁ、エレーナ。…………このゲームは命をチップにしているというのは本当なのか？」

「はい？　なんですか、それ」

　奇妙な話を聞いたとでも言いたげに、エレーナが目を丸くする。

「俺の対戦相手の一人──調つか月つき健けん吾ごというプレイヤーが言っていたんだ。彼は娘の医療費のためにゲームに参加し、対価として命を賭けていたらしい」

「ああ、そういうことですか。なら安心してくださいっ。事前にお約束した通り、サキト様には一切リスクはありませんっ」

　得心がいった、と手を打ち鳴らしてサキトに笑いかけるエレーナだったが、サキトの表情は一段と強こわ張ばっていく。

「…………エレーナ。イエスかノーの二択で答えてくれ。健吾さん、いや俺以外のプレイヤーの中にリスクを背負って参加しているプレイヤーが存在するか？」

　背筋を悪寒が這はい回まわる不快感が、知しらず識しらずの内にサキトの声音を震わせていた。

「イエスです。サキト様」

　嫌な予感は的中する。サキトの勘とでもいうべきものが、これ以上踏み込むなと警報を鳴らしていた。

　それでもサキトは本能の悲鳴をねじ伏せて一歩、また一歩と残酷な真実へと近づく。

「健吾さんは…………死ぬのか？」

「さぁ、どうでしょうか……。私も個々のプレイヤーがどうなるかまでは知らないので」

「……あの場にいたスタッフは健吾さんが命を賭けているという話を肯定していたぞ」

「あっ、でしたらきっと本当のことですね。そのケンゴ？という方は命を対価にこの大会に参加したんだと思います」

　サキトは奥歯を強く噛かみしめる。苦い血の味がした。

「これは賞金一億円のポーカー大会じゃなかったのか？　なんでそんな話が出てくる？」

「おそらくその方は参加者の推薦件を持つどなたかと契約したんだと思います。負けた時には責任を取るという契約で」

「契約？　……命なんて取ってどうするんだ？」

「さぁ……そこまでは私にもわかりません。見世物にして遊ぶのか、人体実験でもするのか。臓器の密売なんてこともあるかも？」

　あっけらかんと言ってのけるエレーナに、ついにサキトの現実逃避も限界を迎える。

「エレーナ・アンドレーヴェナぁっ！」

　サキトの剣けん幕まくに思わず後ずさるエレーナを容赦なく壁際まで追い込む。怒りに任せて胸ぐらを掴つかみ上げなかったのは最後の良心だろう。それでも逃さないように手首を掴つかむことは止められなかった。その細い手首を折らんばかりに強く強く握りしめる。行き場をなくした激情が壁を殴りつけ、裂けた皮膚から血が滴したたった。

「なぜ騙だました!?　なぜ隠した！　答えろ！　エレーナ・アンドレーヴェナぁ！」

「だ、だってそれは──サキト様には関係のないことでしょう？」

　唖あ然ぜん。限界まで膨らんでいた風船から空気が抜けるようにサキトの怒気がしぼんでいく。

「ふ、ふざけるなよ……もしそんなゲームなんだと知っていたら、俺は」

「受けてくれませんでしたか？」

「当たり前──」

「それで私が代償を支払うことになったとしても？」

　続く言葉に、サキトはまたも威勢を失った。立て続けに揺さぶられる感情は荒波のようで、思考は混乱を誘発する。目隠しされて崖っぷちに立たされていたかのような不安が膨れ上がっていった。

「…………どういう、ことだ？」

「若い女の使いみちなんていくらでもある、という話です。愛玩用ならまだマシ、世の中には言葉にするのもはばかられるような変態もいます」

「オイ……もう一度だけ聞くぞ。もし俺が負けていたら、どうなっていた？　俺だけじゃない。エレーナも含めて、なにがどうなっていたのか。答えろ」

　サキトは得意のポーカーフェイスすら崩れ、身体からだが小刻みに震えていることにも気づいていない。ただただ自分が知らぬ間に背負わされていたものの大きさに戦おののいていた。

「はい。先程も言いましたが、サキト様にはなんのリスクもありません。ただ、そんなことはありえませんが、あくまで仮定としてサキト様が敗北した場合。私の属する派閥は、今回のゲームにサキト様を推薦したことをあくまで私の独断専行であるということにして、その全責任を私に押し付けたでしょう。当然、今回発生した損害を私個人で賄うことなどできませんから、最終的には私自身を売るしかなかったでしょうね」

「損、害……」

「はい。このゲームには莫ばく大だいな金額が動いていますから」

　絶句。

　サキトには未いまだに全容が見えてこない。もしかしたらエレーナですら把握していないのかもしれない。ただ、このゲームの裏側で蠢うごめいているもののドス黒さだけは伝わってきた。

「…………なんでだ。なんでそんな大事なゲームを会ったばかりの俺に託せたんだ」

「だって、昔、約束してくれましたから」

　まず真っ先に綺き麗れいという形容詞が浮かぶいつもの笑顔ではない。心の底から嬉うれしそうにはにかんだエレーナに、サキトは悟った。

　確かにサキトはエレーナとかつて出会ったことがあったのだろう。伝聞だけで賭けるにはあまりにも重すぎる賭金ベツトだ。

　そして、かつてサキトとエレーナの間に交わした約束があったのなら、それを忘れているという現状はサキトにとって到底許せるものではない失態。

「は、ははは…………ははははははは……」

　乾いた嗤わらいを零こぼすサキトにエレーナがなにやら言葉を投げかけているが、サキトの耳にはただの音となって聞こえ脳が意味を解さない。

　限界、だった。次々と注がれる情報の洪水と押し寄せる感情の濁流は、とっくに受け止められる限度を超えてしまっている。
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　目眩めまいがした。サキトの全身から力が抜ける。頽くずおれそうになる膝を意地だけで支えていた。焦点が合わなくなる視界になんとかエレーナを捉える。

「今日は疲れた。……帰る」

　ようやくそれだけを絞り出すと、サキトは死人のような足取りでゆっくりと地上を目指した。
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　薄暗いカジノから地上に出ると、青く澄み渡った晴天が容赦なくサキトの網膜を焼いた。

　どこか現実感のない熱気と極度の集中からの解放感が眠気を誘う。重たくなる瞼まぶたにはキツイ刺激だ。思わず目を伏せる。

「ちくしょう……」

　硬く閉ざしたはずの口端から抑えきれない後悔が漏れた。そうして一度零こぼしてしまえばもう抑えは効かない。歯が噛かみ合わずにガチガチと音を立てて震える。すぐにも倒れ込みたい気分だった。それでもサキトが足を止めることはない。

　強い海風に前髪が揺られる。いつの間にやら島の外縁部にまで辿たどり着ついていたらしい。

　眼前に聳そびえ立つのは白い巨塔。名をウミマチ総合病院。ウォーターフロント『ウミマチ』に作られた病院だからウミマチ総合病院。なんとも捻ひねりのない名前だが、名前なんてものはわかりやすければそれでいいのかもしれないと、無駄に珍しい名前を持つサキトは思った。

　ウミマチ自体が建設されてから数年しか経たっていないためか、外観に目立った汚れはなかった。だというのに妙に寂さびれた印象を受けるのは訪れる人の少なさゆえだろう。ウミマチ中心部の賑にぎわいを思えば物悲しいほどの静寂に包まれている。

「おっ、と。これは……駄目か」

　天を衝つく白亜の巨塔を見上げていたサキトの足元がふらつく。限界だ。一晩中神経をすり減らし、トドメに残酷な事実を突きつけられた精神は休息を欲していた。

　病院の敷地に足を踏み入れたサキトは自虐的な笑みを零す。

　この散策に意味はなかった。健けん吾ごとの約束を果たすのなら受付で面会の手続きを取るべきである。だがサキトはそれを選ばない。選べない。その選択をよしとするにはあまりにも無様な惨状が最善の選択を阻む。だからこれはただ行き場のない感情の矛先を求めて宛てもなく彷徨さまよっているだけだ。なんの生産性もない行動。

「流石さすがに、少し、休むか」

　最も早はや足を上げることすら億おつ劫くうで、サキトは中庭に置かれたベンチを休憩場所に決めた。

　深く腰を掛けて背もたれに体重を預ける。天を仰げば青い空に鳥が舞うのが目に入った。それがなぜだか無性に腹立たしくてゆっくりと瞼まぶたを閉ざして視界から締め出す。




　人の気配がした。




　どれくらいの時間が経たっただろうか。五分か、十分か。あるいは一時間か。サキト自身でさえ眠っていたのか起きていたのかわからない曖昧な微睡まどろみから目覚める。

　サキトは凝り固まった身体からだをほぐそうとして、視界が九十度傾いていることに気づいた。

「あ、起きた？」

　頭上から透き通った声が落ちて耳じ朶だを擽くすぐる。その声に誘われるように頭を転がした。

「おはよ～」

　視界いっぱいに映る見覚えのない少女の笑顔。少し呆あきれたような、それでいて優しげな表情を浮かべていた。

　黄金を溶かしたような髪が木漏れ日を反射して煌きらめく。透き通るような白い肌はどこか頼りない。翠すい玉ぎよくの瞳には暖かな光が差し込み、じっとサキトの顔を覗のぞき込んでいる。

　総じてその透明感ゆえ、ふとした瞬間に消えてしまいそうな儚はかなげな印象の少女だった。

　サキトの右手が少女の柔らかな髪に伸びる。頬ほおにかかった一房をそっと手にとって一言。

「綺き麗れいだ」

　少しだけ明瞭さに欠ける寝起きの頭は、心に浮かんだ感想を素直に口にしていた。

「へ？　あ、ありがと……」

　少女の白い頬が少しずつ紅あかに染まっていくのをサキトは穏やかな気持ちで眺めて──ようやく意識が覚醒した。

　サキトの心に羞恥が湧き上がる。それでも幾分かすっきりした頭は、半ば無意識に鍛え上げられたポーカーフェイスを被かぶってみせた。

　昼下がりのベンチに若い男女が一組。顔を紅くした女が腰を掛け、表情に乏しい男はその膝を枕にしている。まるで恋人の一時のようであるが、その実二人は赤の他人。初対面だ。このままでは間が持たない。互いにそう感じたのだろう。

「「あ、あの」」

　被った。気まずさに目線を逸そらす。

「どうぞ」

　先に譲ったのはサキトだった。起き上がるタイミングを逸して困り果てている内心を欠片かけらも感じさせないポーカーフェイスは流石さすがの一言だ。

「え、えっと……起きた？」

「はい」

「その、ね。ちょっと散歩に中庭を歩いてたら、ベンチであなたが寝てたの」

「はい」

「ここ、わたしも気に入ってる場所で」

「はい」

「だから、その、ちょっとだけ横にお邪魔させてもらったら」

「俺がもたれかかってきた、と」

「うん」

　小さく頷うなずく少女。なるほど、と呟つぶやいてサキトは一度目を閉じて。

「申し訳ない」

　心からの謝罪をした。

「あ、う、ううん、それは別にいいの」

「いや、ほんと、申し訳ない」

「謝らないでってば」

　困ったように笑う少女に、サキトも謝罪を切り上げる。

「それで、俺はどのくらい寝てた？」

「うーん…………一時間くらい、かな？」

「本当に、申し訳ない……！」

　切り上げられなかった。

「だからいいってば！」

　表情に羞恥を浮かべながらも謝罪を拒否する少女にサキトは太ももから頭を持ち上げて起き上がりながら言葉を変えた。

「ありがとう。お陰でずいぶんと疲れが取れた」

「どういたしまして」

　サキトも流石さすがに限界だった。いくら表情を取り繕えても感情そのものはどうにもならない。心を凍らせるにはあまりにも居心地が良すぎた。

「俺は上蔀わしとみ[image: ]さき人と。君は？」

「ふふっ。はじめまして。わたしは調つか月つきアリスです。わしとみさきとさん」

　黄金の髪が海風に靡なびく。アリスの翠すい玉ぎよくの瞳には目を見開くサキトの姿が映っていた。




　現実は残酷だ。覚悟の決まらないまま意図せぬ遭遇を引き起こす。サキトの心構えなど斟しん酌しやくしてくれはしない。

　昼下がりの木陰で。不意に二人の運命が交差した。





[image: ]




「ねぇねぇ、さきとさんってどんな漢字書くの？　私より漢字が想像できない名字って初めて会ったよ」

「え？　あ、ああ……上下左右の上うえ、草冠に部活の部で蔀しとみ。合わせて上わし蔀とみ。[image: ]さき人との方は[image: ]さかのぼるって漢字わかるか？　しんにょうに朔さく月づきの朔さくって字なんだけど。それに人ひとで[image: ]人だ」

「ほうほう、上蔀[image: ]人、ね。あ、私はね。調べるにお月さまの月で調つか月つき。亜あ細じ亜あの亜に綺き麗れいの麗、朱色の朱でアリス。アリスの方は完全に当て字だけど」

　──その青年はアリスにとって不思議な人物だった。

　昼過ぎにちょっとした運動として日課の散歩をしていたら、いつもは休憩ついでにゲームをしたり読書をしたりするお気に入りのベンチで彼は眠りこけていた。

　パーソナルスペースを無遠慮に侵されたような不快感。そんな正当性の欠片かけらもない苛いら立だちがアリスを突き動かした。

　だからと言ってアリスが彼になにかをしたわけではない。ただ彼の隣に腰をかけただけ。

　そうしていつものようにタブレット端末を取り出す。今日の気分はゲーム。カジノを模したゲームアプリ『ＷＴＡ』を開く。

　アリスがアプリケーションの起動を待っていると突然肩に重みを感じた。一瞬、硬直する。

　そっと隣の様子を窺うかがうと、未いまだ夢の中の様子。それが少しおかしくて肩を震わせた。

　それがいけなかったのだろう。彼の頭が滑ってアリスの太ももに落ちた。

　これにはアリスも焦あせった。すぐに起こそうとして──彼が穏やかな表情を浮かべているのを見てしまった。

　なんだか起こすのが忍びなくなって、なんとなく彼の黒い髪を弄いじる。ワックスで固められた髪は硬く、新鮮な感触だった。

　それからはぼんやりと彼の寝顔を眺めていた。暇つぶしのゲームがいつの間にかどうでもよくなっていて。

（ふふっ、なんか可愛かわいい）

　穏やかな気持ちでその端整な顔立ちを見つめていると、その瞼まぶたがゆっくりと持ち上がる。

　涼し気な切れ長の目に捉えられると心臓が高鳴った。か弱い心臓には天敵だ。

　目を覚ました彼は表情に乏しくて。だけど意外にわかりやすい。そんな人だった。
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「調つか月つき亜あ麗り朱す。アリス、か。…………そう、か。君が、そう、なのか」

　驚きよう愕がく、焦燥、安あん堵ど、諦観、その他様々な感情が綯ない交まぜになり、サキトの瞳を揺らす。そんな様子を訝いぶかしむアリスにサキトは力なく笑った。

「俺は……君に、会いに来たんだ」

「はぁ……わたしに……。え？　えぇっ!?　わたし？」

「そう。調月亜ア麗リ朱ス。君に会いに来た」

「ええっと、どこかで会ったことあるの？　ごめんね、わたし全然覚えてなくて」

「いや、俺とアリスは間違いなく初対面だ」

　既視感のあるやり取りにサキトは思わず苦笑する。もっともあの時はサキトがアリスの立場でエレーナがサキトの立場だったが。

「あ、そうなの……。なら、なんで？」

「俺は、君の父親──調月健けん吾ごさんから言こと伝づてを頼まれているんだ」

　アリスがほんの少しだけ残念そうに尋ねる。だがサキトはそんなアリスの様子に気付かないフリをして、淡々とした語り口で伝えた。

「言伝？　なんでサキトさんが？」

「なんて言ったらいいのか……。俺と健吾さんは一緒にポーカーをしていたんだ」

「ポーカー…………あっ、カジノ？　そっか。ここ、ウミマチだし、そういうこともあるよね。そっか、そっか。お父さんも少しは楽しみがあってよかったぁ」

　本当に嬉うれしそうに笑うアリスにサキトの心が苛さいなまれる。それでもサキトは本心を仮面の下に押し殺して笑みを浮かべた。

「ああ。それで一緒にゲームをした後、健吾さんからアリスに伝えてほしいと言われたことがあってな。それで今日はここに立ち寄ったんだ」

「なるほどなるほど。でもお父さんもわざわざサキトさんに頼まなくても、電話してくれればいいのに。というかカジノで遊んでいる暇があるなら私に直接言えばよくない？」

「カジノの中は電波が飛んでないところもあるし、急いでいたみたいだから。なにか事情があったんだよ。きっと、な」

「うーん、それもそっか。それで？　お父さんはなんて言ってたの？」

　サキトは薄っぺらな嘘うそをつく自分に吐き気がする思いだった。それでもアリスに真実を伝えることはない。病院という鳥籠に囚とらわれた少女に「君の父親は命の賭かったゲームに負けて死んだんだ」などと教えてどうするというのだ。ただ絶望に突き落とすだけで、なんの救いもない。そもそもサキト自身がまだ数時間前の地獄を自分の中で消化しかねている。そんな心境のままでは、とてもではないが真実を話せなかった。

　それだけではない。普通に考えればそんな非現実的なデスゲームが存在するなんて信じられないだろう。冗談だと一笑に付されてお終しまいだ。それもたちの悪い冗談の類たぐいとして。

　出会ったばかりのよく知りもしない人間がそんなことを言えば、ただ不信感を与えるだけだ。そんなことになればサキトは健けん吾ごとの約束を守ることもできなくなってしまう。

　だからサキトは嘘うそをつくことを選んだ。アリスには残酷な真実など伝えない。

「『すまない。デートの約束は守れそうにない』──だそうだ」

「………………そっか」

　アリスの綺き麗れいなエメラルドの瞳が曇る。覚悟していたことだ。だからサキトは間髪入れずにもう一つの頼まれごとを告げる。

「『私の代わりに娘のところへ遊びに行ってあげてくれないか？　ウミマチ総合病院に入院していてね。娘は妻に似てとても綺麗な子なんだ。君にとっても役得だろう？』」

「へ？」

　アリスの透き通るような白い肌は感情を隠すことに向いていない。少し赤くなっただけですぐにわかってしまう。

「ずいぶんと高いハードルを設けるものだと思ったが、実際に会った君は想像以上だったな」

「またそんなこと言って……なんか、手慣れてる？」

「いや？　俺は思ったことを口にしてるだけだよ。最初にも言ったろ、綺麗だ、って」

「そ、そう。そうね。そうだったわ。…………ありがと」

　俯うつむいて小さく呟つぶやくアリスにサキトの嗜し虐ぎやく心がくすぐられた。

「役得ってのも誇大広告じゃなかったしな」

「？　どういうこと？」

「膝枕」

「っ[image: ][image: ]」

　耳まで真っ赤になるアリス。

「薄暗いカジノで神経すり減らして疲れ果ててたところに、目が覚めたら目の前に天使がいたんだ。これを役得と言わずしてなんと言う」

「……ちょっとわざとらしい」

「ああ、やっぱり？　俺もちょっとそう思った」

　アリスのジトッとした目に睨にらまれて、サキトは芝居がかった振る舞いを翻ひるがえす。

「ま、そういうわけで俺は君をデートに誘いに来たわけなんだけど……冷静に考えるとおかしくないか？」

「ごめんね、お父さんが変なこと頼んだりして」

「いや、別にアリスとデートするのが嫌だってわけではないんだ。むしろ少し楽しみなぐらいで。ただ代役を頼むにしてもよりによって俺でなくとも……」

「どういうこと？」

　健けん吾ごにとってサキトとは自分を殺した相手というだけでなく、娘の未来さえも摘み取った憎むべき仇きゆう敵てきのはずだ。そんな相手に大事な娘の相手をさせるという不自然さが、サキトには気がかりだった。

　だが小首を傾かしげるアリスにサキトはその懸念の全てを明かすことはできない。だからもっともらしい理由をでっち上げる。

「見ず知らずの俺なんかではなく、例えば……そうだな。それこそ君の母親にでも頼むべき話だろ？」

「…………そっか、そっか。サキトさんは知らないんだね」

「悪い。どうやら触れるべきでない話題だったみたいだな」

「ううん、いいの。気にしないで」

　アリスのやけに落ち着いた、それでいて平へい坦たんな口調に、サキトは地雷を踏んだことを悟る。

「わたしのママはもういないのよ」

「…………そういうことか」

「だから気にしないでってば。それにわたしにはお父さんもいるし。まぁ、最近は忙しいみたいであんまり会いに来てくれないけど」

　拗すねたような言い方をするアリスだが感傷に浸ったわけではない。傷ついたわけでもない。ただ不意を突かれただけだ。むしろそれ以上に気まずい雰囲気になることを避けたかった。だからこその必要以上に明るい振る舞い。

「ねぇ、ほんとに気にしないで？　わたしが小さかった頃の話だもの。とっくに心の整理はついてるわ。それに、ほら見て。この髪も瞳もママと同じ色なの。綺き麗れいでしょ？」

　だがサキトは知っていた。アリスにはもう父親もいない。

　それでもサキトはアリスの気遣いを無駄にしないよう普段と変わらぬ表情ポーカーフエイスを意識する。

「ああ、綺麗だ」

　ただ唯一彼に誤算があったとすれば、その真まっ直すぐにアリスを見据える視線は些いささか以上に真剣に映り過ぎたことだろう。

「っ[image: ][image: ]！」

「自分で言ったんだろ？」

「そ、それはそうだけど！　もう、もうっ」

「わかった。わかったから叩たたくな」

　言外に「なにを照れているんだ」とからかうサキトは、アリスの握れば折れてしまいそうな細腕でぽかぽかと叩かれて、降参するように両手を上げた。

「楽しそうね」

「そうか？」

「ええ、悪い顔をしてるわ」

「最近よく言われるんだが……そんなに悪い顔をしてるか？」

　恨めしそうに上目遣いでジトッと睨にらむアリスに、サキトは思わず自分の顎を撫なでる。

　その様子がおかしかったようでアリスが吹き出した。

「くふっ、うん、とっても。ふふっふふふっ」

　それを見たサキトが微妙に納得がいかなさそうに首を捻ひねるものだから、アリスはいっそうおかしくて笑いが止まらなくなる。

「楽しそうだな？」

「うん、とっても」

　コロコロと笑うアリスにサキトは敗北を認めて反論を諦める。話題を変えようとするサキトの目についたのは見事なまでの黄金と翠すい玉ぎよくだった。

「そう言えばアリスはハーフなのか？　健けん吾ごさんはどこからどう見ても日本人だったけど」

「お父さんが日本人でママがイギリス人なの。わたしはそのハーフだけどママ似ってわけ」

　正直なところ、サキトには健吾とアリスに血の繋つながりがあるようには見えなかった。強いて言えばあの人の良さそうな目元だけは若干面影があると言えなくもない気もしないでもないというレベル。いや、やっぱり似ていないか。

「ちょっ、サキトさんっ。あんまりジロジロ見ないで」

「あ、わ、悪い」

　サキトの無遠慮な視線に晒さらされて、アリスが恥ずかしげに身を捩よじった。

「わたしは珍獣じゃないんですけどー？」

「だからごめんって」

「まったく、もう。男の人ってほんとに金髪好きだよね。初対面の人はだいたい見てくるし」

「いや……それはアリスだからこそだと思うぞ」

「…………サキトさんはキザなこと言うの禁止」

　またしても素で言ってのけるサキトにアリスが頬ほおを紅あかくする。

「気キ障ザって……。普通だろ」

「絶対に普通じゃない。サキトさんは最初から……最初からおかしかったもの」

「なぜ言い直した」

「改めて考えてみても、やっぱり最初からおかしな人だったし」

「おい。どういうことだ」

「初対面の女性の髪に触った挙げ句、綺き麗れいだとか言っちゃう人はおかしな人であってると思うの」

「その節は大変申し訳ございませんでした」

「ほんとは誰にでもああいうこと言ってるんでしょ？」

　悪戯いたずらっぽく問い詰めてくるアリスに、サキトは言い訳じみた本音を並べ立てる。

「いやあれは若干寝ぼけてたからというか、なんというか。こう、頭が回ってなかったから、思ったことをそのまま口にしてたというか」

「っ──もうっ、この話終わり！」

　それはつまり一切のお世辞抜きで素直な感想だということに気づいたアリスが、羞恥に耐えきれなくて強引に話を打ち切った。

「はいはい。仰せのとおりに」

　キッと睨にらみつけるアリスにサキトは肩を竦すくめる。

「まあ、そういうわけで君をデートに誘いに来たんだが……いつ行こうか？」

「うーん……いいわ、行かなくて。そこまで迷惑はかけられないもの。ここまでわざわざ伝えに来てくれただけで十分よ」

「……そうか。わかった」

　アリスの明確な拒絶を受けて、サキトはあっさりと退ひく。

「帰るの？」

「ああ。今日は健けん吾ごさんからの伝言を伝えて、デートに誘いに来ただけだから。期せずして用件も果たせたことだし、振られた男はとっとと退散するさ」

「そっか。……うん、今日はちょっと楽しかった。バイバイ」

　ベンチを離れるサキトの背にアリスがはにかみながら別れを告げる。

「こちらこそ、だ。またな」




──これで、一つ。残る約束は後二つだ。
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　玄関に転がり込むようにサキトは帰宅した。

　足が重い。鉛のようだ。

　祖父の死後、初めての実戦。画面越しの紛まがい物ものではない本物のポーカー。すり減らされた神経と緊張に晒さらされ続けた肉体が悲鳴を上げている。

　だが精神は肉体以上に重体だった。

　あるいはたちの悪い夢だと信じたくなるような出来事。だがスマートフォンに届いた振り込み通知が否いや応おうなくサキトを仄ほの暗ぐらい現実へと引き戻す。

　知ってしまった残酷な真実。ゲームの裏側に潜んでいたタールのようにどす黒い悪意。そうとは知らずに、意気揚々と家を出た頃が懐かしくて──滑稽だった。

　それでもこうしてサキトが家まで辿たどり着つけたのはあの少女との出で逢あいがあったからこそだろう。もしゲーム直後に帰路についたのであればどこか途中で倒れていたに違いない。

　少女。調つか月つき亜ア麗リ朱ス。サキトが無自覚なままその未来を摘んでしまった少女。それだけではない。彼女の唯一の肉親であった父親すらをも奪ってしまった。

　アリスとのやり取りは実に普通で。非日常的な井戸の底から、日常的な日向ひなたへと帰ってこれた気がした。救われたのだ。自分が地獄への片道切符を切った少女に。

　なんて皮肉な話だろうか。今度はその事実がサキトの精神を苛さいなむ。

　吐き気がした。顔色は青白いを通り越して土気色をしている。倒れ込んだまま起き上がる気配がない。なにも知らない人が今のサキトを見たのなら、死んでいると勘違いしてもおかしくはないだろう。それほどまでに打ちのめされていた。

　それでも。それでもサキトは立ち上がる。時間をかけてゆっくりと。

　なぜならば果たすべき約束があるからだ。約束を果たすそのときまで、サキトは自分に立ち止まることを許さない。
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　翌日。サキトはアリスの入院している病室を訪れていた。

「ここか」

　受付で聞いたアリスのいる病室で間違いがないか、部屋番号の書かれたプレートを確認してから軽くノックする。

「……あれ？　いないのか？」

　だが返事がない。

「開いてる……」

　ドアに手をかけるとゆっくりと横に動き出した。

「…………まさか」

　返事のない病室。

　その不穏な組み合わせに最悪の展開が脳裏をよぎったサキトは、勢いこんで部屋へと踏み込んだ。

「アリス！」

「ほへ？　サキトさん？」

　部屋の中央には驚きをあらわにするアリスが振り返っていた。

「あ？　……あれ？」

　脱ぎかけのパジャマを腕にかけたまま固まるアリスに、サキトの思考が一瞬漂白される。予想していた危険な状態なんてどこにもない。

「え、えー……っと。どうした、の？」

「あ、ああ……いや、その、まぁ、なんだ…………遊びに来た、んだが」

「そ、そっか。…………えっと、とりあえず、出てってくれる？」

「は、はい！」

　サキトはピシャリとドアを閉めて頭を抱える。

「きゃぁああああ！」

　甲高い悲鳴をＢＧＭにサキトは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「どうしてこうなった……」




「どうぞ」

　三十分ほど待たされてから、サキトはようやく入室を許可された。

「よっ、昨日ぶりだ……な」

　ことさらに軽快な挨拶が尻すぼみに消えていく。アリスから向けられるジトッとした目線に耐えきれずに、サキトはそっと目をそらした。

「…………大変申し訳ございませんでした」

「なんでいきなり入ってきたの？」

「それは、その……ノックしたんだけど、返事がなかったから」

[image: ]

「普通、返事がなかったら入ってこないでしょ」

「はい……。ただ、まぁ、鍵もかかってなかったから、万が一部屋で倒れていたら大変だと思って」

「あ、あー……」

　平身低頭。頭を下げたまま踏み込んだ理由を告げるサキトに、アリスは納得したようなしていないような曖昧な相あい槌づちを打つ。

「えっと、サキトさん」

「はい」

「頭、上げて」

「いいのか？」

「心配してくれたんでしょ？　ならもうこれ以上怒れないよ」

　仕方がなさそうに笑うアリスに、ようやくサキトも肩の力を抜いた。抜いてしまったせいで余計な一言をうっかり口にしてしまった。

「ああ、そうだ。安心してくれ。こっちからじゃ背中しか見えてなかったから」

「デリカシー！」

　サキトに向かって枕が投げつけられる。

　あえて避よけずに顔面で受け止めたサキトは、アリスに枕を返しながら持ってきていた花束を手渡した。

「……ありがと。…………わたし、急に倒れたりするような重病人じゃないから。今度はちゃんと返事を待ってね？」

「ああ。次は気をつける」

「う、うん。……うぅ、先に連絡くれればこんなことには」

　もにょもにょと不満さと嬉うれしさが同居した複雑な表情で花束を受け取ったアリスが花瓶に生けるのを横目に、サキトは部屋をざっと見渡す。

「いや、そんなこと言われても。電話もメールもＳＮＳも知らないし」

「そ、それはそうだけど！　あ～、もうっ」

　頭を抱えるアリスに、サキトは改めて感想を呟つぶやいた。

「しっかしこれはまた……驚くほどなんにもないな」

　アリスの部屋は病室というイメージに合う実に無機質な部屋だった。

「元々そんなに物もないしね」

　服や小物の類たぐいは軒並みどこかへと押し込まれているらしく、残っているのは昨日も持っていたタブレット端末とスマホのみ。後は急な来客のために置かれたペットボトルのお茶があるだけだ。

「普段はあんまりここにはいないのか？」

「そんなことないけど。むしろ散歩に出かけている時以外はだいたいここにいるよ？」

「マジか」

「え？　そんなに驚くこと？」

「いや……なにもなさすぎて、普段の生活が全くイメージできない」

「んー…………まぁ、基本的に暇だしね」

「暇なのか」

「そりゃもうほんっとに暇よ。毎日ネットで動画見るか、ゲームするか、本を読むかぐらいしかすることないもの」

「いや勉強しろよ」

　あんまりにもあんまりな暇つぶしにサキトの口から思わず容赦のないマジレスが飛び出してしまった。

「勉強って」

　案の定渋い顔をするアリス。

「アリスは学生だろ？　高校生ぐらいか？」

「うん。まぁ、そうなんだけど。サキトさんも……ってそっか。サキトさんはもう二十歳過ぎてるんだっけ」

「は？　なんで？」

「だってカジノでお父さんと会ったんでしょ？　カジノって二十歳からじゃなかったっけ？」

　ウミマチにある政府公認カジノ『オアシス』は入場制限が設けられており、その年齢は二十歳から。

　だからアリスの推測は正しくて間違っている。

　そもそもサキトと健けん吾ごがゲームをしたカジノは違法賭と博ばく場である『ウェルズ』であり、年齢制限などない。だがそのあたりの事を詳しく説明する気のないサキトは、これ幸いとアリスの誤解に乗っかった。

「あ、あー…………そういうことか」

「うん。それに今日は平日よ？　普通に考えたら高校あるでしょ」

　なおサキトは本日も高校を自主休校──つまるところ、サボりだ。彼にとって約束の履行は他のなによりも優先される。

「サキトさんっていくつなの？」

「いくつだと思う？」

「んー……そんなに離れてるとは思わないし、二十歳ぴったり？」

「ま、そんなもんだな。アリスは？」

「女性に年齢聞くとか──」

「そういうのはもっと年食ってから言え」

「だよねー。わたしは高校二年生。十六歳です」

　つまり実際にはサキトよりも一学年下となる。

「あ、年上なんだし、ちゃんと敬語で話した方がいい？」

「いや別に。むしろさんづけもいらない」

「さ、サキト？」

「なに、アリス？」

「…………ちょっと照れる」

「そうか？　まぁ無理しなくていいぞ」

　微妙に目を逸そらすアリスが少し早口気味に話題を変える。

「えっと、そう、カジノってどんなところなの？」

「興味があるのか？」

「うん。お父さんも行ってたみたいだし、せっかくこの街にいるんだから行ってみたかったんだけど、わたしはまだ入れないから」

「どんなところ、か……」

　サキトは思案げに顎に手を添えて、目を閉じる。

「井戸の底」

「え？」

　数秒後。サキトが呟つぶやいた印象は、アリスのイメージするカジノからは程遠いものだった。

「もっと綺き羅らびやかなイメージだったか？」

　その様子を正確に読み取ったサキトが苦笑気味に告げる。

「そんなに綺き麗れいなものじゃない。暗くて昏くらくて闇くらくて儚くらい赤と黒の世界だ」

　そう吐き捨てるサキトはアリスが今までに見たことのあるどんな上蔀わしとみ[image: ]さき人ととも違った。

「どんなに勝っていても、一秒後には無一文になっていてもおかしくない狂気の世界。一瞬の気の緩みが勝負を分ける。甘さを見せれば食いつかれ、隙があればむしられる。崖っぷちで踊るようなものだ。気づいたときには先も見えないような崖下に転落している」

　あらゆる負の要素を混ぜ込んだような生々しい感情。だがそれ以上にアリスはサキトが見せる感情、その理由がわからなくて寒気がした。

「サキトさんは、カジノが嫌いなの？」

「…………どうだろうな。今となってはわからない」

　力なく嗤わらうサキトはアリスの困ったような視線に気づいて、沈んだ雰囲気を入れ替えるようにカジノをフォローする。

「ああ、いや、実際、アリスのイメージするような綺羅びやかな場所っていうのも間違ってはいないんだ。『オアシス』は電飾とか凝ってて眩まぶしいらしいし。だからまぁ、無くなってもいい金を賭けて遊ぶ分には楽しめるんだと思う。生活費を賭けたり、借金してまでギャンブルにのめり込むようなスリルジャンキーにならなければなにも問題はない」

「もしかして……負けたの？」

「まさか。俺は勝ったさ。生活費も賭けていないし、借金もしていない」

「じゃあ、楽しかった？」

「…………いいや。楽しくは、なかったな」

　サキトが思い出すのは昨日。オアシスの地下に潜んでいた地獄。あのゲームが楽しかったかと問われればそれは否いなだ。単純なゲームとしてみても物足りなかったし、その背景を知ってしまった今となっては楽しみようもない。あれは地獄そのものだった。

　そんなサキトの様子を訝いぶかしげに窺うかがうアリスに、サキトは少しだけカジノの楽しみ方を教える。

「生活費賭けて負けて。借金して負けて。そうして破産するような人を見ると単純には楽しめなくなるんだ。だからもしアリスがカジノに行くことがあったら、無む茶ちやな賭け方をする人とは関わらないようにした方がいい」

「う、うーん……でもそんなのわかるかな？」

「基本的にローレート──つまり少ない賭かけ金きんで遊ぶようなところにはそういう中毒者はあんまりいない。そういうところにいるのは初心者とかカジュアルな遊び方をする人ばっかりだからな。逆にハイレートテーブルにいるのに身なりが貧相なヤツはヤバイ。これでもし血走った目で一発逆転を狙ってたらアウトだ」

「ふむふむ。それなら大丈夫そう。高いお金賭けるなんて怖くてできないし」

「ははっ、最初はみんなそうなんだけどな」

　ギャンブルという沼を知らない無む垢くな少女アリスにサキトは懐かしいものを見るように微笑ほほえむ。

「後はそうだな……アルコールを入れてるヤツは間違いなくプロじゃない。ほぼ１００％遊びでやってる」

「え？　なんで？　カジノってこう、綺き麗れいなお酒を片手に持ってるイメージなんだけど」

　グラスの足を摘つまむジェスチャーをするアリスに、サキトは首を振って答えた。

「アルコールは思考を鈍らせるからだ。鈍った頭で真剣勝負だなんて正気の沙汰じゃない」

「へぇ……なんか詳しいみたいだけど、カジノにはよく行くの？」

「あー……まぁ、たまーに、な？」

　もちろん嘘うそだ。まだ高校生であるサキトには日本でカジノに行くことはできない。

「ポーカーをやってたって話は昨日聞いたけど、他にはどんなゲームがあるの？」

「俺が主にやるのはホールデムなんだが……そうだな、後はシックボーとかルーレット、スロットなんかもあるんじゃないか？」

「ルーレットとスロットはわかるけど、シックボーってなに？」

「三つのダイスの出目を予想するゲーム」

「へぇ……色々あるんだね」

「まあ、このウミマチ自体がカジノのために作られたようなものだし、かなり大きいことは確かだな」

　朗々と語ってみせるサキトだが、実際に『オアシス』へ行ったことがあるわけではない。

　サキトが語るカジノ『オアシス』は修しゆう平へいからの伝聞だ。ギャンブルが好きだった修平は当然のように『オアシス』にも出入りしていた。

「いいなぁ。わたしも一回くらいカジノに行ってみたかったなぁ」

「こればっかりはな。四年後の楽しみってことにしておけばいい」

「そうね。そうしておくわ」

　ふと、サキトの脳裏に一つとある思いつきが浮かんだ。

「なぁ、アリス。俺とデートに行かないか？　流石さすがに本物のカジノは無理だが、ちょっとした雰囲気を楽しめる場所があるんだ」

「うーん……でもそれは…………」

　煮え切らないアリスの態度に、サキトは念を押すようにしっかりと伝える。

「今度は健けん吾ごさんの頼みで誘うんじゃない。俺がアリスと遊びたいと思ったんだ」

　と、そこまで言って今度はおどけたように口調を変えた。

「もちろん嫌なら断ってくれてもいいぞ。それで態度を変えるようなことはないと保ほ証しようしよう。家に帰ってから床をのたうち回るかもしれないが」

「ふ、ふふっ。わかった。のたうち回らせるのも可哀かわい想そうだし、付き合ってあげましょう」

　サキトに合わせて気取った返事を返すアリスだが、その表情はニヤけている。

「じゃあ都合のいい日を──」

「いつでも大丈夫。どうせ暇だからね」

「そんな悲しいことを綺き麗れいな目で言うなよ……」

　期待に目を輝かせて前のめりになるアリスに、サキトは気け圧おされるようにスケジューラーを起動した。

「マークがついてる日から選んでくれ」

「平日ばっかりだけど……いいの、これ？」

「なにが悲しくて混み合っている休日に行かなきゃいけないんだ？　そうじゃなくたってこの街は人口密度が高すぎるってのに」

「サキトさんがいいなら別にいいんだけどね。……じゃあ、この日で」

　アリスが選んだのは一番早い日付だった。サキトはスケジューラーに予定を書き込む。

「他にどこか行きたいところはあるか？」

「え？　うーん……よく知らないし、サキトさんに任せる」

　アリスの丸投げに苦笑しながら、サキトは脳裏で当日の大まかな予定を組み立てていく。

「ま、こんなもんか。外出するにあたって気をつけないといけないことは？」

「気をつけないといけないことって、なに？」

「アリスは入院患者だろ？」

「あ、そういうこと。ないない。わたしは別に重病人でもなんでもないの」

「いや、そんなはずは──」

　サキトは慌てて口を噤つぐんだ。

　健けん吾ごはアリスの治療のために奇跡に縋すがった。奇跡に縋らざるを得なかった。それは同時にアリスは尋常の手段では回復しない、それでいて緊急性のある病に侵されているということを示している。

　だがサキトがそのことを知っているとアリスに知られてはいけないのだ。知られてしまえば、その情報の入手経路まで問われてしまうだろう。そうして『ウェルズ』と『ＡｏＮ』、ひいては健吾の末路にまで話が及んでしまえばサキトは約束を果たせなくなってしまう。

「…………それは本当だな？」

「うん。本当だよ。さっきも言ったでしょ？　どうしても心配なら看護師さんに聞いてくれてもいいけど」

「わかった。君を信じる」

　そう言ってサキトは席を立つ。

「もう帰っちゃうの？」

「ん？　ああ、ちょっと看護師に確認してくるだけだ」

「ちょっと、全然信じてないじゃないっ」

　アリスの抗議を背に受けながらサキトは動揺を悟られないように病室から逃げ出した。
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　デート当日。アリスは病室にある姿見の前で唸うなっていた。

「ちょっと地味、かな？」

　白のロングシャツワンピースにミントグリーンのだぼっとしたカーディガン。清せい楚そな印象を与えられるが、少しおとなしすぎるかもしれない。

「でも多分、サキトさんの好みは清楚系。少女趣味な可能性はあるけど、少なくともギャルっぽいのが好きなタイプじゃないことは確実。だからこれで大丈夫なはず……」

　サキトが聞いていたらその表情が引ひき攣つったことは間違いない驚異的な観察力であった。

　わずかな時間の会話と、その際の視線の行き場や仕草、声の抑揚などから割り出したとはとても思えない。

　だが幸か不幸か、その外見から注目を集めやすかったアリスは、向けられる視線の意図を読み解き、他人を観察するという点において類たぐいまれな能力を獲得していた。

「家に帰りたい……」

　ホームシック、ではない。それはとうに通り過ぎた道だ。

　実家にはこんなときに着ていける服がある。春物は新調しておらず最新の流行からは乗り遅れてしまっているが、それでも着古したワンピースよりは遥はるかにマシだろう。

「いちいちコーデ考えなくていいからってワンピースばっかり揃そろえたのは失敗だったわ」

　世の夢見る男子諸君が知りたくもなかったような事実を溜ため息いきとともに吐き出す。

　訪ねてくるのも父親ぐらいであったし、他に会うとしたら医者や看護師ぐらいで、わざわざ着飾る必要も感じていなかったのだ。

　年頃の少女としてそれはどうなのだろうか、などという疑問は入院してから一ヶ月もしないうちに消え去って久しい。どうせ一日のほとんどをこの部屋で過ごすのだ。誰に見せるわけでもない余よ所そ行ゆきの格好よりも、楽な部屋着を着る方がよほど建設的だった。

　もっともその怠慢のツケを払う時がついに来てしまったわけだが。

「仕方ない、か」

　どこか諦観に満ちた表情で力なく笑う。

　靴だってそうだ。院内用のサンダルの他には、スニーカーしかない。一人で街を散策することすら許されないのでは、わざわざ歩き辛づらいハイヒールを用意する意味がなかった。

　アリスが籠の鳥となってもうすぐ四ヶ月になる。ままならない思いをするのも今に始まったことではない。

「こほんっ。せっかくのデートなんだから暗い顔禁止！」

　気合を入れ直す。幸い最低限とはいえコスメだけはあったのだ。当然選ぶのは男ウケがいいナチュラル風メイク。最近はサボりがちだったが、腕はそれほど落ちていないらしい。

　最悪の場合すっぴんに着古したワンピースだったと思えば、だいぶマシだとポジティブに考えるべきなのだろう。

「うん……よし！」

　スタンドミラーに映る姿を確認してそれでよしとする。この病室にあった中では一番上等な格好だ。都合がいいことに今日会う予定の人物には一度も見せていないものでもある。もっとも見せていない理由が普段は棚の肥やしになっており引っ張り出すのが面倒だったという色気の欠片かけらもないものなのだが、そこはそれ。見せていないことに変わりはない。

　いつの間にやら時計の針は正午を過ぎたことを示している。アリスはサキトが来るのを楽しみに待つことにした。
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　ウォータフロントであるウミマチが持つ都市構造は酷ひどく単純だ。

　まず適当に円を思い描いて欲しい。その中央にカジノを含む統合型リゾート。そしてその周囲に観光客向けの施設が所狭しと並んでいる。従ってそのさらに外周に当たる外縁部で有名な場所は限られた。そのうちの一つが南西部にある総合病院だ。中央の喧けん騒そうから離れたここはウミマチで唯一静けさという言葉が相応ふさわしい場所でもある。

　そんなウミマチ総合病院の入院患者用の病棟。中でも個室が並ぶ上層階にサキトはいた。

　看護師とすれ違うことすらなく閑散とした廊下を往ゆく。訪れるのは二度目だがその足取りに不安はない。目的の部屋の前で一度立ち止まり、念のため間違いがないか確認すると、ノックを一つ、二つ、三つ、四つ。

「上蔀わしとみ[image: ]さき人とだ。アリス、いるか？」

　部屋の主がどれほど期待に胸を膨らませているかなど露ほども知らない無遠慮なノックから待つこと一拍。入室許可が下りるよりも早くドアが開く。

「こんにちは、サキトさん」

　目に飛び込んできたのは春らしい装いに身を包んだ少女の姿。ごく普通の白いワンピースも一つ着飾ればこうも印象が変わるものなのだろうか。

「えっと……変、かな？」

　ふわりと広がる長い睫まつ毛げの内側で不安げに揺れる翠すい玉ぎよくの瞳が上目遣いにサキトを見上げる。その慣れない圧に耐えきれずに視線を落とせば、桜の花びらを重ねたような唇に目が吸い寄せられた。

「あ、いや、よく似合ってると思う」

　今回でサキトがアリスに会うのは三度目。突発的な出会いであった前回、前々回とは異なり、今回は約束を交わして待ち合わせた。

　だからというわけではないだろうが、化粧もしているらしい。

　もっともそれは整形したような詐欺メイクではなく、アリスの良さを引き立てるような自然なものだ。すっぴんを知らなければ化粧などしていないように思えたかもしれない。

「よかったぁ」

　アリスがほっと安あん堵どの溜ため息いきをつく。そして再びサキトを見上げる顔かんばせは満開の花を思わせるほどにほころんでいた。

　そんなアリスの様子に言い知れない危機感を覚えたサキトは咳せき払ばらい一つで平常心を保とうと意識を切り替える。

「準備は？」

「できてる」

　アリスはショルダーバッグを手にとってみせた。

　準備は万端。

「よし、なら行こうか」

　サキトは頭の片隅で今日の段取りを再確認しつつ、アリスを連れて部屋を後にした。
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「わぁああっ」

　目を輝かせるアリスがサキトを置き去りにして先へ先へと足を進めていた。

　二人がいるのはルーレットやポーカーなどを始めとするゲームコーナーだ。

　カジノとは異なり現金化できないチップを使って遊ぶのだが、実際にディーラーが進行するゲームセンターはそうそうない。

「サキトさん、サキトさんっ。これ…………って、どうかしたの？」

　いつの間にか距離が開いていたサキトの下へと小走りに戻ってきたアリスは、サキトが眉をひそめて睨にらむようにゲームコーナーの外を見つめていることに気づいた。

「…………なにやってるんだ、あいつ」

「誰か知り合いでもいたの？」

「ん、ああ、いや、なんでもないんだ。さて、どれをやってみる？」

　サキトの態度が気になったアリスだが、肝心のサキトがいつも通りの澄まし顔に戻ってしまったため、アリスもまた本日のメインイベントに集中する。

「うーん……どれにしようかな。スロットとかルーレットもやってみたいし、ブラックジャックとかも興味あるんだよねー」

「時間はあるんだ。一つずつやればいいさ」

　きょろきょろとしきりに目移りするアリスが微笑ほほえましい。自然とアリスにつられるようにサキトにも笑顔が浮かんだ。

「あ、そうだ！　お父さんがサキトさんとやってたって言ってたポーカーはある？」

「ホールデムか？　……あるっちゃあるが」

　歯切れの悪い返事にアリスが訝いぶかしげに眉をひそめる。

「どうしたの？」

「……正直、オススメはしない」

「どうして？」

「対人戦だからだ」

　テキサスホールデムはプレイヤー同士が争うゲームだ。ルールの把握は勿もち論ろんのこと、マナーなど押さえるべき点が多い。加えて相手の思考を読む心理戦の要素もあるとなれば、カジノ初心者に勧めるにはハードルが高すぎるのだ。カジノの雰囲気を楽しみたいだけであれば、ルーレットやシックボーあたりで遊ぶ方が圧倒的に手軽で簡単だった。

「ルールも複雑な方だし、やることも多いけど……それでもやってみるか？」

「うんっ、せっかくだし一度やってみたいかな。ダメだったら他のゲームをやればいいでしょ？」

「わかった。ならこっちだ」

　とはいえアリスがそれでもやってみたいというのならばサキトに否いなやはない。いくつかあるポーカーテーブルの中から初心者も受け入れてくれそうなテーブルを見繕う。

「なんか詳しいみたいだけど……サキトさんはここに来たことあるの？」

「まぁな。最近は全然来てないけど」

　まだカジノに入れないサキトにとってここは貴重な修しゆう平へい以外のプレイヤーと対戦できる場だった。だから当然来たこともある。だが何度か通っているうちに、ここはしょせん素人、それもルールの把握すら覚おぼ束つかないようなド素人が来る場所だと理解してしまった。それからというものサキトからこのカジノもどきに対する興味は失われていた。

「ところでルールはわかるのか？」

「う、うーん……ちょっと不安、かな？　ゲームでやってみようかなって思ったこともあったんだけど、いまいちよくわからなくて」

「ゲーム？」

「これこれ」

　アリスがスマートフォンに表示して見せるのはサキトもやっているアプリ『ＷＴＡ』だった。

「わたしそんなに強くないから順位は散々だけどねー」

　ランキング画面の上部に記載されているアリスの所持コイン枚数は、お世辞にも多いとは言えなかった。サキトと比べれば桁が三つ違う。

「ほらランキング最下位でもこんな枚数なんだよ？　無理に決まってるよねー」

　そのままアリスが画面をスクロールする。99位・サキト。先日よりも二つ順位を落としている。このまま放っておけば今月のランキングからサキトの名は消えるだろう。だが地下でのゲーム以来、どうにもサキトは『ＷＴＡ』をやろうという気が起きなかった。

「ん？　…………ねぇ、これ、もしかして」

　ぎこちない動きでアリスがサキトの顔を覗のぞき込んだ。サキトはアリスの推測を肯定するように大きく頷うなずく。

「え、えぇ！　うそっ、これサキトさんなの!?」

「まぁ、一応」

「す、すごっ…………」

　キラキラとしたアリスの瞳がサキトに向けられる。だがそこに込められた真まっ直すぐな尊敬が、今のサキトにはナイフで傷口を抉えぐられるような痛みを感じさせた。

「あー……まぁ、大したことじゃない。そんなことより、ほら。ポーカー、やるんだろ？」

　サキトは話題を打ち切るように椅子を引いてやる。アリスが腰をかけると、そのすぐ後ろにサキトも席を用意した。

　普通のカジノであれば他のプレイヤーが口出しするなどもってのほかだ。イカサマ扱いされたって文句は言えない。だがここだけは別だった。

　そもそもなぜゲームセンターにカジノゲームがあるのか。理由は明白だ。カジノ客を増やすためにほかならない。

　アリスがそうであるように、カジノに興味があったとしても実際にゲームを行うことに不安を覚える観光客は多かった。そこで本物よりもハードルの低い、安価に体験できるカジノもどきをアミューズメントパークに設置したのだ。

　そんな事情からここは比較的マナーに寛容だったが、それでも真剣にゲームをしているようなプレイヤーからは断られることも多い。

　そういった事情を把握しているサキトは各テーブルでゲームに参加しているプレイヤーの性質を見極めて、人が少なく初心者を嫌わないであろうテーブルを選んだのだ。予あらかじめ断りを入れることも忘れない。抜かりはなかった。

「さて、と。アリスはポーカーは知ってるんだよな？」

「うん、知ってるよ。最初に配られた五枚のカードからいらないのを交換して役を作る方だけど。これは違うんだよね？」

「ああ。アリスが知ってるのはポーカーの中でもファイブカード・ドローというルールで、日本でポーカーと言えば多くの人が想像するやつだ。ただホールデムはもうちょっと複雑でな。役は同じなんだが、扱うカードの枚数とベッティングラウンドの回数が違う」

　ポーカーは世界三大カードゲームの一つに数えられるだけあり、派生ルールの数が多い。

　アリスが知るファイブカード・ドローというポーカーは、その中でも最も古いタイプのポーカーで、簡単に言えば各プレイヤーは自分の手札を全て隠してプレイするというものだ。

　だが今から行うテキサスホールデムはそれとは大きく性質が異なる。

　ホールデムは比較的新しいタイプのポーカーであり、その最大の特徴は中央に表向きのカードが最大で五枚まで置かれることだ。これらのカードは全てのプレイヤー共通のカードと見なされ、これに最初に裏向きで配られる各プレイヤー固有のカード二枚を足した七枚の中から五枚を選び役を作るのだ。

「役はわかるか？」

「うん、大丈夫」

　役は弱い順に──

　ハイカード。他になんの役も揃そろっていない状態。

　ワンペア。同じランク数字のカードが二枚。

　ツーペア。同じランクのカードが二枚二組。

　スリー・オブ・ア・カインドまたはスリーカード。同一ランクのカードが三枚。

　ストレート。五枚のハンドが連続したランク。

　フラッシュ。五枚全てが同一のスーツマークで作る役。

　フルハウス。スリー・オブ・ア・カインドとワンペアから成る役。

　フォーカード。同一ランクのカードが四枚。

　ストレートフラッシュ。ストレートとフラッシュから成る。

　──となる。

　通常、最強の役だとされるロイヤルストレートフラッシュはＡから始まるＡＫＱＪ－Ｔ１０のストレートフラッシュのことを指す俗称だ。これは同じ役同士では数字の大きい方が勝つことから、Ａのストレートフラッシュ以上の役は存在しないため、揃えられれば必ず勝利できる役として特別にそう呼ばれている。（ただし例外的に場に公開されたプレイヤー共通のカードだけで成立する場合はその限りではない。）

　ゲームの進行には複数の段階が存在し、プレイヤーはその都度降りるか賭けるかを悩みながら、相手の手札の強さを予想して駆け引きを行う。時にはブラフ戦略なども行われ、心理戦が強く求められるゲームでもあった。

　選択の機会は都合四回。

　それぞれのプレイヤーに二枚ずつ裏向きのカードが配られた時。三枚のコミュニティカードが公開された時。四枚目のコミュニティカードが公開された時。五枚目のコミュニティカードが公開された時。

　相手に賭かけ金きんを上乗せレイズされた場合、他のプレイヤーも──同じだけチップを払う必要がある。ただし勝負から降りた場合、それまで賭けていたチップは失うがそれ以上の損失は抑えられる。

　自分のほうが強い役を作っているという自信があるのなら賭けるチップを増やしていく。相手よりも弱いと思ったなら早めに降りて損失を抑える。

　この単純な原則をもってプレイヤーたちは心理戦を行うのだ。

　相手が賭金ベツトを増やしてきた。強いのか、過信か、ブラフか。

　自分の手は強い。賭金ベツトを増やして降参フオールドを促すか、弱気なフリをして相手に賭金ベツトを吊つり上あげさせるか。

　無慈悲な数字の確率と、感情入り乱れる人の思考を読み合う熱い心理戦。

　その二つが入り交じるのがテキサスホールデムというポーカーなのだ。

「つまりカードが新しく増える度にチップを賭けるかゲームを降りればいいのね？」

「簡単に言えばそういうことだ」

　ざっくりとした、だがゲームを遊ぶだけなら十分な説明を受けてアリスが、テーブルに置かれたチップに手を伸ばす。

　──さぁ、ゲーム開始だ。
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　アリスがゲームを開始してから一時間が経過した。保有しているチップの量はそう変わらない。──そう、変わらないのだ。

　同じテーブルに座る他のプレイヤーは誰も接待プレイなどしていない。にも拘かかわらずド素人の初心者だったはずのアリスは未いまだにチップの追加投入を必要としていなかった。これがどれだけ異常なことかわかるだろうか。

「レイズ」

　アリスがチップを奥に押し出す。手元の二枚ホールカードはクラブの４、ダイヤの２。

　はっきり言って降参フオールド一択のカードだ。それでもアリスは賭かけ金きんを上乗せレイズしていく。

「フォールド」

「フォールド」

　プレイヤーが二人ともゲームを降りる。最後に残ったプレイヤーであるアリスの下へとチップが転がり込む。

　この光景はもう何度も繰り返されたものだ。

　サキトの見立てでは三十分もしないうちにアリスはチップを使い果たすはずだった。なにせ心理戦の様相を呈する駆け引きどころか、基礎的な確率論やナッシュ均衡などの数学的な理論さえ知らないのだ。ただなんとなく賭けて、なんとなく勝って、なんとなく負ける。そんな漫然としたプレイでは決して勝ち得ない。──そのはずなのに。

「フォールド」

　あっさりと。そう今度はあっさりと降りた。最初に配られた二枚ホールカードはスペードのＱとスペードの４。先程の手よりも遥はるかに強いカードだ。役ハンドランクが同列の場合、Ａを頂点としてＫ、Ｑ、Ｊ……の順に強いとされる。クラブの４とダイヤの２よりも圧倒的に優れていることは明白だった。だがそれでもアリスは未練一つ見せずにあっさりと降りてみせる。

　運が良いの一言で片付けてしまうにはあまりにも異質なプレイング。

「……面白い」

　一人ゲームから一歩離れた場所で観察するサキトは人知れず獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

　ゲーム中のプレイヤーは誰も気づいていない。アリス自身でさえもわかっていないだろう。

　──おそらくアリスには見えている世界が違う。

　通常とは異なる基準。定石セオリーからは遠い判断。それでいてなお勝てるという事実。

　それはこの場において最も強く、第三者の視点で外側から見ているサキトだからこそ気づけたことだ。

　おそらく放っておけば最終的にはアリスが勝つだろう。今はまだ拮きつ抗こうを見せている。だが一時間後には間違いなく均衡が崩れているはずだ。現に少しずつだがアリスはチップを増やし始めている。

「ねぇ、サキトさん」

「…………ん？」

　アリスの楽しげな声に、思索に耽ふけっていたサキトは現実に引き戻される。

「ルールはだいたいわかったし、サキトさんも一緒にやろ？」

　喜色満面の笑み。きっと楽しくて楽しくて仕方がないのだろう。それはサキトにも覚えのある感情で。今はもう思い出せない感情でもあった。

「…………いいよ。やろうか」

　アリスの隣の席につき、サキトもまたチップを用意する。金額はわずかに千円分。最低金額だが、これで十分。

「あ、気を遣って手加減とかしないでね」

「ほう……。後悔するなよ？」

　挑発的な笑みを浮かべてみせるサキトは──震えを見せる指先から目を逸そらすように、強くカードを握った。
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「んー……っはぁ。楽しかったぁ」

　いくつものゲームを梯子はしごして、ようやくゲームコーナーを後にしたアリスが凝り固まった肩をほぐすように背筋を伸ばした。

「楽しんでいただけてなによりだ」

「それにしても、サキトさんってやっぱりすっごい強いのね」

「そりゃ、年季が違うからな」

　四よつ巴どもえのポーカー勝負はサキトが一人でテーブルを蹂じゆう躙りんして終了した。そのあまりにも情け容赦なく狩り潰していく姿は、思わず他のプレイヤーが苦笑いを浮かべるほどだ。

　たとえ絶不調であったとしても。サキトの力量は隔絶した領域にあった。

「年季って。サキトさんだってまだ二十歳になったばっかりでしょ？」

　その物言いが面白かったのか、アリスは明るい笑い声を漏らした。

「実際、ポーカーを始めたのはずいぶん昔だぞ」

「昔って、どれくらい？」

「正確な年数を覚えているわけじゃないんだが……もう十年ぐらいになる」

「えっ？　十年!?」

「爺じいさんが賭け事大好きな人だったんだ」

「お爺さんが？　どんな人だったの？」

「両親に代わって俺を引き取ってくれた人だったけど…………変な人だったよ。なにやってるのかいまいちよくわからない人だった。ただ賭け事が好きで、その趣味を俺にまで押し付けていたというかなんというか。俺が初めてカードを握ったのは爺さんに誘われてだったからな」

　祖父である修しゆう平へいにポーカーを教わり始めてから幾いく年とせ。昔日より積み上げられた膨大な敗戦記録に思わず目が遠くなる。

「サキトさんはお爺さんのことが大好きだったのね」

「どう、だったかな。……今ではもうわからない」

「サキトさんはお爺さんのことが大好きだったのよ」

　相好を崩すアリスの顔をなぜだか直視できずに、サキトは目を逸そらした。

「ま、まぁ、そんなことはどうでもいい。それよりアリスにちょっと聞きたいことがある」

「え？　なに？」

「アリスはどうやってレイズとフォールドの判断をしていたんだ？」

　ド素人であったはずのアリスが曲がりなりにもゲームを成立させていた不可解なプレイング。その秘密をポーカープレイヤーとしてのサキトは放置できなかった。

「んー……なんていうのかなぁ。なんとなく相手が強気かそうじゃないかってわからない？」

「まぁ、多少はわかるが……」

　サキトとて当然相手の手の内を暴くことはできる。だがそれはあくまでも常識の範囲内での話だ。カードが配られた瞬間に確信できるほどの精度ではない。そんな不確かなものよりは確率を信奉する。それがサキトのポーカー理論だった。

「でしょ？　でもサキトさんは流石さすがね。普段とは全然違って、もうまったくってぐらいなに考えてるのかわからなかった！」

「そ、そうか…………普段はそんなにわかりやすいか？」

　少し自信を失くすサキトに、アリスは遠くを見ながら顎に人差し指を当てて答えた。

「んー……他の人よりはだいぶわかりにくいけど、全然ってわけじゃない、って感じ？　あ、ほら、今なんか隠したでしょ」

　動揺を仮面の下に押し殺そうとしたところを指摘されて、サキトは渋面を作る。

「あ、アタリ？」

　からからと楽しげに笑うアリスだが、隠した内容についてまでは踏み込んでこなかった。この辺り、アリスは線引が上う手まい。サキトが許容できるところまでしか近づかないのだ。それがサキトにはとても心地よく、ありがたい。

「さて、ちょうどいい時間だし、デートの締めにうってつけの場所があるんだけど」

「あ、ホントだ。もうこんな時間なんだ……」

　スマートフォンに表示される時刻は午後六時を過ぎていた。

「で、どうする？」

「もちろん行く」

「じゃ、行くか」

　サキトはアリスの手を引いて、人でごった返すウミマチを抜けて行く。

　目指すはこの街で最も高い場所。

「わっ、ちょ、ちょっと！」

「少し急ぐぞ。あまり時間がない」

　残り時間は三十分かそこら。あまり悠長にしている時間はなかった。




「ぜぇ……はぁ……」

「大丈夫か？」

「大丈夫。……完っ全に運動不足ね。ちょっと階段登っただけで息が上がるなんて。まだ心臓がドキドキしてる」

　数秒間、アリスは呼吸を整えるために立ち止まった。

「それにしても急にどうしたの？　びっくりするじゃない」

「悪い。あんまり時間がなくってな」

　サキトは手早くタッチパネルを操作。開いたゲートをアリスを伴ってくぐる。

「展望台？」

　そう。そこは展望台だった。

「こんなところがあったんだ……」

「ウミマチの観光名所の一つだが……俺も来るのは二度目だな」

　二人は落下防止柵で覆われたところまで足を運ぶ。

「わ……綺き麗れい」

　海が夕日に照らされてオレンジ色に染まる景色は感慨深いものがあった。

「なんとか間に合ったな」

「これが見せたかったの？」

　サキトの呟つぶやきを拾った問いかけに、首を縦に一度、続いて横に一度振ることで答える。

「これだけじゃない。むしろここからが本番だ。……まぁ、見てな」

　男性に比べて女性の方が感受性が豊かだという学説は真実らしい。

　早そう々そうに飽きて忙せわしなく視線を飛ばすサキトとは違い、アリスは少しずつ夕闇に飲まれていく海を眺め続けていた。

（この方がよっぽど見ごたえがあるな）

　サキトは景色に心奪われるアリスの横顔をまじまじと鑑賞する。

　純粋な日本人にはあり得ない黄金の髪と色素の薄い新雪のような白い肌が夕日に染められていく光景は、彼女自身の透明感と合わさっていっそ不安になるほど幻想的であった。

　やがて完全に陽ひが落ちて、辺りは夜の闇に包まれる。

「わ……綺き麗れい」

　サキトは少し前に聞き覚えのある感想に笑い出しそうになるが、そんな内心をおくびにも出さずに飲み込む。

　太陽の代わりに月明かりに照らされるアリスは少し青白く見える。彼女自身の透明感が白い衣装と相まってふと瞬間に消えてしまいそうな儚はかなさがあった。

「ようこそ眠らない街『ウミマチ』へ」

　アリスが一通り景色を堪たん能のうし終えたところを見計らって、サキトはあえてパンフレットに載っていそうな定型文でおどけるように彼女を迎え入れる。

「四年後。アリスが二十歳になったら夜のウミマチの楽しみ方も教えるよ」

「…………約束よ？」

　一瞬、サキトは硬直する。彼にとって約束という言葉が持つ意味は重い。だがそれでも月明かりに照らされて儚げに微笑ほほえむアリスを前にしては否定の言葉は出てこなかった。

「ね。せっかくだから写真を撮らない？」

　アリスが一転していつもの快活な笑顔で提案した。サキトは我に返って、普段どおりポーカーフエイスを意識する。だがそれでも一瞬前のアリスが見せた雰囲気が脳裏にこびりついて離れない。

「ほら、記念になるでしょ？　…………それとも、イヤ？」

「……いいや。撮ろうか」

「やたっ。う～ん、サキトさんって夜景が似合うわね」

　褒め言葉を口にしながらカメラを構えるアリスに、サキトが呆あきれたように溜ため息いきをつく。

「アリス、こっち」

「へ？」

「それじゃ見切れるだろ」

　アリスを抱き寄せて自分のスマートフォンを取り出す。そのまま腕を出来るだけ遠くへ。

「ちょ、ちょっとサキトさん!?」

「うん、よく撮れてる、よく撮れてる」

　アリスの抗議を軽く流して、気づいた。

「写真を送ろうと思ったんだが、そういえばアリスのアドレスを知らなかった」

「そういえば連絡先、交換してなかったね」

　二人して笑い合う。

　おかしな話だ。今時インターネットを介して見知らぬ人とつながることは当たり前に行われているというのに。こうして顔を合わせた人間の連絡先一つ知らないなんて。

「えっと、じゃあ、これがわたしの電話番号とアドレスです」

　今さらになって連絡先を交換する。

「よし。送ったぞ」

「うん、届いた」

　サキトの視界にもメールを送信した旨むねが通知された。

「…………それじゃあ今日は帰るか」

「うん、今日は楽しかった。ありがと」

「喜んでもらえたならなによりだ」

　最後にとびきりの笑顔を見せるアリスを病院まで送り届けて、この日のデートは終わりを告げた。
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──これで二つ。残る約束は後一つだけ。だが、その前に。




　内心でそう数えるサキトはアリスに見せていた表情とは全く異なる冷徹な無表情を浮かべて振り返った。

「それで？　いつまで後をつけて来るつもりだ？」
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「た、たはー……。見つかっちゃいましたか」

　少女が銀ぎん嶺れいを思わせる長い髪を海風に靡なびかせて建物の陰から現れる。

「こ、こんなところでお会いするなんて。奇遇ですね、サキト様。う、運命、でしょうか？」

「ハッ。何時間もストーカーしておいて運命もクソもねぇだろ」

　一定の距離を保って遠慮がちに声を掛けるエレーナにサキトが吐き捨てた。

「は、はいっ。そうですよね、運命なんかじゃないですよね。すみません……。あ、あはは……そのー…………いつから気づいてたんですか？」

「俺とアリスがアミューズメントパークに到着した時から」

「最初からじゃないですかっ!?」

「むしろあんな杜ず撰さんな尾行で気付かれないとでも思ったのか？」

　ばつが悪そうに目を泳がせるエレーナをサキトはばっさりと切り捨てる。

「あのー……サキト様？　もしかして、怒ってます？」

「少なくとも俺には他人に覗のぞかれながらデートをする趣味はないな」

「も、申し訳ありませんでしたっ」

　勢いよく頭を下げるエレーナの頭頂部をサキトは冷たい目で見下ろしながら、血の通わない声音で問いかける。

「それで？　なんの用だ？」

「い、いえ、その…………用事があったわけではなくて……。えっと、その、たまたまサキト様を見かけたので…………」

　頭は上げたものの後ろめたさから真まっ直すぐサキトを見ることのできないエレーナが、微妙に目線を逸そらしたまま言葉尻をすぼめていく。

「そ、それで……その…………」

　初めて会った時のような態度とは一転。エレーナは酷ひどく怯おびえたような態度しか見せない。美しく可か憐れんな顔には陰が落ちている。

「はぁー…………これから時間はあるか？　実は夕飯がまだなんだ。ちょっと付き合え」

「は、はいっ。喜んでっ……………………えっ」




　中央区画。セントラルタワーと呼ばれるここはウミマチで最も高い建物だ。その高層階にあるレストランからは街が一望できる。

　人気が高くてなかなか予約の取れないそこには見目麗しい一組の男女がいた。

　だがその雰囲気は最悪だ。会話もなく運ばれてくるディナーを黙々と食べるだけ。

　その気まずさに肩を落とすエレーナが、盗み見るように対面の様子を窺うかがう。同じ空気の中で食事をしているはずのサキトは、なんの感情も窺えない無表情ポーカーフエイスで淡々と料理を口に運んでいた。ロマンチックな舞台装置がまるで意味を為なしていない。

「あ、あの…………」

　勇気を振り絞って声を掛けるエレーナだが、内心ではこの惨状を受け入れてもいた。

　なにせサキトとアリスのデートを尾行した張本人だ。それも極めて個人的な感情からの行動。邪魔をするつもりはなかったが、気付かれていたのでは言い訳の余地もない。

「……なんだ？」

「ひぅ」

　地獄の底から響くような冷たい声音に、思わずエレーナの喉から悲鳴が漏れる。なけなしの勇気が一瞬で霧散してしまう。

　今夜のディナーは一事が万事この調子だった。

「えっと……その、こ、こここ、ここって人気席なんですよ？　ぐ、偶然空いているなんて、運が良かったですねっ」

　それでも同じことを繰り返していれば慣れもする。エレーナは半ば自や棄けになって詰まりそうな喉を無む理り矢や理り震わせた。

「偶然じゃない」

「え？」

「本当はアリスと来る予定だったんだ。だが後ろをチョロチョロされてはうざったくて仕方がないからな。途中で切り上げた」

「あ…………」

　サキトの言葉がエレーナの胸に棘いばらのように突き刺さり、ジクジクと痛む。

「ご、ごめ」

　ついに涙を浮かべてしまうエレーナに、サキトは舌打ちして吐き捨てた。

「チッ、無様だな。…………ああ、全く、無様としか言いようがないな──俺は」

「…………え？」

　俯うつむいていたエレーナが顔を上げる。

「わかってる。わかってるんだ。こんなもの八つ当たりでしかないなんてことは。だってそうだろ？　エレーナにだってどうにもならない事情があって。それで藁わらにも縋すがる思いで旧知の俺を頼った。ただそれだけの話だ。あの場で行われていた残酷なゲームも、陰惨な舞台裏も、どれもお前のせいじゃない。だからエレーナを恨むのは間違っている。辛つらく当たるべきじゃない。そんな理屈はわかっているんだ」

　サキトの苛いら立だちは狂ったゲームと自分自身に向けられている。

　人の命は重い。だが積まれる量によっては金はもっと重くなる。そんなことはサキトにだってわかっている。

　だがそれはあくまでも頭でわかっているだけで、彼の常識からは逸脱した理ことわりだ。それを見世物にして愉悦を満たそうという試みは心底軽蔑するに値する。噛かみ合わない価値観が生み出す不協和音。それがどうしようもないほどに不快だった。

　そしてそんな事実に未いまだに感情を掻かき乱されたまま、思考を乱したままの、己の至らなさが情けない。割り切ることもできず、だからといってそんな企たくらみを砕くこともできない。その無力さがどうしようもなく不愉快だった。

　なによりそんな行き場のない苛立ちを押さえきれずに、関係者とはいえ振り回されただけの少女にぶつけようとする弱さが気に入らない。漠然として捉えることもできない黒幕ではなく、ただ目の届く範囲にいるというだけでエレーナに当たる。

　最低だった。だからせめて辛く当たらないようにしようと、必死に自制して仮面を被かぶり──結果、エレーナにこんな顔をさせている。無様としか言いようがなかった。

「…………いいえ。サキト様が怒るのも当然です。私はサキト様が傷つくことになると知っていて、それでもなんの関係もなかったサキト様を巻き込んだんですから」

　そう言ってエレーナが浮かべた笑顔はサキトが初めて見る穏やかな表情だった。

　怒りをぶつけられても。恨まれ、憎まれ、呪われても。あるいはそれが八つ当たりであったとしても。サキトの感情が自分に向いているのならエレーナは受け入れられる。だが居ても居なくてもどうでもいいものとして扱われることだけは耐えられない。

　だからエレーナにとって今の状況は、忘れられていた十年間と比べれば天国のようなものだった。どんな態度をとられようとも、こうして言葉を交わせる。ただそれだけのことをずっと望みながら諦め続けてきたのだ。

「そ、それにですね。私としてもサキト様に冷たい目で詰なじられるのもご褒美と言いますか、なんと言いますか。無視されるよりはよっぽど嬉うれしいので全然アリです」

　エレーナはすぐにそんな表情は消して、初めて会った時と同じ色に蕩とろけたような笑みを浮かべる。

「ったく、お前は……」

　思わずサキトの肩から力が抜けた。無む理り矢や理りに貼り付けた仮面も崩れ、どこか呆あきれたような、それでいて安あん堵ども滲にじんだ半笑いが浮かぶ。

「サキト様？　どうかしましたか？」

　だがそんな表情も長くは持たなかった。サキトの顔に苦い色が広がる。

「…………悪い。手首、痛むだろ？」

　サキトが見つけてしまったもの。それはエレーナの左手首に広がる痣あざ。あの日、荒れ狂う激情のままにサキトがつけてしまった痕跡だった。

　エレーナの細く白い腕には酷ひどく痛ましい。だが当のエレーナはそんな傷痕を愛いとしげに撫なでて言った。

「いえ、大丈夫です。むしろちょっと嬉しいぐらいで」

「は？」

「だって、サキト様に傷つけてもらえるぐらい強い感情を向けてもらえた証拠ですし……。それにこれがあればいつでもサキト様を傍そばに感じられて」

　きゃあっ、なんて黄色い声を上げて頬ほおを押さえるエレーナ。その向かいに座るサキトの表情は──恐怖に引きつっていた。

「こっわ……」

　あの内面を隠すことに長たけたサキトが、表情を取り繕うこともできずに思わず口にしてしまうほどの怖おぞ気け。

「ちょっ、なんでですか！　ここはなんて健けな気げな子なんだ……って感動するところでしょう!?」

「いや、これは健気とは違うだろ……。むしろ、これを健気だと思ってるお前が怖い」

　身を乗り出して抗議するエレーナに、サキトは青ざめながらそっと距離を取る。

　だがその拍子にサキトの目がまたも己の未熟さの象徴を捉えてしまい、束つかの間ま、固まった。エレーナがにんまりと底意地の悪い笑みを浮かべる。

「おい待て、エレーナ？　なにを考えてる？」

「ほらほら、本当はサキト様だって覚えてるんですよね？　私の手を掴つかんだ時の独占欲も、自分の証跡を刻んだ時の征服欲も」

「いや、これ、そういう話じゃないだろ」

　なんとかこの話題から離れようとするサキトだったが、負い目が冷徹に突き放させない。

「むぅ、素直じゃないですね。……あー、なんだかとっても手首が痛いー。痛くてフォークが持てなーい。困ったなぁー。誰か食べさせてくれないかなー」

　すがすがしいほどの棒読みでエレーナがそんな台詞せりふを宣のたまった。ちらちらと送られる視線がとんでもなくうざい。

「お前……正気か？」

　さて、もう一度だけいうが、ここはウミマチにあるレストランの中でも人気のある店である。予約が必要なだけあって、他の客席もそれなりに埋まっている。おまけに二人がいるのはウミマチを一望できる窓に面した人気席だ。他の席に着いている客が景色を見ようと思ったなら、どうしても視界に入ってしまう。

　二人とも食事中に大声を出すようなはしたない真ま似ねはしないから目立ってはいない。だがどうだろうか。ここでサキトがエレーナに食べさせるようなことをすれば。誰も注目しないかもしれない。偶然、誰も景色を見ていないかもしれない。だが、それでも視線を集めてしまうリスクは限りなく高い。

　そしてサキトはそんな羞恥プレイは御免だった。

「あ～ん」

「勘弁してください、エレーナさん…………」

　雛ひな鳥どりのように口を開けて待つエレーナに、サキトはがっくりと項垂うなだれて白旗を揚げた。

「もうっ、しょうがないですね。じゃあ、サキト様が口開けてください。はい、あ～んっ」

「ほんと、勘弁してください……」

「えー……じゃあ、なにならしてくれるんですか？　させてくれるんですか？」

「なにか他のことなら」

「じゃ、じゃあ、この後ホテルにっ」

「却下だ、馬鹿野郎！」

「なんでですか！　スイート取りますよ？　精一杯ご奉仕しますよ？　は、初めてなので上う手まくできないかもしれませんけど、がんばりますっ」

「はぁ～…………」

　大きな溜ため息いきをつきながらサキトは頭を抱えた。

「常識的な範囲内で俺にできることでお願いします」

「常識的な範囲内でサキト様にできることですよ!?　むしろサキト様にしか許さないことです！　…………あ、もしかしてサキト様、その……」

　すごく、それはもうすごく気まずげにエレーナが目を逸そらした。

「勃たたな」

「誰がイ──！」

　すんでのところで堪こらえたサキトは、口の中で言葉を噛かみ殺して、感情を押し殺したような低い声で呟つぶやいた。

「違う。そういうことじゃない」

「ならできますよね？」

「前にも言ったろ。女は──」

「私はサキト様のこと大好きですよ？」

「んぐっ」

　さらっと告げられた言葉の破壊力に、サキトは適当にお茶を濁すこともままならない。

「あー…………悪いんだが、俺は」

「あ、それ以上はいいです。結構です。……はっきり言われたら泣いちゃいます」

「こんなところで泣かれるのは御免だな」

　そう言われてしまえばサキトにははっきりと答えを告げることすらできない。だが同時に今すぐ答えを出さなくていいことに安あん堵どしてもいた。

「でも実際、なんでそんなに俺を？　……こう言っちゃなんだが、俺達たちが会ったのは相当幼い頃だろう？　その頃の俺と今の俺じゃ色々と違うと思うんだが」

　サキトとてエレーナと出会ってからなにもしなかったわけではない。両親が生きていた頃に作っていたアルバムをひっくり返したりもした。だがそこにエレーナと一緒に写っている写真は一枚もない。

　祖父である修しゆう平へいに引き取られてからのことならば完璧に忘れ去っているということはないだろう。少なくとも話を聞けばそんなこともあったな、程度には思い出せるはずだ。

　だとすれば後はもう単純な消去法。サキト自身記憶が曖昧な時期。つまりは両親の死後、修平に引き取られるまでの前後。そのドタバタの中で出会ったとしか考えられない。

　可能性として最も有力なのはエレーナがサキトの両親の葬儀に参列していたパターン。エレーナの祖父は修平と友人だったらしいから、そこにエレーナが連れてこられていたとしてもおかしくはない。

　だがもしそうだとするならばあまりにも薄い関係性だ。ここまで強い感情を向けられる覚えが、サキトにはなかった。しかもそれが十年近く前の話となればなおさら。

「そうですね。確かにサキト様は変わられました」

「だろ？」

「はいっ。昔も美少年でしたけど、今はもうこれ以上ないってぐらいイケメンです！」

「いや、そういうことじゃなくてな？」

　エレーナのとぼけた回答に、サキトの口から溜ため息いきが漏れる。

　サキトは確かに不細工ではないが、なにも他の追随を許さないなんてレベルでもない。サキト以上の人間も探せばそれなりにはいるだろう。エレーナの評価は完全に色眼鏡がかかっていた。それもかなりの補正が。

「もっと、こう、内面とか環境とか」

「ダメですよ、サキト様」

　エレーナの、思いの外鋭い声音が響いた。

「ズルしちゃダメです。これはサキト様が思い出してくれなければいけないんです」

　会話の端からエレーナについて手がかりを得ようとしていたサキトは見抜かれていたことに鼻白んだ。追及の手が緩む。

「あ、でもサキト様が求めてくれるなら、思い出せてなくてもウェルカムですっ」

「それはない」

「なんでですかぁ～」

　クツクツと忍び笑いを浮かべるサキトに、エレーナは頬ほおを膨らませる。

「むぅ。そんなに私には魅力がありませんか？」

　問われて、思わずサキトの視線がエレーナへと飛んだ。

　本音を言えば、エレーナの容姿はサキトにとって超がつくほどにドストライクだった。

　新雪を思わせる濁りのない長い銀の髪も。

　信頼、期待、憂鬱、諦観、様々な色を綯ない交まぜにした銀の瞳も。

　男の欲を刺激する豊満な胸元も。

　容易たやすく壊せてしまいそうな細く小柄な肢体も。

　その全てがサキトを誘って止やまない。

　だが、未いまだエレーナの為人ひととなりをサキトは知らなかった。約束を思い出すこともできていない。なのに自分のことは一方的に把握されている。その事実がサキトのギャンブラーとしての部分に警鐘を鳴らさせ、一歩を踏み出すことを躊ちゆう躇ちよさせた。

「後腐れのない関係なら」

「お金の関係はイヤです」

「ならこの話はなしで」

「サキト様がヘタレだからいけないんじゃないですかっ」

「ああ、うん。もうヘタレでいいや。いいから他のことにしてくれ」

「…………すぐには思いつかないので保留で」

「常識的な範囲で俺ができることで、な」

「わかりました。約束ですよ？」

　その言葉にサキトは軽く頷うなずくことはできない。一拍置いて覚悟を心に刻みながら応えた。

「わかった」
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「ご馳ち走そう様でした。……あの、サキト様。ご馳走になっちゃってよかったんですか？」

「いいんだよ。この間は奢おごってもらったしな。それに臨時収入もあった」

　飄ひよう々ひようと嘯うそぶいてみせるサキトだったが、嘘うそだった。彼は『ＡｏＮ』の賞金に一切手をつけていない。あの一億円を使ってしまえば、もう戻れない気がしたのだ。人の命を賭けたゲームを見世物にする下げ種すと同じところまで堕おちてしまう。

　だから正直なところ、サキトにとって今回の出費は手痛いものになっていた。アリスとのデートで使った額もそうだが、エレーナとした食事は馬鹿にならない金額だ。いくら修しゆう平へいの遺産があるとはいえ、それだって遊んで暮らせるようなわけじゃない。それでも負い目のある相手には割り勘だなんて言い出せなかった。

「もうこんな時間か……」

　時刻は深夜に差し掛かる頃。夜中でもネオンの明かりが煌こう々こうと街を照らすウミマチでは未いまだに人通りも多い。だがこれから帰宅するとなると相応に夜も更ふけてしまう。

「はい。サキト様、今日はありがとうございました」

「…………家はどこだ？」

「え？」

「送ってくって言ってんだ」

　きょとんと小首を傾かしげていたエレーナは、ぶっきらぼうに告げるサキトに目を見開く。

「さ、さささ、サキト様がデレましたぁ！」

　心外だ、と言わんばかりにサキトが顔をしかめる。だが、エレーナはどこ吹く風。今にも小躍りしそうにくるくるとサキトの周りを回ってニヤニヤと腹の立つ笑顔を浮かべている。

「そんなんじゃねぇよ。……いいから行くぞ」

「待ってくださいよぅ」

　突っ込むのも面倒だ、とボヤくサキトの後をエレーナが小走りについていく。

　ほどなくして。二人はタクシー乗り場に着いた。エレーナが運転手に住所を告げる。

「思ったより近いな……」

「はいっ、そうなんですよ」

　エレーナの住まいからサキトの家までは歩こうと思えば歩ける距離だった。思った以上に出費がかさまないようで、寂しくなった懐にはありがたいニュースだ。……よもやエレーナがわざわざサキトの自宅近くに住まいを用意したのだとは露ほども思わないサキトである。

　ゆっくりと車が動き出し、未いまだ熱気冷めやらぬウミマチに背を向ける。

　しばらくの間。二人の間には会話もなかった。

　本音を言えばサキトにはエレーナに聞きたいことがあった。わざわざディナーに誘ったり、帰り道に送っていくなどと言い出したのもそのためだ。

　だがそのうちの一つ、サキトとエレーナの昔の関係性については先に釘くぎを刺されてしまっており、もう一つの話題であるカジノ『ウェルズ』とそこで行われている陰惨なゲーム『ＡｏＮ』については第三者運転手がいるところで話すような内容ではない。

　結果としてサキトはとりあえず送ってはみたものの、目的を果たせないという中途半端な状況に陥っていた。

　元々サキトは積極的に雑談をするようなタイプでもない。だから意味のない会話をするでもなく、ここからどうやって本題に持ち込むか。そのことだけに意識を割いていた。

　とはいえ今日はもう遅い時間だ。今から時間を作って話をする、というのは難しいだろう。実際にサキトが求めればエレーナは時間を作ってくれるだろうが、その場合どこで話をするのか、というのが問題になる。今から店に入るのは難しい。となれば二人の家のどちらかだが、どちらにしても都合が悪い。なんだかんだで既成事実を作られるような悪寒がする。決して男の側が心配するようなことではなかった。

　ふと、サキトは肩に重みを感じた。気づけばエレーナがサキトの肩に頭を預けて眠っている。その無防備な姿からは警戒心というものが一切感じられない。

（どんだけ信用されてるんだか……）

　誰かに見られている前では決して見せないような優しげな笑みを浮かべてサキトは即座に否定する。

（いや、これは信頼、か）

　信用と信頼。似ているようで大きく違うそれ。

　エレーナはサキトが危害を加えないと信じているだけじゃない。もし手を出されたとしてもそれを受け入れる。これはそういう無防備さだ。

　その信頼が重たくて──それ以上に不気味だった。

（しっかし、こいつ、寝てればほんと可愛かわいいな）

　起きているとなにをしでかすかわからない。サキトにとってエレーナとはそんな警戒をせずにはいられない相手だった。

　無理もない話だ。なにせサキトの視点では、エレーナは昔なじみであることを主張して押しかけてきて、自分になにも知らせないままデスゲームに突き落とし、挙げ句そこには自分自身の人生を賭けていたという狂人ぶり。おまけに今日は今日でストーカーだ。

　冷静になってエレーナの行いを羅列するとなかなかどうしてネジが外れている。

「お客さん、着きましたよ」

「え？　あ、ああ。ありがとう、ございます？」

　ぼーっとサキトがエレーナの寝顔に見み惚ほれている内にエレーナの家に着いたらしい。

　運転手に促されて外を見たサキトの目に映ったのは──タワーマンションだった。

「マジか、オイ」

　これにはさしものサキトも目を見開く。

「えっと、ここで本当に合ってるんですか？」

「住所だとそうなってますねぇ」

　サキトは冷や汗を流しながら、エレーナを揺り起こす。

「おい、着いたぞ」

「ん……ん～…………？」

　寝ぼけ眼を擦こするエレーナはなかなか意識をはっきり覚醒させない。

「あー、ったく…………はぁ。すみません。ここで降ります」

　タクシーの運転手に料金を支払って、エレーナを抱えて車を降りる。

「ほら、起きろって」

「んー…………連れてってください」

「酔っぱらいかよ」

　溜ため息いき混じりにボヤく。当然だが未成年のサキトとエレーナは飲酒をしたわけではない。

　エレーナを連れたサキトが自動ドアの前に立つと、勝手に扉が開いた。

「これ、意味あるのか？」

　当然意味はある。

　昔から一軒家に住んでいたサキトは知らないことだったが、マンションには非接触型のキーも存在する。このタワーマンションはそのタイプであり、エレーナが持つ鍵に反応して開いただけだった。

「何階？」

「最上階ですぅ」

「マジかよ……。月いくらするんだ、これ」

「んー……ここは私の実家関係が持っているマンションなので、私はタダで住んでますね」

　サキトの素朴な疑問。そこに思いの外明瞭な返事が返ってきて、ようやくサキトも気づいた。

「…………おい、本当は起きてるんだろ？」

　抑揚のないサキトの声に、エレーナは薄っすらと目を開けて──

「てへっ、バレました？」

　腹の立つ笑みを浮かべた。

　サキトが無言のまま降ろす。

「さ、サキト様？　もしかして……怒ってますか？」

　無表情でエレーナを見下ろすサキトは、少し怖かった。

「いや、別に」

　そのまま踵きびすを返すサキトをエレーナが呼び止める。

「あ、待ってくださいっ。せっかくですから少しだけ上がっていきませんか？」

「いや、いいや。遠慮する」

「そんなことおっしゃらずに。サキト様も私になにかお話があるんじゃないですか？」

　今となっては誰よりも長くサキトを見てきた一人であるエレーナにはわかっていたのだ。サキトがなんの意味もなくディナーに誘ったわけでもなければ、帰り道に送ると言い出したわけでもないことを。それが彼女には少しだけ寂しくもあった。

「あー……まぁ、確かに聞きたいことはあった。あったんだが……今日はもういいや」

　サキトは首だけで振り返って、別れを告げる。

「おやすみ、エレーナ。またな」

「え？　あ、はい……。おやすみなさい、サキト様」

　振り返ったサキトの表情。そこにどんな感情が浮かんでいたのか。呆あつ気けにとられるようにエレーナは見送ることしかできなかった。
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　ある日の病室にて。アリスはいつものようにタブレット端末を抱えていた。

　彼女が見ているのは写真。先日、サキトとデートした際に撮った数々の写真だ。

　一枚一枚丁寧に、その時その時の情景を思い出すようにページを捲めくっていく。

　枚数自体は大した量でもない。

　だがそれでもそこに込められた思い出は膨大だ。

　やがて最後の一枚にたどり着く。それはあの展望台で撮ったツーショット。今まで終始楽しげに眺めていたアリスの頬ほおに羞恥が紅を差す。それでもそこに浮かぶ色は喜色が大きい。

　ふと視線がカレンダーへと飛んだ。あれから一週間以上が経たつが、サキトが会いに来たことはない。連絡もアリスから一方的に取るだけだ。彼から送ってきてくれたことは一度もなかった。その事実に少しだけアリスの笑顔が曇る。

　だから、そのノックにはとても驚いた。看護師や医師は二度しかしないノック。だがサキトは律儀に四度扉を叩たたくことをアリスは覚えていた。

「どうぞー」

　四度響いた硬い音に、アリスは期待を込めて入室を呼びかける。なにせこのサキトという人物、まめに連絡を取るタイプではない。連絡もなく突然遊びに来るなんて展開もありえなくはないのだ。

「突然の来訪、失礼いたします」

　入ってきたのはスーツに身を包んだ初老の男性だ。アリスの期待した人物ではない。見知らぬ人物だった。

「あの……どちら様ですか？」

「はい。私は『ヘルマ生命』の金かね本もと秀ひで樹きと申します」

　差し出された名刺を受け取りながらも、アリスの頭に浮かぶのは疑問符ばかりだ。

　なにせアリスは入院患者だ。それも心臓病を患っている。しかも未成年。営業先としては不適切にも程がある。

「えっと……保険の契約ならわたしじゃなくて、父と相談して欲しいんですけど……」

「ああ、いえ。本日は営業ではございません。調つか月つき亜ア麗リ朱ス様をお受取人に指定された保険金のお支払いに参りました」

　金本と名乗った初老の男性は鞄かばんから書類を取り出して言った。




「調月健けん吾ご様の死亡保険金になります。この度はご愁傷さまでした」




　──意味が、わからなかった。

　金本の言葉が耳に入らない。ただの雑音ノイズとなって上滑りする。

　死亡保険金。

　ただそのワンフレーズだけがアリスの中で延々と反はん芻すうされていた。心臓がうるさい。呼吸が荒くなる。耳鳴りが酷ひどくて、頭が締め付けられるように痛んだ。

　視界が暗転する。





　　　　♠　♡　♣　♢






「……は？　面会謝絶？」

　久しぶりに訪れた病院で、サキトは受付にいた看護師の言葉に唖あ然ぜんとしていた。

「はい。調月さんは発作を起こされて面会謝絶となっております」

「アリスは、その……大丈夫、なんでしょうか？」

　大丈夫なわけがない。わかりきっているはずなのに、サキトの口から出た言葉はそんなありきたりなものだった。

「峠は越えましたが、まだ意識が戻っていません」

　ふらりふらりと幽鬼のような足取りで彷徨さまよい、手近なベンチに腰を下ろす。

　まとまらない思考は靄もやを描いて定まる様子を見せない。

　つい先日電話越しに聞いたアリスの声音はいつもと変わらないもので。とてもこんな事態を予測できるようなものではなかった。

　一方でサキトは頭の片隅で冷笑を浮かべる自分がいることにも気づいていた。

　調つか月つき健けん吾ごがなんのために命を賭としたのか。

　──決まっている。アリスの抱えた疾患を取り除くためだ。

　どうして命を賭さなければならなかったのか。

　──真っ当な手段では届かないほどの難題だったからだ。

　だからそれはアリスには当たり前の明日が存在しないということでもあって。サキトにはそれを知る時間も、推測するに足る情報もあった。

　今までサキトが知らずにいたのは、ただひたすらに目を逸そらしていた己の怠慢。

　──酷ひどい吐き気がした。

　ふと、サキトは呼ばれていることに気づいた。首をもたげると看護師が心配そうな表情で呼びかけている。

「大丈夫ですか？」

「……はい」

　サキトの表情に自虐的な笑みが浮かぶ。心配されるべきはサキトではない。だというのに手間をかけさせるような無様さに自分のことながら苛いら立だった。

「調月さんの意識が戻りました。面会を希望されていますが、ご足労願えますか？」

　せめてこれ以上の無様を晒さらさぬように鍛え上げた仮面ポーカーフエイスを被かぶる。時計に目を落とせば既に病院を訪れてから数時間が経過していた。

　見慣れたはずの院内がまるで異界のようだ。それでも足取りだけは確かにアリスの病室へと急ぐ。エレベーターが降りてくるのを待つことすらできずに、階段を登る。ひたすら登る。駆け上がる。

　ドアの前で深呼吸を一つ。

　サキトは取り繕った表情ポーカーフエイスが崩れていないことを確認してノック。

「どうぞ」

　聞き慣れたアリスの声。思った以上にしっかりとした返答に安あん堵どしながらドアを開く。

「ゴメンね。そこから先には来ないで」

　病室には視界を遮るようにカーテンが引かれており、サキトの位置からではアリスの顔を窺うかがうことはできない。

「今、酷い顔してるからサキトさんには見られたくないの」

　アリスの冗談めかすような、それでいてどこか切実な声音に、サキトはカーテンにかけた手を止める。しばらく伸ばした手の行き場に迷ってからゆっくりと手を引き、カーテンのすぐ側そばの壁に背を預けた。痛いほどの静寂が分かたれた病室を支配する。

「…………その、大丈夫、なのか？」

　先に沈黙に耐えられなくなったのはサキトの方だった。慎重、というよりも臆病さを滲にじませたまま、手探りするように言葉を選ぶ。

「……うん。今は落ちついてるよ」

　それはアリスの声音からも伝わってきた。虚勢のない穏やかな声音。命の危機に瀕ひんしたことを考えれば落ち着きすぎているとも思えるほどだ。

「その、なんていうか」

「お父さんがね。──死んだの」

　大変だったな。そう繋つなげるはずの言葉はアリスの告げる訃報に遮られて失われた。

「わたしは心臓が弱いから。ビックリして倒れちゃった」

　二の句が継げないとはこのことだろう。

「…………そう、か。そういうこと、か」

　サキトがようやく絞り出した言葉は明瞭とは言い難がたいものだった。

「わたしもね。本当はもういつ死んでもおかしくないんだ」

「手術とかはしないのか？」

「うん。移植したくても順番を待たないといけないし。今までは誤ご魔ま化かし誤魔化しやってこれたけど、今回倒れたのが致命的だったみたい。もうたぶん間に合わないわ。てへへっ」

　上滑りしたような明るい声音。カーテン越しの会話だ。相手の表情などわかるはずもない。だがサキトにはアリスが自や棄けになっているように思えた。

「アリスはそれでいいのか？」

「いいもなにもないよ」

　小さく笑うアリスは一度言葉を切って──

「ねぇ、サキトさん。お願いがあるの。…………もう、わたしに会いに来ないで」

　──別れを告げた。





　　　　♠　♡　♣　♢






「俺は…………」

　どうしたらよかったんだ、という言葉は続かなかった。

　ここは墓地。サキトの自宅近くにある墓地だ。サキトはそこで祖父の墓の前に立ち尽くし、ひたすら自問自答に溺おぼれている。

　ふと空を見上げると、既に太陽は陰り、空は橙だいだいに染まっていた。

　展望台でアリスと共に見た景色と同じ色。

　だというのにサキトにはもうこの夕焼けが死を連想させる血の色にしか見えなかった。

　もうしばらくすれば夜の帳とばりが下り、世界は闇に包まれる。墓地にはより一層濃い死の気配が漂うだろう。

「…………爺じいさん。俺はどうしたらいいんだ？」

　答えなどあるはずもない。死者は語らない。そんなことは百も承知だ。それでも問いかけてしまったのはサキトの弱さの現れ。

　コンビニで買ってきたタバコを開封する。生前の修しゆう平へいが吸っていた銘柄だ。新品のそれを一本だけ抜き取って咥くわえた。火をつけるために形見のライターで先端を炙あぶって軽く息を吸い込む。紫煙が肺を侵す異物感を堪こらえて大きく息を吐き出し、火の付いたタバコを墓前に供えた。残りのタバコが入った箱を重し代わりに吸口に載せれば完成だ。

　これはサキトが祖父の墓参りをする際の儀式のようなもの。自然と燃え尽き灰になるまで、タバコ一本分の故人との邂かい逅こうだ。深く深く思考の海に耽たん溺できしていく。

「アリスにはもう時間がない」

　明確なタイムリミットはわからない。案外と長生きするかもしれないし、明日には取り返しのつかないことになっているかもしれない。

　ならば、行動は素早く。一刻の猶予もないものとするべきだ。

「俺はアリスになにができる？　なにをしてやればいい？」

　アリスが望んだことはただ一つ。サキトが二度とアリスの下を訪れないこと。ならば彼女と直接会うことなく、できることはなんだろうか？

　そう考えて、愕がく然ぜんとした。

　そもそもアリスはサキトになにも期待していない。いや、それはサキトにだけではないのだろう。いつ止まるとも知れぬ心臓を抱えていた彼女はとっくに限界だったのだ。そこへ父親の死という不幸が重なり、ついには張り詰めた糸が切れたというだけのこと。その心は絶望一色に染まり、希望が一切存在しない。

　すなわちアリスに願いなんてない。彼女は全てを諦めている。

　なにも願わぬ人間に他人がしてやれることなどなに一つない。あったとしてもそれは余計な世話というものだ。




　つまりはここが上蔀わしとみ[image: ]さき人との限界。──彼には調つか月つき亜ア麗リ朱スを救えない。




「サキト様」

　タバコの火も消えた頃。新雪を想起させる少女がサキトの背に声を投げかけた。

「…………エレーナか」

「はい。このようなところでお会いするとは、運命を感じずにはいられませんね」

「はっ。宵の口に墓地でか？　デートというには趣味が悪すぎる」

　振り返りもせずに肩をすくめて鼻で笑う。

「いえいえ、そんなことないですよ。修しゆう平へい様に一緒にご挨拶をするなんて……まるでお付き合いのご報告みたいじゃないですか。認めていただけるとよいのですが…………」

「寝言は寝て言え」

　腕を絡めようとするエレーナを振り払って、ようやくその姿を視界に収めた。

　銀髪の映えるシックな黒のドレスを身にまとう彼女は、なるほど墓前というシチュエーションに相応ふさわしい装いをしていると言えるだろう。

「……冷たすぎやしませんか？」

「ちっ…………それより本題に入れよ。こんなところまで追いかけてきてなんのつもりだ？」

　あざとく頬ほおを膨らませて不満をアピールするエレーナに苛いら立だちが募る。

　殺気立つサキトに危ういものを感じたのか、エレーナもそれ以上は絡むことなく居住まいを正した。

「こほんっ。招待状をお届けに参りました」

　エレーナが豊満な胸元から取り出したのは真っ黒な一通の封筒。
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「それは……」

　見覚えのある封筒だった。だがそれは決していい思い出のあるものでもない。

「『ＡｏＮ』の参加資格。ご入用ではありませんか？」

　強く、強く、奥歯を噛かみしめる。

「『Ａｌｌ　ｏｒ　Ｎｏｔｈｉｎｇ』。参加資格は招待状を持っていることだけ。誰にでもチャンスがあり、勝者は願いを手にすることができます。ただし──」

「──敗者は全てを失う。過去も未来も現在も。なにもかも一切合切情けも容赦もなく、だろ。……よく知っているさ」

　口の中に苦い味が広がる。それはサキトにとってトラウマにも等しいものだった。好きだったはずのポーカーから距離を取ってしまうほどのトラウマ。

「はい、その通りです」

　エレーナはいつもと同じ変わらぬ微笑ほほえみを浮かべている。だが変わらぬその表情がサキトには酷ひどく薄ら寒い。

「俺に、また、人を殺せというのか……？」

　手が、震えていた。自分の命を賭けることへの恐怖ではない。また誰かの命を摘み取ってしまうことへの恐怖に。

「強制はしません。決めるのはサキト様です」

　エレーナはあくまでもサキトに決断を委ねる。当然だ。彼女には直接関係のない話。重荷を背負うべきはサキトに他ならない。

「…………いくら金があったところで、移植可能な心臓がなければ話にならない」

「サキト様が参加されるというのであれば私たちの伝つ手てで用意しましょう。…………サキト様。煩わしいことは全て私が行います。貴方あなたはただ勝ち取ればいいんです」

　参加しない理由を探すサキト。だがエレーナはその逃げ道を塞いでいく。彼女は彼に憧れるからこそ、安易な逃げを許さない。

　サキトは大きく深呼吸する。

　お膳立ては整った。あるいは整ってしまったというべきか。

「…………全て、知っていたのか？」

「恋する乙女は相手のすべてを知りたいと思うものですよ？」

　茶ちや化かすような言い方だが、その内容は背筋が凍るほどにゾッとするものだ。

　エレーナはサキトがアリスと出会ったことも。アリスが心臓に疾患を抱えていることも。通常の手段では治すことができないことも。そのことにサキトが思い悩むことも。全て全て、知っていたのだ。知っていて全てを隠していた。サキトが決して振り払えないタイミングで手を差し伸べるために。

「今度はなにを企たくらんでいるんだ？」

「企たくらむなんてとてもとても。ただサキト様のお力になれれば、と」

　白々しい。あまりにも白々しい言い様だった。

「また、上から強制されているのか？」

「いいえ。心配してくださりありがとうございます。ですが、今回は違います。サキト様がお断りされても私が被こうむるデメリットは一切ありません」

　そう。つまりこれは正真正銘、サキトが望み、サキトが殺すゲーム。前回とは違う。サキトはもうこのゲームに隠された残酷な真実も、陰惨な舞台裏も知っている。だからこれはエゴだ。誰かの未来のために他の誰かの未来を奪う。そんなエゴ。

　異なる命を秤はかりにかける。それはなんという傲慢だろうか。

「つまり、今度こそ俺も命を賭ける、ということか」

「はい」

　救いがあるとすればサキトもまた他のプレイヤーと同じ条件に立つということだろう。

　それは間違いなく救いだった。リスクを背負わずに他のプレイヤーを蹴落とすよりは、わずかながらに罪悪感が軽減される。

「でもそれについてはあまり気になさらなくてもよいかと」

「なぜ？」

「サキト様が負けることなどありえませんので」

　はっきりと。だが絶対の確信を持って告げるエレーナに、サキトはそういうことじゃないんだがな、と苦笑いを浮かべた。

「なぁ、エレーナ。どうしてそこまでするんだ？　俺に招待状を持ってきてもメリットなんてないんだろ？」

「愛ゆえに、です」

（ああ、そうか……）

　強く断言するエレーナの瞳に浮かぶ感情。それをきっとサキトは今まで取り違えてきた。いや、あるいは直視することが怖かったのかもしれない。だからこうまで追い詰められて、ようやく相対することになったのだろう。

　それは信頼なんて綺き麗れいなものではなかった。それはもうある種の信仰すら超えてしまっている。強いていうのであれば盲信や妄執とでも名付けるべきもの。光一つ差さない井戸の底のような狭きよう窄さく的な瞳はどこか悍おぞましさすら感じさせる。

　エレーナの瞳に見つめられて、サキトもまた井戸の底へ堕おちていくように思考がギャンブラーのそれに切り替わっていく。

　今、サキトが抱えている約束は四つある。

　エレーナと交わした約束が一つ。

　過去、エレーナと交わしていたらしい詳細不明の約束が一つ。

　アリスと展望台で交わしたデートの約束が一つ。

　そして健けん吾ごと交わしたアリスの力になるという約束が一つ。

　もしここでアリスを救うことができたのなら、それは十分力になったといえるだろう。

　だが一方で負ければこれらの約束全てを守れなくなる。

　リスクとリターン。その釣り合いが取れているのか否いなか。

　約束に囚とらわれて決断しきれないサキトにエレーナが寄り添うようにしなだれかかる。

「さぁ、教えてくださいな。貴方あなたの願いを」

　耳元で妖艶に囁ささやかれる悪魔の誘いざない。胸元に置かれたエレーナの手が黒一色の招待状をサキトのポケットに差し込んだ。

「俺の、願い？」

　ガツン、と強く頭を殴られた気がした。

　願い。願望。望み。

　そうだ。そうだった。勘違いをしていた。

　なにができるかではない。

　なにをすべきかでもない。

　結果として起こり得ることさえどうでもいい。

　大事なことは、なによりもまずサキト自身がどうしたいかだ。

　方針が定まらなければ、道筋は見えず選択肢も現れない。

「彼女に手を差し伸べることですか？　ああ、それとも似たような外見の代替品でも用意いたしましょうか？　貴方に決して逆らわない従順なお人形を」

　手を差し伸べる。助ける。救う。

　サキトはあまりにも傲慢な己の願いを自覚して嗤わらった。

「外見を問わないのであればすぐにでも用意できるのですが……あ、いっそのこと髪を染めてしまいましょう。目もコンタクトで色を調節すれば……。背丈は高めのヒールを履いて、胸は…………むぅ。まぁ、勝っているからよしとしましょうか」

「ふ、ははっ、ふははははははははっ！」

　壊れたように嘲わ笑らう。狂ったように嗤う。

「さ、サキト様？」

　エレーナが狼ろう狽ばいするのも無理はないだろう。突如として顔を片手で覆い、天を仰いで哄こう笑しようをあげるサキトは紛まぎれもない狂人そのものの振る舞いだ。

「ははっ、ははは……。ギャンブラーなんて人種はな。そろいもそろってクズだ。将来性もない。安定性もない。およそ理想的な社会人の対局にいる」

「い、いえ……そんなことはないと思いますが」

「他人から金をむしりとって悦に入る。そんな人でなしが真っ当な人間と同じように罪悪感を抱いていたことが間違いだった」

　サキトはエレーナのことなど見ていなかった。ただ獰どう猛もうな笑みを浮かべて牙を剥むく。

「決めたぞ。──俺がアリスを救う」

　だから頬ほおを染めるエレーナにも気づかない。

「ああ、そうだ。救う、救ってみせる。完全無欠の救済を与えてやろう」

　サキトは知らず知らずのうちにふてぶてしい笑みを浮かべていた。

「その生命いのちを救い、その精神こころを救う」

「それは……調つか月つき亜ア麗リ朱スのため、ですか？」

「いいや、違うな」

「では、なぜ……？」

「俺がそうしたいと願い、そうすると決めたからだ」

　なんたる傲慢。そこに救われる者アリスの意思など関係ない。

「『誰かのため』などという言葉は、しょせん上辺を取り繕っただけのものだ。誰かを助けて得られる満足感のための行動に過ぎない」

　感謝や称賛が欲しいから。あるいはもっと単純にメリットがあるから。もしかしたら誰かのために頑張る自分に酔っているだけなんてこともあるだろう。その理由は各個人によって異なるだろうが、いずれにしても根本的な理由は自身に帰結する。

「小難しい理屈なんてどうでもよかった。どうせ自己満足なんだ。なら俺は、ただ俺自身がどうしたいかだけを見据えていればよかった」

　そう。大事なことはたった一つ。たった一つだけなのだ。

　──約束を守る。それこそが彼の行動原理。

　人の命を選ぶ傲慢？　知ったことか。罪悪感など放っておけ。

　リスク？　知ったことか。負けなければいいだけだ。勝てば全て解決する。

　アリスの気持ち？　知ったことか。これは健けん吾ごとの約束なのだ。そこにアリスの意思は関係ない。

「ああ、そうだ。だからアリスには生きてもらう。彼女が望むと望まざるとにかかわらず」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんここに極まれり。彼は己が思うままに独善的な救いを振りまく。

「…………少し妬やけてしまいますね」

　藍玉アクアマリンの瞳を輝かせてサキトの顔を見つめていたエレーナが、そっと瞼まぶたを下ろして俯うつむいた。銀ぎん嶺れいと同じ色を宿す長い睫まつ毛げが月明かりに照らされて淡く輝く。

「エレーナ？」

　サキトに怪け訝げんそうに名前を呼ばれて、エレーナは上目遣いに彼を見上げる。燐りん光こうをまとう睫毛が揺れる瞳と呼応するように震えていた。

「もし……もし、私が彼女のように窮地に陥っていたら。…………サキト様、貴方あなたは私を救ってくれますか？」

　薔ば薇らを煮詰めたような唇が小さく囁ささやく。

「さぁな。それはその時の俺に聞いてくれ」

　サキトは濡ぬれる瞳を覗のぞき込んだまま答えた。

「…………そんなにもアリスさんが特別だと？」

「ああ、そうだ。アリスは特別だ」

　嫉妬混じりの言葉は無慈悲にも肯定される。ただしそれはエレーナの想定とはいささか違う形で、だったが。

「俺は神じゃない。だから救えないものは救えない。俺は聖人でもない。だから救えるもの全てを救うわけじゃない。俺は凡人だ。ただのどこにでもいる一人の人間だ。だから救いたいものだけを救う」

「どうしてアリスさんは特別なのですか？　なぜ彼女だけは救いたいと？」

「なにも難しい話じゃない。約束は守る、ただそれだけだ」

　サキトは修しゆう平へいの墓を一いち瞥べつして、空を見上げる。

「調つか月つき健けん吾ごは俺に頼み事をした。俺はそれに『約束します』と答えた。ならばそれは守るべき約束だ。ギャンブラーは──」

「自分のした約束は絶対に守らなくてはいけない、ですか」

「…………知っていたのか？」

「はい。修平様の口癖ですよね？」

　珍しく口を半開きにして驚くサキトにエレーナは微笑ほほえみを向ける。

「ああ、そうだ。賭け事は全て約束でできている。勝ったらそれを寄よ越こせ。代わりに負けたらこれをやる。賭けなんてものは全てこの約束事で成り立っているんだ。その第一原則をひっくり返すようなヤツはギャンブラーじゃない」

　だから、と一度言葉を切って。

「もしその時、約束があったなら、俺はエレーナを助けるだろうな」

「ふふっ、ひどい人ですね」

　エレーナが額を押し付けるようにサキトの肩口へと顔を寄せる。

　優しく照らす月だけが二人を見守っていた。

「なぁ、エレーナ」

「……なんですか？」

　普段よりも柔らかな声音には確かな愛情が込められていた。

「いい加減鬱陶しいから離れてくれないか」

　ぶち壊しだった。

「な、なんてこと言うんですか！　せっかくちょっといい雰囲気だったのにっ」

「いい雰囲気？　……勘違いだろ」

　サキトは心外だと言わんばかりに、エレーナを振り払った。

「あ……」

　エレーナの手が離れてしまった熱を求めるように宙を掻かく。

　サキトはそんなエレーナには目もくれずに、墓前に供えたタバコの処理をしていた。

「…………冷たくないですか？」

　ジトッとした視線がサキトの背中に突き刺さる。

「いや、別に。これただの紙箱だし」

「タバコの話じゃなくて！　態度、態度の話です！」

「いや、別に？」

　考え込む素振りすら見せずに即答した。

「冷たい！　冷たいですよ！　絶対に冷たい！　……じゃあ例えば、あのアリスって子だったらどうですか？　鬱陶しいって言うんですか？」

　今のサキトは単一の目的のために駆動する機械のようなものだ。約束を果たす。ただそのためだけに思考は高速で回転している。他のことに意識を割く余裕はなく、そこに男女の情が通う余地はない。

　だがそれでも目の前のことに対処する程度のことはする。タバコの後始末を終えたサキトは今さらになってエレーナの質問に対して普段に比して些いささか以上に鈍い思考を回した。

「悩んだ！　そこ悩んじゃうの!?」

　それがエレーナの目にはサキトが真剣に考え込んでいるように映ったのだろう。敬語口調すら崩壊させて叫ぶエレーナにサキトが疎ましそうな表情を向ける。

「どうして！　私のどこが嫌いなんですか？　言ってください、直しますから！」

「別に嫌いじゃないけど」

「えっ？」

　エレーナの表情が一転、喜色を湛たたえる。

「そもそも好きとか嫌いとかいうほど関心がない」

　急転直下。上げて落とすとはこういうことだと言わんばかりに突き落とした。

　凍りつくエレーナを放り出してサキトは墓地に背を向ける。

「俺は行くところがあるから帰る。じゃあな、エレーナ」

　一人取り残されたエレーナがさめざめと涙を流したか、あるいは憤慨に肩を怒らせたのかは月だけが知っていることだ。
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「もう来ないでって言ったじゃない」

　その個室には照明一つ点ついていなかった。

「了承した覚えはないな」

　開け放たれた窓から差し込む月明かりだけが唯一の光源。

　ベッドに腰を掛けたまま、アリスがゆっくりと振り向いた。

　二人を隔てていたカーテンも今はない。サキトが押しのけてしまった。

　サキトを見据える無機質なグリーンの瞳にかつての輝きはない。

　月夜に映える透き通るような金の髪は仄ほのかに輝き、色素の薄い白い肌は酷ひどく儚はかなく映った。

　その透明感はかつて出会った頃よりも遥はるかに増していて、やせ細った身体からだは死を間近に控えた人間にしか出せない妖しい色気を醸し出している。

「どうやってここに？」

「どんなことにも裏道や抜け道ってのは存在するもんだ」

　時刻は深夜。面会時間などとうに終わってしまっている。まっとうな方法でここに来たわけではないことだけは確かだった。

　アリスの手がナースコールに伸びる。

「まぁ、待てよ」

　その手を押さえるように握ったアリスの手首は折れてしまいそうなほど細くて。その頼りなさにサキトは眉をひそめた。

「離して」

　一度も聞いたことがないような冷たい声音とともに掴つかんだ手を振りほどかれる。

「それで？　こんな時間になにしに来たの？　忘れ物でもした？」

　感情が死んでしまったような声音だった。それはかつてのアリスを知る者にとってはにわかに信じられないほどに。

「物ではないが、忘れていたことはあったな」

　それでもサキトが臆することはない。

「ふぅん。……なに？」

「話を。話をしに来た」

　興味のなさそうな、いや、事実として興味がないのだろう。伽が藍らん堂どうの瞳にはなにも映り込んではいない。

「電話じゃダメだったの？」

「ああ、そういえばそうだな。思いつきもしなかった」

「バカなんじゃない？」

「かもな。だがここに来て確信した。電話では駄目だった」

　サキトは壁に背を預けた。それは話を終えるまで帰ることはないという意思表示。

「意外とわがままなのね。電話ならあなたは話ができて、わたしは会わずに済んだのに」

「嘘うそつけ。そんな死人のような面構えで。電話に出る気なんてないだろうが」

「そうかもね。……それで？　こんな死人を捕まえてなんの話をしたいの？」

「……死人のような面構え、とは言ったが、死人だとは一言も言ってないぞ」

「変わらないわよ。わたしは生きているようで死んでるもの。ここから出ることもできず無む理り矢や理り延命するだけの日々。そんなの生きてるって言わないでしょ？　……それでも。それでもね。わたしにはお父さんがいたから。お父さんがわたしに生きていて欲しいって望むから。だからわたしは今日まで生きていたの。でもそのお父さんも死んじゃった。もう、わたしに生きていて欲しいと願う人はいない。わたし自身だって自分が生きているとは思えないし、生きていたいとも思えない。ね？　わたしはとっくに死人でしょ？」

　ようやく浮かべた笑みは今にも消えてしまいそうなほど儚はかないもので。

「身体からだはもうとっくに限界。ロクに運動もできないし、今回のことでちょっと出歩くこともできなくなった。もうだいぶ痩せたし、そのうち立つことすらできなくなる。それをただジッと見つめながら心臓が止まるのを待っているだけだなんて、わたしには耐えられない」

　アリスは機械に繋つながれ、絶えず心臓をモニターされている。これからアリスはあの波形が止まる瞬間をいつとも知れずに待ち続けるのだろう。なるほど、それは確かに耐え難い恐怖を生むに違いない。

「だからサキトさん。──もう、来ないで」

　震える声でそう願われたサキトは──

「断る」

　──その祈りを無む下げに切り捨てる。

「どうして？　死を待つぐらいなら……痩せて動かなくなっていくぐらいなら！　綺き麗れいに死のうとするのはダメなの!?　せめて……せめてわたしを知ってるたった一人の男の子ぐらいには可愛かわいくて元気な女の子だと思っていて欲しかったのに！」

　静寂に閉ざされた病室に慟どう哭こくが木霊する。

　アリスの叫びが、諦めることに慣れてしまった悲痛な声が、響き渡る。

　しょせん赤の他人に過ぎないのであれば。容易たやすく屈しかねない絶望と嘆きを前にして。

「知るかよ、そんなこと。お前がどう思おうが、俺の知ったことじゃない」

　サキトは折れない。

「は？」

　あまりにも理不尽な言い様に、絶望と諦観に染められていたアリスが新たに困惑を宿す。

「まず大前提として。アリスは死者ではない」

　サキトは折れない。折れるはずがない。

「死者は語らず。嘆かず、悲しまず。願わず、祈らず。ただ騙かたられるのみだ」

　誰よりも傲慢に。誰よりも不遜に。そう決めたのは彼自身なのだから。

「故に、語り、嘆き、悲しみ、願い、祈る君は生きている」

　アリスは修しゆう平へいとは違う。物言わぬ墓石とは違うのだ。

「……変わらないわよ。こんなのただ呼吸をして心臓が動いているだけ」

「死の定義について議論するつもりはない。俺にとってアリスは生きている。それだけで十分だ」

　お互いが定める生と死の境界線。その差にサキトは頓着しない。誰よりも傲慢な彼にとってアリスの哲学など毛ほどの価値もないのだと断じる。

「次に君が生きていて欲しいと望む人がいない、というのも間違いだ。少なくともここに一人、アリスが生きていることを望んでいる人間がいる」

「どうして？　どうしてわたしに生きていて欲しいの？」

「約束があるからだ」

「約束？　ああ、四年後のデート？　そんなの気にしなくていいのに。どうせわたしは」

「違う」

　きっとアリスには自分が四年後まで生きている姿が想像できないのだろう。彼女にとってあれは果たせないとわかっていた約束なのかもしれない。サキトとアリスでは約束に対する捉え方が違いすぎる。これはアリスが責任感の欠如した人間というわけではない。サキトの約束に対する執着こそが異常なのだ。

　だが今はそれさえ関係ない。

「俺が言っているのは調つか月つき健けん吾ごとの最後の約束。アリスの力になって欲しいというその約束を果たすためにも、今はまだアリスに死なれるわけにはいかない」

　だからアリスはサキトのどこまでも自分本位な答えに開いた口が塞がらなかった。

「お父さん、が…………」

「ああ。健吾さんは君の幸せを願っていたよ」

　沈黙の帳とばりが病室を満たす。

　だが第三者からの伝聞で覆くつがえるほどアリスの絶望は安くなかった。

「……だけどそれはサキトさんとお父さんの都合で、わたしには関係ないことよね」

「かもしれん。だから賭けをしよう」

　だから意見はどこまで行っても平行線で。互いの妥協点が見つからないのならば、後はもう白黒つけるしかないのだ。

「賭け？　なにを賭けるの？」

「君にはその命を賭けてもらう」

「は？」

　生きろとそういったのはサキトだ。その舌の根も乾かぬうちに命を賭けろというのだから、アリスがその意図を図りかねるのも無理もない。

「いらないんだろう？　ならいいじゃないか。捨てるはずだった、無くなってもいいものを賭けるだけだ」

　借金や生活費ではない無くなってもいい金──この場合は金ではないが、無くなってもいいものを賭けて刹那の興奮に浸る。それはサキトが語った健全なギャンブルのあり方そのものだ。

「……そうね。それもそうだわ。それで？　わたしにだけ賭けさせるわけじゃないんでしょ？　あなたはなにを賭けるの？」

「なんでもいいぞ。好きにしろ。ああ、なんなら俺も命を賭けようか？」

「そんなものもらっても困るわよ。……そうね。わたしが勝ったらサキトさんはもうここには来ないで」

「そんなことでいいのか？」

「いいのよ」

「……わかった。俺が負ければ二度とアリスの前には顔を出さないと誓おう」

　それは絶対の契約だ。もしサキトが負けたのならアリスの下に現れることは二度とないだろう。

「それで？　ゲームの内容はどうするの？　ポーカーでもする？」

「それはもう決めてある。君が生きる意思を失っている原因の一つ、自分の生を望む人間がいないということは俺の存在を以もって解決した。だから──」

　サキトは立てていた指を二本に増やして、アリスの心臓に突きつけるようにして乗せた。

「もう一つの原因であるその心臓。それをどうにかする手段が用意できれば俺の勝ち。できなければ君の勝ちでどうだ？」

「ははっ、無理よ。いくら必要だと思ってるの？」

　鼻で笑うアリスにサキトは片手に下げていたトランクを開いてみせる。

　片手で乱雑に開かれたそれ。ベルトで止められたそこに並ぶ金額は。

「一億ある。後、いくらだ？」

　かつて健けん吾ごを含む五人の命を奪った金。それにサキトは迷うことなく手を付ける。

「け、けど、順番が──」

「問題ない。この世のことはたいてい金で解決できる。ああ、だから、宣言しよう。君の命は俺が貰もらい受ける。これは確定事項だ」

　徐々に早鐘を打っていくアリスの鼓動。それは確かに生きている証あかしだ。

　アリスが胸の上に置かれたサキトの指をそっと握る。

「普通はこういう時、命は大切にしろだとか、諦めてはいけないだとか言うんじゃないの？」

「医者や看護師にでもそう言われたのか？　くだらない。赤の他人の言葉では簡単に変えられないから絶望と呼ぶんだ」

「……どうして、わたしの命が欲しいの？」

「気に入らないんだよ」

　地獄の底から響くような底知れない怒気にアリスがぎょっと身を竦すくめた。

「受け入れることと諦めることは似ているようで決定的に違う」

　前者は健けん吾ごで、後者はアリス。

　健吾は己の全てを賭けて抗あらがい、負けてなおその事実を受け止めながら最期まで前を向いて希望を繋つなごうとした。その命の煌きらめきはサキトを動かし、今こうして彼の望みに王手を掛けている。

　だがアリスは違う。早そう々そうに運命に抗うことをやめ、綺き麗れいに終わることばかりを夢見ている。もしかしたらサキトが知らない頃はアリスも足あ掻がいていたのかもしれない。そうして変わらない現実に疲れ果ててしまったのかもしれない。だが、だとしても、サキトはまだ足りないのだと断じる。

「どうしてそう簡単に諦める？　どうして抗わない？　君にはまだ時間がある。君はまだ生きているんだ」

　それは強者の理屈だ。誰もがサキトのようには在あれない。

　そんなことはサキトにだってわかっている。だから──

「君が生きることを放棄するというのなら仕方がない。俺が奪ってやろう。そして俺がどう使うか決めてやる。俺の所有物を君がどうこうする権利などないのだから」

「…………それは、わたしのため？」

「違う。俺自身のためだ」

　力強く言い切るサキトにアリスが呆あきれたように力なく笑う。

「ひどい人ね」

「知っている」

　サキトもまた嘲るように自虐的な笑みを返す。

「でも、いいよ。賭けに乗ってあげる。────そうね、なら二週間。期限は二週間。それ以上はわたしが耐えられない」

「ああ、それでいい。十分だ」

　サキトは踵きびすを返そうとして、握られた手を強く引かれた。

　柔らかな感触が頬ほおに落ち、囁ささやきが耳じ朶だを擽くすぐる。

「期待しないで待ってる」
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　──興奮はなかった。

　カジノ『ウェルズ』。あの陰惨な井戸の底に、サキトは再び降り立っていた。

　だがそこにかつての期待はない。高揚感もない。緊張もない。

　なにもない。

　今のサキトに余計な感情はなかった。ただ約束を果たすための機械に成り果てている。

　その瞳はどこまでも冷徹で。人間的な温かみは感じられない。

　奇くしくもそれはかつての修しゆう平へいを思わせる姿だった。

　だが当のサキトは気づいていない。未いまだかつてないほどに理想へと近づいていることに気づきもしない。

　当然だ。修平はそんな些事に気を払っていては決して辿たどり着つけない境地にいた。

　だからそんなサキトの様子に気づいたのは、誰よりも彼を見ていたエレーナだった。

「サキト様？」

　会場へと姿を現したサキトに駆け寄り、思わず瞠どう目もくする。

　サキトは異常な雰囲気を纏まとっていた。前回の『ＡｏＮ』で見事勝利してのけた『サキト』。当然もう、誰もがその正体を看破しているだろう。特にこのゲームに熱を入れている人物なら身辺調査ぐらいやってのける。そうなってしまっては、最も早はやエレーナ程度の力ではサキトに群がる人々を抑えきることなどできない。

　だから今日サキトが姿を現せば好こう事ず家かに囲まれるぐらいのことは、エレーナにだって予想できていた。きっとサキトはそういう扱いに慣れていないだろうと、早そう々そうに会場に顔を出して、いち早くサキトをサポートできるように待機までしていた。

　だというのにサキトの下には人がまるで集まっていない。それどころか、誰もが彼を避けるように視線すら送らない。

　それがどれだけ異常なことか。

　彼は決して殺気を振りまいているわけではない。むしろその程度であれば、この場にいる権力者にとっては慣れたもの。平然と近づいただろう。面白半分に声をかけただろう。

　だが違う。サキトが纏まとう雰囲気はただただ異常。言葉ではとても言い表せない。あえて最も近い言葉を探すなら、無。そこにいるのが同じ人間だとは思えない。機械を相手にしているような違和感。

　エレーナが恐る恐るサキトの袖を引いた。

「…………エレーナか」

「は、はい、サキト様。エレーナです」

　抑揚の一切ない声。そこにはやはり人間味が感じられない。

　このままではサキトがどこか遠くへと行ってしまうような気がして、エレーナは引き留めようと必死に縋すがり付く。

　そっと、余計な力を込めることなく振りほどかれた。乱暴にでもなく。優しくでもなく。ただただ路傍の石を除よけるように自然と振り払われる。

　サキトの伽が藍らん堂どうの瞳にはエレーナのことなどわずかたりとも映ってはいなかった。

　そのことにエレーナはただただ愕がく然ぜんとする。

　初めてサキトを『ウェルズ』へと誘った時となに一つ変わらない姿。あの日贈ったスーツに身を包んだ彼は、しかしてその内面を一変させてしまっていた。

「時間だ」

　そう呟つぶやいて、サキトは会話らしい会話一つせずに自ら階下へと降りていく。

　エレーナはただ呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送ることしかできなかった。
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　深呼吸を一つ。奈落の底へとサキトは自ら身を投げ出す。

　以前とは違う。己の意思で地獄へと足を踏み出した。

　潜る。潜る。潜る。

　仄ほの暗ぐらい水の底へと潜っていく。

　エレベーターの到着を知らせる軽快な音が酷ひどく場違いに聞こえる。

　そこは闘技場だった。かつてのローマにあったコロッセオを想像してくれればいい。否いな、室内であることを鑑かんがみればオペラハウスが適切な表現か。この劇場で歌われる演目を鑑賞すべく、客席からは数えるのも億おつ劫くうなほどの人々が役者たちを見下ろしている。

　これからここで起きるのは悲劇だ。そして同時に喜劇でもある。たった一人を残して他の全てが死に絶える残酷な演目シヨウ。されどただ一人だけは全てを手にして願いを叶かなえる。嗚あ呼あ、そう考えてみればその本質はやはり闘技場ということなのだろう。言うなれば劇場で行われるデスゲーム。

　階下。会場に降り立ったサキトは射抜くような視線が向けられるのを感じた。

「やぁ、初めまして。僕は『飛鳥あすか』。源氏名だけどね」

　人好きのしそうな笑みを浮かべる青年が片手を差し出して、そう名乗った。

「飛鳥？　…………まさか、ランキング一位の？」

「ああ、知ってるの？　ということは君が『サキト』かな？」

『飛鳥』。その名前は有名だった。『ＷＴＡ』で幾度となく月間一位を獲得し、今年最も年間一位に近いとされるプレイヤー。結局あれからプレイすることはなく、最終的にランキングから脱落したサキトよりも十倍以上のコインを稼いで一位に君臨している王者。

「どうして俺が『サキト』だと？」

「今回『ＷＴＡ』からの参加組は僕らだけだって聞いてたからね。あれ？　聞いてないの？」

　初耳だった。サキトはエレーナからそんな話は聞いていない。だがどうでもいいことだった。どうせここでは自分以外の全てが敵なのだ。全て殺し尽くすしかないのであれば、誰が敵であっても変わりはない。

「どうやら聞いてなかったみたいだね。……余計なことを言っちゃったかな？」

　失言を後悔するように苦笑いを浮かべる飛鳥だが、それがポーズでしかないことはサキトにも簡単にわかった。

　溢あふれ出る自信が違う。こんな人物は前回のゲームには一人もいなかった。

「なんでそんなことを知っているんですか？」

「ん？　ああ、僕は元々こっちが本業でね。いや、正しくはホストが本業ってことになるんだけど……稼ぎで言えばこれが一番大きいしね」

　言われてみれば確かに飛鳥は派手な格好をしていた。脱色した髪に白いスーツを着込む彼は、サキトとは対称的な出いで立たちだ。

「それでいつも招待してくれる人が教えてくれたんだよ。あの上蔀わしとみ修しゆう平へいの孫が出るぞ、ってね」

「それは──」

「おっと、そろそろ時間だ。行こうか」

　祖父がこの狂った世界に関わっていた。そんな情報を叩たたき込まれたサキトは──一瞬で動揺を押し殺してみせた。

　これはあからさまな揺さぶりである。

　エレーナがそうであったように、ここに集う権力者はプレイヤー情報にアクセスできる。

　むしろエレーナだけが特別だと考える方がおかしい。バックにパトロンのついている飛鳥あすかならば、サキトの情報を調べ上げて揺さぶることも不可能ではない。ならば気を払う必要はないと、その情報を意識的にシャットアウトする。

　なにせこれは今、勝つために必要な情報ではない。真偽など後でエレーナに問いただせば済む話だ。

　眉一つ動かすことなく感情を理性で処理。サキトは変わらぬ無表情ポーカーフエイスのまま席に着く。

　見るものが見れば息を呑のんだであろう。

　今のサキトはまさに、かつての修しゆう平へいの生き写しだった。
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（揺さぶりは失敗、と）

　飛鳥は悠々と腰を掛けカードを吟味するようなフリをする。視線の先には能面のような無表情で淡々とゲームを進めるサキトがいた。

　その堂々たる姿からは緊張も動揺も不気味なほどなにも感じられない。

（それにしても、上わし蔀とみ修平、か…………今さらそんな名前を聞くことになるとはね）

　この業界に生きる者でその名を知らぬものはいない。それが上蔀修平という人物だ。

（最強と謳うたわれたポーカープレイヤーにして、伝説のディーラー）

　曰いわく、ただの一度も敗北したことがない。

　曰く、どんな猛も者さであったとしても敵対すれば一文無しになる。

　曰く、曰く、曰く。

　そんな噂うわさの絶えない人物だが、修平はプロのポーカープレイヤーとして活躍していたわけではない。

　そもそも彼が伝説となったのはプレイヤーとしてではなく、ディーラーとしてだ。ポーカープレイヤーとしても名前が知れ渡ったのは、その余波にすぎない。

　修平はどこかのカジノに勤めていたというわけではなかった。だがカジノ側が対処に負えない猛者が現れると、最後には彼に泣きつく。そうして呼ばれた先で、一切の情け容赦なくそのプレイヤーを丸裸に追い込み叩き潰す。どんなイカサマもテクニックも関係ない。

　強すぎるから来ないでくれとは言えないカジノにとって、最後の砦とりで。

　決して表舞台に立つことなく。名誉も称賛も振り払って。ただ一人舞台裏に君臨した孤高の絶対強者。

　すなわち、『影の王者』。それが上蔀わしとみ修しゆう平へいだ。

（けどねぇ……。金かね本もとさんには気をつけろって言われたけど）

　だが今、飛鳥あすかが対たい峙じしている相手はそんな伝説の存在そのものではなかった。

　サキトは間違いなく修平の手ほどきを受けているだろう。それは前回のゲームを勝ち抜いていることからも明白だし、今飛鳥の目の前でカードを繰る堂々たる姿からもわかることだ。

　だが、だとしてもサキトの実力はまだ修平の域にはない。それは才能がどうこう言う以前の問題。単純極まる時間の問題だ。まだ二十歳にもならないサキトには圧倒的に経験が不足している。

　そしてなにより今回はあくまでもポーカー勝負。サキトはプレイヤーに過ぎない。伝説のディーラーの技術を受け継いでいたとしても、カードを配るわけではない以上、そのテクニックを活いかす機会は乏しい。

　十分に勝ちの目はあると飛鳥は踏んでいた。




　現在、このテーブルについているのは六名。賞金が高いだけあって、ド素人はいない。誰もがそれなりの腕前のプレイヤーだ。だがその中でも抜きん出ているのが、二人。飛鳥とサキトだった。

　今回のゲームは変則的なテキサスホールデムだ。

　一つはゲーム毎ごとにプレイヤーは一定額のチップを支払うこと。ただしこれには選択権が存在する。支払わないという選択も許されているのだ。ただし支払わなかった場合、ディーラーはプレイヤーに対して六発の弾倉に一発だけ弾が入った回転式拳銃リボルバーの引き金を引く。要するにロシアンルーレットだ。実質的に選択権などない。現に飛鳥やサキトを含めたプレイヤーは全員、毎回チップを支払っている。六分の一という確率は命を賭けるには高すぎるリスクだ。

　もう一つは逃亡の禁止。許可なく席を離れた場合、射殺される。こちらはあまりゲームそのものには関係ない。もう一つのルールからチップがなくなったプレイヤーが逃げることを想定した制約だ。チップがゼロではロシアンルーレットを避けられない。観客は無様に命乞いするプレイヤーが無残に殺される瞬間をお望みのようだ。なんとも悪趣味な話。




　ゲーム開始からしばらく。暫定順位は一位、飛鳥。二位、サキト。この二人でテーブルの半数近いチップを保持している。三位の『龍りゆう』と呼ばれた東洋人がその後を追う形だ。

　だが飛鳥あすかは龍りゆうにはあまり注意を払っていなかった。プレイングが荒すぎるからだ。

　強気に賭かけ金きんを上乗せレイズして、周囲を威圧、降参フオールドさせるプレイング。命がかかっている今、誰もが及び腰になりそうな状況で強気のプレイングができる点は評価できるが、逆に言えばそれだけ。あの手のタイプは相手が強気に出ると、あっさりと退ひく。逆に退かなければ本当に強い手札なのだ。手の内が読みやすく、他のプレイヤーからチップを奪いマネーパワーで押しつぶせば容易たやすく崩れる敵に注意を払う必要はない。

「レイズ、４００ドル」

　龍が二枚の手札が配られた時点でいつものように上乗せレイズを宣言。慣れた展開だ。

「フォールド」

　飛鳥は降りた。なにせホールカードが５と２。論外だ。

「…………コール」

　ここでサキトが仕掛けた。ただししばらく考えた上での同額までの追加コール。かなり弱気な選択と言えるだろう。

「ポッドは１１００ドルになりました」

　龍の上乗せレイズ４００ドルに強制ベットスモールブラインド１００ドルと強制ベットビツグブラインド２００ドル、サキトの同額までの上乗せコール４００ドルで１１００ドルだ。

　ブラインドというのはゲーム毎ごとの強制ベットのことだ。ＢＢビツグブラインドはそのテーブルの最低賭金ミニマムベツトを、その隣に座るＳＢスモールブラインドはＢＢの半分の金額を強制的に賭けなくてはいけない。これは全てのプレイヤーに順番に回ってくる役割だ。強いカードがくるまで延々と降参フオールドを繰り返すことで、ゲームが停滞してしまうことを避けるための措置ルールである。今回のようなトーナメントルールの場合、時間経過とともにブラインドは上昇し続け、ゲームを加速させる。

「コミュニティカードを公開します」

　ディーラーの指先が三枚のカードを捲めくる。

「ハートのＡ、スペードのＫ、ハートの６」

「レイズ！　６００ドル！」

　龍が強気に出る。おそらく嘘ブラフではないのだろう。ここは退くべきだ。考えられるハンドはＡかＫを含んでいる。いや彼の性格を鑑かんがみればほぼ確実にＡを持っているだろう。

「レイズ、１８００」

　だがそんな飛鳥の予想に反してサキトは三倍のチップで打ち返した。こうなると彼のカードはＡＡかＫＫ、ＡＫといった強いものだろう。だがそれにしてはさきほどの弱気な姿勢に説明がつかない。Ｋ６などの可能性もあるかもしれない。

「はっはー、いいぜ、コールだ」

「ポッドは４７００ドルとなりました」

　額が大きい。ここで負ければ大きな痛手となる。

「四枚目のカードを公開します。ダイヤの──Ｋ」

　ここで初めて龍りゆうが長考に入った。

「いかがいたしますか？」

「………………チェックだ」

　手番を流すという選択。彼のハンドにＫはない。

「サキト様は？」

「レイズ、１８００」

　手を緩めない。当然だ。Ｋ６ならすでにフルハウス。龍がＡＡだとしても負けない。

「クソッ！　コール！」

　対する龍は熱くなってしまっている。だがその選択は誤りとは言い難がたい。サキトはおそらくＫを握っているが、もう一枚が６とは限らない。龍の手元にＡＡがあるのなら勝機は十分にある。

「五枚目のカードを公開します──スペードのＡ」

「獲とった！　レイズ、オール・イン！」

　ディーラーの指先が最後のカードを捲めくった瞬間、龍は雄お叫たけびとともに全てのチップを叩たたきつけた。

　ここでＡとはなんたる不運。飛鳥あすかは思わずサキトに同情したくなった。龍がＡＡならばフォーカード。ストレートフラッシュの目がない以上、サキトに勝ち目はない。

「受けて立とう。コール」

　だが、サキトは静かに莫ばく大だいなチップをつぎ込んだ。

　ぞわり、と飛鳥の産毛が逆立つ。

　ここで勝負に出られるということは龍の最初に配られた二枚ホールカードがＡＡでないと確信していなければ不可能だ。そしてそのためにはサキトの手札にＡが必要となる。

　だが。だとしたら。なぜサキトは最初に弱気な態度を見せた？　──決まっている。龍を勝負に乗せて殺すためだ。

「ショーダウンです。龍様。手札を公開してください」

　龍の手札はＡ６。対するサキトの手札は──

「ダイヤのＡ、ハートのＫ」

　危険だ。やはりサキトは危険だった。

「おめでとうございます」

　ＡのフルハウスとＡのフルハウスの勝負。役が同じならば二番目のランクのカードキツカーによる判定となる。

　すなわちＫと６の対決。

「サキト様の勝利です」

　その凍りついたような無表情が死神の相貌に見えた。

　彼は、サキトは、──最強に近い手Ａ札Ｋを握りながら、誰にも違和感を与えないほど上う手まく人を騙だませるほどの実力者なのだ。

　この一幕によりいっそう怯おびえを強くしたのが他のプレイヤー。呆ぼう然ぜんとチップがなくなるのを眺める龍りゆう。眉一つ動かさずに淡々と次のゲームに臨むのがサキト。そんなサキトに緊張を押し隠そうと苦笑いを浮かべるのが飛鳥あすか。

　危険な男だ。だがよりにもよってその危険な男こそが最大のチップを抱える現在トップのプレイヤー。

　速やかにサキトの力を削そぎ、対抗できるだけのチップをかき集めなくてはいけない。

　ここからゲームは急激な展開を迎えるだろうことは想像に難かたくなかった。




　──そして、ついにその時が来る。

　銃口を突きつけられた龍が顔面蒼そう白はくで固まる。彼の手元にはチップが一枚もない。

「あ、あぁ…………」

　言葉にならない悲鳴を上げる龍の目の前で──撃鉄が落とされた。

　カチリ。

　軽い音。

　恐る恐る目を開けた龍は自分がまだ生きていることを実感して、崩れ落ちる。

　そして気づいてしまった。この恐怖はゲームが終わるまで繰り返されることを。

　ゲームはまだ序盤。脱落者は龍のみ。ゲームが終わるまでに後何回繰り返される？

　龍はその恐怖に耐えられなかった。

「あぁっ……ああぁぁぁぁぁ！」

　奇声を上げて椅子から転がり落ちる龍がエレベーターへ向かって足をもつれさせながら、駆け出した。

「許可なく離席することは禁じられております。席にお戻りください」

　ディーラーの淡々とした注意。そんなものは恐慌をきたした龍の耳には入らない。ただただ生き残りたい一心で、上階を目指す。

　霞かすむような勢いでディーラーの手が動いた。

　銃声。

　一発しか入っていないはずの回転式拳銃リボルバーの銃口から硝煙が上のぼる。

　後頭部を撃ち抜かれた龍は──死んでいた。

　絨じゆう毯たんに赤い染みが広がっていく。

　悲鳴が上がった。

　だがしょせん飛鳥あすかにとっては見慣れた光景でしかない。だからそのアドバンテージを生かして、そっと気け取どられないようにサキトを盗み見た。

　龍りゆうにトドメを刺したサキトは──その最期を見てすらいなかった。彼の視線はディーラーの手元に固定されている。

　空になった弾倉に銃弾が込められ、ゆっくりと弾倉が回されていく。

「ははっ……なるほど、ね」

　飛鳥のパトロンが注意しろと言うわけだ。

　伝説のディーラーのテクニックを受け継いでいるということだけではない。むしろそんなものは瑣さ末まつ事。なによりもその精神性こそが問題だ。

　サキトは自分の同類。飛鳥と同じ、弱者を騙だまし、足蹴にし、当然のように屍しかばねを積み上げて、酒を呷あおる。そういう人種だと、飛鳥は理解する。

　──ゲームはまだ始まったばかりだ。




　龍が死んでからしばらく。

　予想に反してサキトは静かな立ち回りを見せていた。マネーパワーによる圧殺を選ばない。それどころかゲームを降りることも多く、チップは減る一方。

　現在のチップの推移は一位と二位が逆転。三位以下は繰り上がり。ただしそのうちの一人は──

「飛鳥様の勝利です」

　──たった今、消えた。

　これで再び飛鳥とサキトの立場が再逆転。一位は飛鳥の座になった。だがその差はごくわずかだ。これであとは機会を窺うかがって誰かしらを殺せば優位に立てる。

「──っ」

　一息ついた飛鳥は配られたカードに思わず声が漏れそうになるのを必死に堪こらえた。

　スペードのＡとハートのＡのＡＡ。プレミアムハンドだ。これはテキサスホールデムにおいて最高の勝率を誇る、文句なしの最強の手札。

　勝負を仕掛けるならこれ以上の手はない。どうにかここで誰か一人くらい殺しておきたいところだが、願いも虚むなしく、獲物はあっさりとその手から逃れてしまった。

　となれば後はサキトだけだが、チップの総量が問題だ。

　飛鳥とサキトのチップの総量は拮きつ抗こうしている。オール・インに持ち込めば倒せないこともないが、万が一負ける可能性を考えるとあまりにもリスクが高い。それよりは他のプレイヤーを潰して資金を稼ぎ、マネーパワーで圧殺する。その方がよほど理にかなっていた。

　そしてそれはサキトにとっても同じことが言える。だからサキトも乗っては来ないだろうと、飛鳥はこのプレミアムハンドが使えないことに落胆した。

　ひとまず飛鳥あすかはディーラーにロシアンルーレット分のチップを支払う。そして様子を見るためのコール。今回の半額の強制ベットスモールブラインドは飛鳥。強制ベットビツグブラインドはサキトだ。

「サキト様の手番です。チップをお支払いになりますか？」

　その瞬間。飛鳥は目を疑った。サキトはディーラーの問いかけに首を横に振ったのだ。チップに余裕のある今、ありえない選択。

　上階、観客の中から甲高い女の悲鳴が聞こえた。

　ディーラーが引き金を引く。その結果は──

「レイズ６００」

　──無事。銃弾は発射されなかった。

　それにしてもすさまじい胆力だ。サキトは銃口を見てすらいなかった。飛鳥の背筋が震える。そして、気づいた。チップの量が逆転していることに。サキトはその命を賭けて、わずかな差を埋めに来たのだ。

　おそらくサキトのカードは相当に強いのだろう。でなければ今の行動に説明がつかない。

　この一撃で飛鳥を殺す。そんな決意が透けて見える一手。

　飛鳥は内心でほくそ笑む。手元のカードはまるで天が味方したかのように最強の二枚ＡＡだ。サキトの度胸も目もく論ろ見みも破綻することは目に見えている。あるいはサキトもＡＡなのかもしれないが、そうだとしても引き分け。ここで勝負を仕掛ける以外の手はない。

「コール」

　ポッドは１８００ドル。飛鳥にとってもサキトにとってもたかが知れている額。この程度では物足りない。せめて１００００ドルクラスの勝負がしたいところだ。

　だからここはあえて弱気な選択コールで。飛鳥は勝負に乗るかどうか迷っているフリをする。

　このゲームでは強い役を作るだけでは勝てない。相手にもそれなりに強い手を作らせて、最後の最後まで自分の方が強いと誤認させることが大切なのだ。そうでなければ相手は早そう々そうに勝負を降りてしまい、結果としてわずかなチップしか得られない。

「ではコミュニティカードを公開します」

　如い何かに最高の二枚を揃そろえているとはいえ、これから開く三枚次第で逆転されることだって珍しくはない。

　運命の瞬間。固唾かたずを呑のんでディーラーの指先に注目する。

「ダイヤのＡ、ハートの６、ハートの７です」

　──勝った。

　公開されたカードを見た瞬間、飛鳥は勝利を確信した。

　手札はＡが二枚。場に一枚。これでＡのスリー・オブ・ア・カインドだ。サキトがなにを持っていても現段階では勝ち目はない。

　なによりこれでサキトの手にはＡＡがないことが証明された。ジョーカーを採用しないこのゲームでは、Ａは最大でも四枚しか存在し得ない。

「レイズ９００ドル」

　サキトは一歩、また一歩と崖に足を運ぶ。その足を滑らせることになるとは知らずに。

　飛鳥あすかは余裕を持ってゆっくりと長考する。

　この三枚のカード。まともな強さを持っているのはＡのみだ。６、７どちらか、あるいは両方が手札にあったとしても降参フオールド一択の弱い手札。最初にレイズに踏み切るような選択はありえない。いいや、それどころか、サキトはこのゲームで飛鳥に優位を得るために１／６の確率に文字通り命を賭けたのだ。その強気な選択からサキトのカードはＡとＸなにかだとわかる。このＸの内容は不明だが、ＫあるいはＱといった最強に準ずる手札である可能性は大いにあるだろう。問題はこのＸが６、７のどちらかであった場合。この場合次の一枚によっては逆転負けもありうる。

　しかし、それがどうしたというのだろうか。現段階では最高でもツーペア。ここで押しつぶす以外の選択はありえない。

「レイズ２７００」

　ここで降りられても仕方がない。そんな覚悟をもって飛鳥は三倍のチップで殴りつける。

「コール」

　だがサキトは退ひかない。これで彼の手札がＡと６、７のどちらかという可能性が強まった。

　ポッドが膨れ上がっていく。だがまだだ。まだ足りない。もう一声欲しい。そうすればお互いの立場は逆転が不可能なほどの差が開く。

「四枚目のコミュニティカードを公開します」

　余程のことがない限り負けはない。問題は６、７のどちらかが出た時。

「スペードの──８」

　飛鳥の背中を冷や汗が伝う。ニアピンだ。危なく負けの目が見えるところだった、と安あん堵どして、直後に悪寒が駆け巡る。

　スケアカードだ。

　それはポーカーにおいて負けの可能性が発生したカードのことを指す。

「ではサキト様。アクションをどうぞ」

「レイズ３６００」

　サキトは躊ちゆう躇ちよなくチップの山を崩した。

「…………っ」

　６、７、８と三枚並んだカード。もしこれでサキトの手札がＴ１０９か９５、５４ならストレートが成立。飛鳥の敗北となる。

　──いや、違う。それは間違っている。

　それでは共通コミユニテイカードが開かれてからの行動が理解できない。どちらもかすりもせずに次に８が来る以外には負けるしかなかった。その状況ではリスクを鑑かんがみて降りるフオールドしかない。

　ところが共通コミユニテイカードが開かれてから最初にサキトが取った行動は上乗せレイズ。であるならばこの三枚のうちのどれかがサキトを攻勢に踏み切らせたのだ。サキトの手札にはＡがある可能性が高い。あくまで可能性だけならＫ６なども考えられるが上乗せレイズに同額コールを返すには６にしても７にしてもいささか弱すぎるし、どちらにせよＴ９は関わらない。結局共通コミユニテイカードが開かれた段階での彼の行動こそがＴ９を否定している。

　なによりサキトはこの一戦に命を賭けたのだ。それもカードが配られた段階で。それはたかがＴ９や９５、５４に賭けるにはあまりにも大きなリスク。

　つまりこの上乗せレイズは壮大なブラフ。ならば相応の礼儀でもって返すべきだ。

「レイズ、オール・イン」

　大金でもって虚勢を消し飛ばす。これもまたポーカー。

「コール」

「…………は？」

　その選択はあり得ないはずだった。

　飛鳥あすかがオール・インを選択した今、ブラフで降参させることはできない。ならばここでサキトがオール・インに乗る意味なんて一つしかない。

　──サキトの握るカードはＴ９、９５、５４のどれかだ。

　もちろんサキトがＡと６、７、８のどれかでツーペアを作り、勝ちを確信している可能性もある。だが彼はそんなに甘い男だろうか。

　ここでの飛鳥のオール・インは実質的に手元の二枚ホールカードがＡＡであると宣言してしまっている。

　これが飛鳥がチップの総量で大幅にリードしているならばブラフという可能性もあった。ＡＡでこそないが、Ａと６、７、８のどれかという手札なら十分有り得る選択だ。だが、ここで負ければ後がない状況でそんなブラフに全てを賭けるはずがない。

　ポッドにこのテーブルのチップの大部分が集まる。

　どちらにしてもこれで勝負が決まるだろう。勝ったほうが残るプレイヤーを大金で消し飛ばしてゲームエンドだ。

　最も早はや、テクニックや駆け引きが介入する余地はない。ここからは純粋な役の強さでゲームは決まる。勝負は五枚目のカードに委ねられた。

「カードを公開なさいますか？」

　すでに残る三名のプレイヤーはゲームから降りてしまい、片方のプレイヤーはオール・イン。これ以上賭かけ金きんの上乗せは発生せず、駆け引きもあり得ない。

　よって観客の盛り上がりのためにも、どちらが優勢かわかりやすくするために公開を求められたのだろう。

　もったいぶる意味もない。飛鳥あすかは表にしたトランプを投げ捨てる。

「スペードのＡとハートのＡ」

　観客のどよめきが階下のここまで聞こえてくるが知った事かと吐き捨てる。飛鳥は今まさに命が賭かっているのだ。

　同じく命を賭けているはずの男の表情を窺うかがう。しかし読めない。勝っているのか、負けているのか。無表情ポーカーフエイスのサキトからはなにも読み取れない。

「サキト様はいかがいたしますか？」

　軽く首を横に振って拒否。自分だけでゲームを楽しむつもりなのだろう。嫌なヤツだ。

「では、五枚目のコミュニティカードを公開します」

　ディーラーの指が最後のカードに触れる。

　運命の分岐点。

　ここで負ければ全てが終わってしまう。

　勝てば全てが得られる。

　そんな瞬間。

　ギャラリーもプレイヤーも誰もが固唾かたずを呑のんで見届ける。




「ハートの──８」




　柄にもなく勝利の女神とやらに感謝したい気分だった。

　──勝った。

　フルハウスだ。

　これはストレートやフラッシュよりも強い役。サキトがＴ９だとしてもＴ９８７６のストレート。飛鳥が勝つ。

　サキトがＡ８だとしても８のフルハウス。Ａのフルハウスである飛鳥の勝利。

「飛鳥様のＡのフルハウスが確定しました。サキト様、カードを公開してくださいますか？」

「わかってる」

　サキトが抑揚の感じられない声で了承の意を示す。

　なぜそうも冷静でいられるのだろうか。

　最も早はや、飛鳥の勝ちは明らかで、それはこのゲーム全体の勝敗すら決まったも同然だというのに。それなのに──どうしてそんなにも興味がない？

「片方は──ハートのＴ」

　サキトはもったいつけて一枚ずつ公開する。

　やはりＴだった。飛鳥あすかには理解できない狂気のプレイング。だがその選択はＡＡをここまで追い詰めたという意味では、賞賛に値する。

「もう片方は──ハートの９」

「は、……あ」

　と、という言葉は音にならずに消えた。

　全て同一のスートで連続したランクの五枚。それは──

「サキト様のストレートフラッシュが確定しました。サキト様の勝利です」

　完全に頭から抜け落ちていた可能性。全てハートで揃そろえるフラッシュ。飛鳥がハートのＡを握っていたからこそ真っ先に切り捨てた可能性。それが今、牙を剥むいた。

　全身の力が抜けて、その場に崩れ落ちる。

　最強の二枚でも敗北することはある。それは事実だ。だがなにも今日でなくともいいじゃないか。

　チップをかき集めるサキトの視界には、最も早はや敗北者のことなど映りもしていないのだろう。




　その表情は仮面の如ごとく。

　その振る舞いは機械の如し。

　ただ淡々と願いを刈る執行者。

　積み上げた屍しかばねの上に君臨する王。




　その姿を前にして泣き言すら許されず、ただ格の違いにひれ伏す他はない。

　飛鳥の口から乾いた嗤わらいが溢こぼれる。命運は尽きた。残るプレイヤーは三人。飛鳥にできることはロシアンルーレットでハズレを引いてしまう前に、サキトが残るプレイヤーを圧殺してくれるようにと祈ることだけだった。





　　　　♠　♡　♣　♢






　──酷ひどい吐き気がした。

　サキトはただ一人の勝者として上階へと帰ってきた。

　酷使された脳が悲鳴を上げて頭蓋の内側でタップダンスを踊っている。そのすさまじい頭痛に耐えかねたように視界が揺れた。

　両足が地面についているのかどうか。それすらもわからない。崩れ落ちそうになる身体からだをほとんど意地だけで保っているのも限界だった。

　意識が暗転する。直前。心地よい仄ほのかな甘い香りがした。

　重たい瞼まぶたを無む理り矢や理りに持ち上げると、そこにはそっと寄り添うようにサキトを支える少女がいた。エレーナだ。

　彼女はその華きや奢しやな身体からだでサキトを正面から抱きとめるように立っている。

　せめて負担を軽くしようと二本の足を意識しようとして、失敗した。それほどまでにサキトは疲弊しきっていた。

　無理もない。

　サキトはあくまでも一般人なのだ。目の前で人が射殺されるような光景など見たこともない。その精神にかかる負担は想像を絶する。

　だが弱音を吐くことも許されない。なぜならこれは彼が選んだことだからだ。他ならぬサキト自身が命を秤はかりにかけた結果。

「サキト様！　どうして……どうしてあんな無む茶ちやをしたんですか！」

　心地よかったはずのエレーナの少し高い声音が今だけはどうしようもなく耳みみ障ざわりだった。

　脳がかき回されたように疼うずく。

「無茶、とは……？」

「銃です！　なんで……どうしてあんなむやみに命を賭けるようなことを」

　エレーナの語気が尻すぼみになっていく。そこにはただただサキトの身を案じる気配しかない。だからこそサキトは朦もう朧ろうとする頭で素直に答えた。

「無駄じゃない。必要があったからそうした」

「必要って！」

「そもそも俺は命なんて賭けてない。あの一発は絶対に発射されない」

「え？」

　目を丸くするエレーナだが、サキトの霞かすむ視界にはその様子がぼやけてしまう。

「あの時……龍りゆうという男に使って、銃弾が本物であることを知った。そしてあのディーラーは五回、龍に最初に撃った一発を含めた六回で全ての弾倉を使った。あの銃には本当に一発の弾丸しか入ってなかったんだ」

「けど、その後弾を込めたんじゃ……」

「ああ。だけどディーラーは弾を込めた時にしか弾倉を回さない。だから俺はずっとディーラーの手元だけを見ていた」

　そう。だからサキトは龍の死には目もくれず、ただディーラーがどこに弾を入れて、どこまで回すのか。ただそれだけを見ていた。

　常にイカサマを警戒するサキトは、カードを配るディーラーから目を離すようなミスを犯さない。修しゆう平へいによって鍛え上げられた注意力（or動体視力）でもって、わずかな行動さえも見落とさないのだ。

「で、ではサキト様は自分が絶対に死なないとわかっていて？」

「ああ」

　だが、だ。そんな理屈を知らないエレーナからすれば心臓が止まりそうなほどの恐怖だったのだ。思わず文句も言いたくなる。

「むぅ」

　だがサキトの実力を盲信するエレーナには、その戦略に口をはさむことなどできない。

　だからこうして心配と不満をアピールするのが精一杯。

「まぁ、大した意味はないんだが」

　そんなエレーナの心情など気にもとめずにサキトはあっけらかんと言った。

「あんなものただのパフォーマンスだ。そもそもあそこでチップの量が逆転しなくても、俺が勝つことは決定されていた」

　あのゲームを制するのがサキトであるならば、ロシアンルーレットを回避するためのチップ一回分の差で飛鳥あすかが生き残ったとしても、次の支払いで飛鳥は詰む。だからあのパフォーマンスにはゲームそのものへの影響はない。

「なら、どうして？」

「飛鳥の思考を誘導するためだ」

　サキトは命を賭けるに値するカードを持っている。そう思い込ませることで、飛鳥の行動を制限したのだ。

「あのまま普通にゲームを進めたのなら最後に必ず俺と飛鳥の一騎打ちが待っていた」

「それでもサキト様ならば勝てたのでは？」

「あくまで一対一。それも同じチップの量なら、ほぼ間違いなく俺が勝っただろうな」

　だが今回は違う。

「もし他のプレイヤーのチップを根こそぎ飛鳥が奪う展開になったなら……勝負はわからなかった」

　これはただの言い訳だった。

　より正確に言えば、ゲームの運営との関係を明言していた飛鳥に対して有利な展開をディーラーが仕込むことこそを、サキトは警戒していた。だから他のプレイヤーという不確定要素があるうちにサキトは飛鳥を仕留めかったのだ。

「すべて……すべて、サキト様の手のひらの上だったのですね…………」

　そう。結局のところ、このゲームもまたサキトによって支配されたゲームだったという話。

　この圧倒的な実力こそが修しゆう平へいによって鍛えられたサキトというポーカープレイヤー。

　もっともサキトの力は修平には及ばない。その差を埋めるための無理が、この惨状の半分を担っている。

「エレーナ……頼みがある」

　それでもサキトにはまだ倒れるわけにはいかない理由があった。

「はいっ、なんですか？　なんでも言ってください！」

　先程までから一転。機嫌を直したエレーナがサキトに抱きついたまま笑顔で快諾する。

「車を回してくれ。……行かなくちゃいけないところがあるんだ」

　疲弊しきった身体からだに鞭むちを打つ。だが眼光だけは確かに前を見据えていた。
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「………………結局来なかったわね」

　灯あかりの消えたウミマチ総合病院。その長期入院患者用病棟の一室を窓辺から差し込む月明かりだけが照らしていた。

　金髪碧へき眼がんの少女がベッドに腰をかけて力なく笑っている。その痩身は少しでも力を込めれば簡単に折れてしまいそうなほどに頼りない。

「あ、そっか。わたしの勝ちなら会いに来れないんだっけ」

　サテンを生地に選んだゆったりとしたデザインの白い衣装は、死を待つだけの少女が持つ独特の儚はかなさと相まって、嫌に似合っている。

　かれこれ数時間。ふとした瞬間に霞かすみのように消えてしまいそうな少女は、壁にかけられたアナログな時計と病室の扉の間で視線を往復させていた。

「あと一時間、かぁ……」

　彼女が待つのは一人の青年だ。二週間ほど前に少女に無謀なゲームを申し込んだ青年。

　そんな彼に少女が告げた期限はわずか二週間。元々達成困難な課題に拍車をかけた形だ。少女自身とて、青年が勝つとは思ってもいない。それでも彼ならば、と期待してしまうのは我わが儘ままだろうか？

「イヤな女ね。わたし」

　衰えていく自分を見られたくない。だけど会いたい。会って話がしたい。

　矛盾する二律背反の願望。

　それでいてわざわざ足を運んでくれた相手に八つ当たりのように甘えるのだから擁護のしようもない。

「ふふっ。少しは楽しそうにしなさいよ」

　スマートフォンに表示された一枚の写真。そこには少女を抱き寄せて涼しい眼まな差ざしをカメラに向ける青年の姿と、対照的に顔を真っ赤にして身を縮める少女が写っていた。

　少女の名を調つか月つき亜ア麗リ朱ス。心臓に欠陥を持ち、その生命を危ぶまれている。そしてそんな彼女を救わんとした青年の名を上蔀わしとみ[image: ]さき人とといった。

「君にはその命を賭けてもらう、か……」

　表面上はとても物騒で、それでいて裏に隠された思惑はとてもとても甘いそのセリフ。

　絶望の淵ふちに佇たたずむアリスが自暴自棄に身を投げないように縛る鎖。それがあの夜の正体。

　なんともまあ気取った言い回しだ。彼の言い分は要約してしまえば「諦めるな」の一言で済んでしまう。

「カッコつけたがりなんだから」

　意外でもなんでもなく。上蔀わしとみ[image: ]さき人とという人物は我わが儘ままで、傲慢で、自己中心的な性格だ。

　少なくともアリスはわずか数度の邂かい逅こうを経て、そんな漠然とした認識を抱いていた。

　だから彼の振る舞いは常に独善的だ。自分がそうしたいと、そうすべきと感じたから。ひいてはそうすることが正しいかつこいいと感じたからそうする。そういう困った性格をしている。

「ほんっと、ひどい人ね」

　悪態をつく口は柔らかく緩んでいた。髪と同じ色素の薄い金糸のような睫まつ毛げが震え、翠すい玉ぎよくの瞳が潤うるむ。細い指先が愛いとしげに預けられたトランクを撫なでた。

　デートに誘われた時、どんなに嬉うれしかったか、彼は知りもしないだろう。

　精一杯のおしゃれを褒めてもらえるか、どんなに不安だったかなんて、彼は知りもしないだろう。

　夜の展望台で突然抱き寄せられて、どんなに緊張したか、彼は知りもしないだろう。

　きっと彼の思考回路では受け取る側がなにを感じるか、という点は一切考慮されない。

　そのあり方は酷ひどく独善的で──傲慢だった。

「ダメならダメで連絡ぐらいしてくれればいいのに」

　彼が他者からの認識というものに頓着していないことは、学校があるはずの平日に平然とアリスに会いに来ることからも明白だ。

　無論、褒められれば喜びはする。だけどそれだけだ。称賛されても、非難されても、彼の行動が変わることはない。もしサキトが心変わりすることがあるとすればそれは彼自身が別の答えを見つけたときだけだろう。

　だからサキトにはわからない。連絡がない。ただそれだけのことが、どれほど他人に不安を与えるかなんて考えもしないのだ。

「あーあ…………こっちから連絡すればよかったのかなぁ」

　手元のスマートフォン。着信通知はゼロ件だ。父もいない今、かかってくるとしたらサキトしかいない。そして肝心のサキトがこういった性格では着信などあるはずもなかった。

　アリスが自分からかけるという発想をするのはなにも初めてのことではない。ただここで電話をかけるというのはサキトのことを信じていないようで気が引けたのだ。父を喪うしない、余命も迫って、自暴自棄になっていた時とは大違いであると人知れず笑みが溢こぼれる。

「ダメ男にひっかかるってこんな感じなのかな？　…………もしかしてわたしって安い女？」

　十六年と少しの短い人生では得られなかった経験に自分を当めて嵌はめてみて苦笑した。

　もう間もなく日付が変わり、約束の時は過ぎる。

　傍かたわらに置かれたナイフを手に取った。

　この一週間でアリスが定めた上蔀わしとみ[image: ]さき人との人物評価に最後の一言を付け加えなければいけないようだ。




「────嘘うそつき」

　瞳を閉じて喉元にナイフの刃を突き立てる。




「──誰が嘘つきだって？」




「え？」

「ギリギリだけど、間に合ったな」

　日付が変わる。

「……サキトさん、なの？」

　驚きよう愕がくのあまり、喉元にナイフを突きつけたままのアリスが声を震わせる。

「他に誰がいるんだ？」

[image: ]

　月明かりがスーツに身を包んだ男の素顔を照らしてみせた。

「とりあえずそのナイフは下ろせ。手元が狂いそうで怖い」

　サキトは無遠慮に室内へと押し入るとぞんざいに椅子を引っ張り出して勝手に座る。

「おい、アリス。茶」

「え？　あ、うん…………って違う！」

　突然現れて傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞うサキトにアリスは困惑や歓喜、悲嘆、その他様々な感情が混ざりあったまま叫び声を上げる。

「なんだよ、ここってお茶もないのか？　じゃあ水でいいよ水で。時間ギリギリで走ってきたから喉乾いたんだ」

　言われてみればサキトにしては珍しいことに、表情を取り繕うこともなく息を切らせて肩で呼吸をしていた。顔色は青白いを通り越して土気色で、有あり体ていに言って死人のような有様だ。アリスなどよりも遥はるかに死にそうな顔をしていた。

「ちょ、ちょっと！　大丈夫なの？」

「大丈夫じゃない。だから水。はよ」

　アリスは釈然としない思いはそのままに冷蔵庫からペットボトルを取り出して手渡す。

「サンキュ」

　サキトは受け取るや否いなや浴びるように一気に呑のみ干ほした。

「…………なにしに来たの？」

　アリスはサキトが落ち着くのを待って、目下最大の疑問を投げつける。

「なにって、一つしかないだろ？」

「……自殺はやめろとでも言いに来た？」

「アリスが自殺するつもりなら、当然」

　理不尽極まりない態度にアリスは怒鳴りつけようとして、逆に冷ひや水みずを浴びせられた。

「アリスの命は俺のものだ。勝手に捨てるなんて許せるわけがない」

「まだそんな冗談言ってるの？」

「冗談？　なんのことだ？」

　アリスの心がわずかに期待で揺れる。

　普通はいくらお金を持っていようともただの学生でしかないはずのサキトが本当に心臓を治せる手段を用意するなんて信じられるはずもない。それでもアリスは細い、あまりにも細いその希望に縋すがるようにしてこの二週間を耐えたのだ。

「こっちが手術の同意書。で、こっちが手術費用。あとはアリスがサインするだけでいい」

　だからサキトが小切手をテーブルに乗せた時、言葉を失ってしまっても仕方がないのだ。

「え？　ほんとに……？」

「失礼な。全部本物だ」

　サキトはそう嘯うそぶいて驚きよう愕がくの連続に固まるアリスを満足気に眺める。

　アリスが下した上蔀わしとみ[image: ]さき人とという人物の評価は概おおむね正しい。

　彼はどうしようもなく独善的で。どうしようもなく傲慢な人物だ。他者からの認識に興味はなく、他人の感情を慮おもんぱかるなんて器用な真ま似ねは大の苦手。

　ただ一つ欠けていたのはそんな人格を形成するに至った要因。

　上蔀[image: ]人という人物は。己の理想を実現できてしまうだけの能力を持っていたからこそ、こうまで独善的で傲慢なのだ。

　どんなに迷っても。どんなに苦悩しても。一つ、こうすると心に決めてしまえば、手段の善悪を問わず機械のように遂行する。

　それが上蔀[image: ]人という人物だった。

「ん？　確認しなくていいのか？」

　とはいえ、だ。

　サキトの内面がどのようなものであれ、その影響を受ける人物にとってはその言動こそが全てである。

　今回の例で言うのならアリスにとってサキトは、頼るべき者を失って自身の将来にすら希望を持てない絶望の中で、手を差し伸べてくれた人に過ぎない。

「おっ、と」

　サキトは椅子に腰をかけたまま、飛び込んでくるアリスを受け止める。

　小刻みに震える肩と、時折聞こえてくる嗚咽おえつ。これだけヒントがあればサキトにもどうするべきかはわかる。

　月明かりが差し込む窓際で。

　サキトは静かに泣き続けるアリスに胸を貸し続けるのだった。
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　サキトの手によってアリスの未来が続くことが決まった翌日。アリスは今までずっと目を逸そらしてきたことに向き合っていた。

　手術の段取りは全てサキトに任せてある。というよりもサキトがそうすると言って聞かなかった。もっともあの自暴自棄になっていたアリスの姿を見られているのだ。やっぱりやめたなどと言い出さないか心配なのだろう。

「まったく、もう。お人ひと好よしなんだから」

　アリスは高鳴る鼓動とニヤつく頬ほおを押さえる。興奮しすぎて死にました、なんて笑い話にもならない。

　しばしの間、サキトに強引に手を引かれた思い出を楽しんで、アリスはもう一つの現実に目を落とす。手元にあるのは保険屋の金かね本もとという人物が置いていった資料。アリスの父である健けん吾ごの死亡保険金に関する資料だ。

　少し前までのアリスは絶望のあまり自分のことしか考えられなくなっていた。そのため健吾に関する話を全て放り出してしまっており、葬儀すら未いまだに執り行っていない。

「はぁ……ほんと親不孝な娘よね」

　もう健吾の死を知ってから二週間以上が経過している。アリスは一瞬、サキトが手配してくれていないだろうか、と期待してしまって、そんな自分を恥じた。

「いつからこんなに弱い女になっちゃったんだろ」

　溜ため息いきも漏れようというものだ。

　アリスは父子家庭だった。父親は仕事に出ていることが多く、それだけに自分のことは自分でやるという癖がついている。だから少なくとも、アリスは軽々に人に頼るような人物ではなかったはずだ。

　だというのにこれはなんという有様だろうか。

　サキトが現れてからというもの、どうにも調子がおかしい。自分の目がついついサキトを探してしまっていることをアリスは自覚していた。

「いやいや、そんなまさか、ね？」

　そんな心境に心当たりはあった。あったが、それはないと自らに言い聞かせるように首を振る。

「そもそもサキトが悪いのよ」

　どんな難題でも顔色一つ変えずに簡単に飄ひよう々ひようとこなしてしまう青年。なにもかも諦めていたはずのアリスを病室から連れ出して、ついには心臓の手配までしてしまった彼。

　サキトはあまりにも頼りになりすぎた。それこそ彼には不可能などないのではないだろうか、と思ってしまうほどには。

　だからつい頼りたくなってしまうのも仕方がないことなのだとアリスは誰も聞いていない言い訳を並べる。

「だいたい、かっこつけだし、気は利かないし、強引だし」

　だがその無遠慮さがアリスを救ったのは事実だ。もし彼が普通の青年だったなら、アリスの拒絶を踏み越えては来なかっただろう。よしんば踏み越えられたとして、その命を繋つなぐことなどできはしなかった。

「そ、そもそもわたしはもうサキトの物らしいし？　だからちょっと気になっちゃってもしょうがないっていうか…………はっ」

　いつの間にか身振り手振り言い訳をしていたらしい。落とした資料が床に広がる軽い音で、アリスは我に返った。

「あちゃあ……やっちゃった」

　床にぶちまけられた大量の資料。これを拾って、順番に並べ直す手間を考えると頭痛がしてくる。だがこのまま放っておいてもなにも解決はしない。むしろ紛失でもしようものなら大惨事だ。それこそ大変なことになってしまう。

　溜ため息いき混じりに一枚一枚拾い上げていく。

「あれ？」

　その内の一枚がアリスの目についた。

「海難事故？」

　それは健けん吾ごの死。その死因に関する参考資料。

　だがそれはおかしい。おかしいのだ。健吾はただの会社員のはずで。間違っても船になんて乗らない職業だった。

　ああ、だけど、とも思う。最近、健吾はアリスの下へ訪れる頻度が激減していた。てっきりそれは仕事が忙しいのだと思っていたが、もしかしたらそれだけではないのかもしれない。健吾はアリスの治療費を稼ぐためになにか別の仕事までしていたのではないか。そんな予感がした。

　アリスの知る健吾という人物は良くも悪くも普通の人だ。サキトのようにたった二週間で億を超えるお金を用意してしまえるような人ではない。

　だが娘のために仕事を増やす、ぐらいのことはしてもおかしくない人でもあった。

「お父さん……」

　向けられていた愛情の大きさに、枯れたはずの涙がまた溢あふれてくる。

　掻かき集めた資料にはその最期に関して詳しいことは書かれていない。

　ならば知っていそうな人物に聞くしかないだろう。

　アリスは放置されていた金かね本もとの名刺に手を伸ばした。
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「そういえば、健けん吾ごさんのご遺体はどうなってるんだ？」

　アリスが金かね本もとに電話を掛けている頃。サキトもまたエレーナに同様の話題を振っていた。場所はエレーナの自宅。アリスの手術の手配について報告を受けるための訪問だった。

「さぁ？」

「さぁって、お前な……」

　タワーマンションの最上階。窓から見下ろせる街を背景に、サキトが顔をしかめる。

「いえ、本当に知らないんです。嘘うそなんてついてませんよ？」

　なにがそんなに嬉うれしいのやら。ニコニコとお茶を振る舞うエレーナは、サキトの疑問に答えるべく、ティーカップをテーブルにそっと置いた。

「嘘は、な。でも隠してることはあるだろ？」

「ええ。もちろん。乙女ですから秘密の一つや二つは許してくださいよ」

　サキトは溜ため息いきをつく。エレーナの場合、隠していることは乙女の秘密なんて可愛かわいらしいものではない。サキトに『ＡｏＮ』への参加を依頼した際に隠していたエレーナが背負うリスクなど、クリティカルなものばかりだ。

「あ、でも、健吾さんについては本当になにも知りませんよ。そもそも今、どうなってるのかも知りませんし」

「…………どういうことだ？」

「ですから彼がまだ生きているのか。それとも死んでいるのか。どこぞの好こう事ず家かに買われたのか。あるいは材料として消費されたのか。そのあたりのことも私は知らないんです」

　管轄外ですし、と欠片かけらほどの興味もないのだと態度で示すエレーナ。だがそれを聞いたサキトの動揺は計り知れなかった。

「おい、待て……健吾さんは、生きてる、のか？」

「ですから知りませんってば」

　それはきっとエレーナにとってどうでもいいことなのだろう。だがサキトにとってはそうではなかった。

「アリスは健吾さんが死んだと言っていた」

「はぁ、そうですか。なら死んでるんじゃないでしょうか？」

　気のない返事。だがサキトはそんなエレーナの様子にはわずかたりとも意識を払っていなかった。彼はエレーナに話しているようで、話していない。自らの中で情報を整理しているだけだ。

「そうだ。アリスは健吾さんが死んだと言っていたんだ。それを知ってあんな風になってしまったんだ」

　サキトはアリスが自暴自棄になっていた姿を覚えている。あれはとても噂うわさを聞いたなんてものではなかった。なにか確たる情報、少なくとも信ずるに値する情報を得ていなければ、ああまで取り乱しはしないだろう。だが──

「アリスはどこで健けん吾ごさんの死を知った？」

　そう。人体実験で亡くなったとしても。好こう事ず家かに買われて行方不明になっていたとしても。どちらにしても、そんな死因は公表できない。

「エレーナ。『ＡｏＮ』で死んだ場合。遺族にはなんて伝えられる？」

「その時々によりますが……たいていは行方不明扱いにしますね。この国でも何万人もの人が毎年行方不明になってますし」

　そうだろう、とサキトは納得する。

　日本の年間行方不明者は八万人に上る。そこに数名を混ぜることは彼らには簡単なことだろう。なにより証拠が何もなくてもいいというのが都合がいい。銃殺された遺体なんて表に出そうものなら、騒ぎになる。

「ああっ、クソッ！　どうして気付かなかった！」

　そう。だから、おかしいのだ。アリスが健吾の死を知ることなどあるはずがない。『ＡｏＮ』について知る人物が吹き込まない限り、健吾はただの行方不明者に過ぎないはずなのだ。

「エレーナ。大至急、健吾さんが今どうしているのか調べてくれ。それとアリスに余計なことを吹き込んだヤツが、どこまで伝えたのかも」

「え？　え、ええっ？　それは構いませんが……サキト様は？」

　慌ただしく席を立つサキトに、エレーナは目を丸くする。

「アリスのところへ行ってくる。……くそっ、誰だか知らんが余計なことを」

　サキトは全て自分が抱えたまま、アリスにはなにも知らせるつもりはなかった。

　全てを知ったアリスに恨まれるのは構わない。憎悪の矛先を向けられることはサキト自身当然の報いだと受け入れている。

　だが行方不明のようにまだ父が生きているのかもしれないという希望もなく、かといって思いを向ける遺体もなく、その下にはなにも埋まっていないなどという救いのない墓だけを押し付ける。そんな結末だけは認められなかった。

　死者は語らず。嘆かず、悲しまず。願わず、祈らず。ただ騙かたられるのみ。

　ならばアリス生者のために健死吾者には騙られてもらう。サキトはそんな決定を下すことに躊躇ためらいはない。

　だからサキトは全てが手遅れとなる前に駆け出す。

　もう間に合わないのだと、薄々勘付きながら。
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　駆けつけた病室。開け放たれた窓からは海風が吹き込み、カーテンを揺らしている。

　だがそこにアリスの姿はなかった。

　代わりにテーブルの上には一枚の招待状が置かれている。

　真っ黒な招待状。

　宛名は──




　──『上蔀わしとみ[image: ]さき人と様』
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　招待状に記載されたゲームの日。サキトはカジノ『ウェルズ』へと降り立っていた。

　心の整理なんてついているはずもない。あるのは困惑と、それを飲み込んで余りある憤怒だ。だがだからと言ってサキトには招待状を無視することなどできない。

　あれからサキトはアリスに何度も連絡を取ろうと試みたが、その悉ことごとくが失敗に終わっていた。電話は繋つながらず、メールに返信もない。

　まるで人質だ。アリスがどうなったのか。安否一つわからないままサキトは舞台に立つことを余儀なくされている。全て糸を引いている黒幕の手のひらの上だ。そんな状況に追い込まれた己の迂う闊かつさこそをサキトは呪う。

「サキト様」

　剣けん呑のんな気配を漂わせるサキトの下へエレーナが駆け寄った。

「エレーナか!?　頼んでいたことはどうなった？」

「はい。まずは調つか月つき健けん吾ごさんの行方ですが……申し訳ございません。どこかへ売られたことまでは足取りを追えたのですが、それ以上のことはまだなにも。もうしばらくお時間をいただければもう少し詳しいこともわかりますが、それでも最終的な行き先まではわからないかもしれません」

「死亡届は出されていないんだな？」

「はい。それどころか行方不明扱いにもなっていないようです」

　これで確定だ。

　アリスはそもそも健吾の失踪を知らなかったはずだ。だから彼女が行方不明者届を警察に提出することはない。

　健吾が勤めていた会社もまた無断欠勤扱いのまま止まっているのだろう。会社が行方不明者届を出すならば最低でも親族に確認ぐらいは取る。そうしていれば必然的にアリスも健けん吾ごがなにかに巻き込まれたことを知る。だがそうだとしても、いきなり死亡という話にはならない。

　死亡保険金についてもおかしな点がある。

　通常、失踪者が七年間生死を確認できない場合にのみ失踪宣告によって死亡扱いとなる。だがこれは、つい先日『ＡｏＮ』で敗北したばかりの健吾には当てはまらない条件だ。

　つまりこれでアリスが正当なルートで健吾の死を知った可能性は消えた。間違いなく健吾の死を吹き込んだ人物がいる。

「それで？　アリスに適当なことを言ったのは誰だ？　アリスはどこまで知っている？」

「確かなことはなにも。ですが、その、健吾さんが加入されていたのは『ヘルマ』傘下の生命保険会社だったようで……」

「またか……またなのか！」

　サキトは知しらず識しらずの内に壁を殴りつけていた。翻弄される苛いら立だちが心をささくれ立たせる。

「それと、その……サキト様。これは本当は伝えてはいけないんですが……」

「なんだ？」

　内心の憤りを必死に堪こらえるサキトに、エレーナは一瞬躊躇ためらってから恐る恐る告げた。

「今回のゲームはそれぞれのプレイヤーが資産を持ち込んでのヘッズアップでして……相手は、その…………アリスさんです」

「ははっ……ははははは…………。なるほど、な」

　歪いびつな表情を浮かべるサキトが乾いた嗤わらいを溢こぼした。

　一騎打ちヘツズアツプ。そこにアリスが参加することの意味など知れている。

　アリスの手でサキトを殺させる。ああ、なるほどそれは確かに見応えのある演目シヨウだろう。

　いつだって復ふく讐しゆう劇は人を惹ひきつける。父親の命を奪われた少女が、奪った青年へと刃やいばを向けるなんてのは絶好の見世物だ。

　刺激に飢えた観客にとって、これほど興味をそそられるものもない。

「あの……サキト様」

　心配そうにサキトを見上げるエレーナは躊躇うように少しだけ間を空けて言った。

「どうして、今回のゲームに参加されたのですか？」

　エレーナの疑問は当然のものだった。

　今回のゲーム、サキトには得るものがなにもない。

　勝ったところでいくらかの金が手に入るだけ。それどころか必死になって助けたはずのアリスが失われる。

　当然、負ければサキト自身が多大な不利益を被こうむる。

　このゲーム、どう転んでもサキトにはデメリットしかないのだ。

「進むも地獄、退ひくも地獄、か」

「はい。どうせ地獄に堕おちるのなら、そもそも歩かなければいいのではないでしょうか？」

　サキトに宛てられた招待状など無視してしまえばよかった。

　そう言外に告げるエレーナに、サキトは苦笑染みた曖昧な笑みを浮かべる。

「まぁ、こうするしかアリスの安否がわからなかったからな」

「ですが──」

「それに、俺はもうとっくに地獄に堕ちている」

　今さらな話だ。とサキトはエレーナの言葉を遮った。

「それより、資産を持ち込むと言っていたな？　だがアリスには資産なんてないはずだ」

　アリスにまとまった資産があるのであれば健けん吾ごが命を賭ける必要なんてどこにもない。金がないからこそアリスは未来を諦め、健吾は死ぬこととなったのだから。

「え？　あ、はい。おそらく健吾さんの死亡保険金を持ち込むのではないでしょうか？　それに資産とは現金だけとは限りません。土地や権利…………自身の所有権などを担保に借り受けることができます」

「所有権。所有権、ね」

　その言葉にサキトは懐かしさすら覚える。奇くしくもそれは以前、アリスとの賭けで奪ったはずのもの。だがそれはしょせん口約束だ。法的に認められたものでもなければ、『ＡｏＮ』のように権力や財力を背景にしたものでもない。

　だからアリスには簡単に破れてしまう。約束を絶対のものとする価値観はあくまでもサキトだけのものだ。

　だが、だからこそサキトはそこに一条の光を見み出いだした。

「エレーナ。頼みがあるんだ──…………」

「え？　は、はいっ。それは構いませんが」

　不意に耳打ちされたエレーナが顔を赤らめる。

　だがサキトはその様子を一顧だにせず、足を階下の会場へと向けた。

「あ、待って」

　そんなサキトの背に追い縋すがるようにエレーナが袖を引いた。

　振り返るサキトにエレーナが一言。

「勝ってください」

　なにに、とは告げられなかった。

　だがサキトは一度だけ頷うなずいて。

　今度こそ舞台へと足を伸ばした。
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　醜悪な演目シヨウの幕が上がる。悲劇を嘲あざ笑わらう観客たちの愉悦が悪意となって役者プレイヤーを襲う。

　だがサキトとアリスは外野の思惑など気にもとめない。今だけはこの井戸の底も二人だけの世界だった。

「信じたくなかった」

　こんな狂った世界で健けん吾ごが命を落としたなどと。

「信じたかった」

　アリスを救ったサキトには関係のない世界だと。

「でも」

　現実はどこまでも残酷で。サキトはここに現れてしまった。金かね本もとがアリスに言った通りに。

　金本はアリスに問われるがままに全てを教えていた。

　健吾の身に起きたことの真相も。

　カジノ『ウェルズ』で執り行われている常軌を逸したゲームについても。

　そこで誰が勝ち残り──誰が健吾を殺したのかも。

　ただの一般人として今まで生きてきたアリスにとって、カジノ『ウェルズ』と『ＡｏＮ』にまつわる話は、とてもではないが信じられない話だった。だが皮肉なことにそれが真実であるのならば、まだ年若いサキトが簡単に大金を用意したり、手術の手配をできてしまうことにも説明がつく。

　だからこれは試金石だった。

『ウェルズ』は世間一般からは隠されたカジノだ。場所もウミマチの地下深くにあり、間違っても迷い込めるようなところではない。サキトに宛てた黒い招待状にも『ウェルズ』の場所やここで行われるゲームについてはなにも書かれていない。

　だから招待状一枚だけを手がかりにここに辿たどり着つけてしまえること。それ自体がサキトがこのゲームの関係者であることを証明する。

　だからアリスは今日この場にサキトが現れないことを祈っていた。そうであるならば金本の話はたちの悪い冗談で。少なくともアリスを救ってくれたサキトにはなんの関係もない話だと信じられた。

　だが現実はどこまでも残酷だ。

「アリス」

　抑揚のない低い声。そこにはアリスがよく知るサキトはいない。

　なんの感情も読み取れない冷徹な無表情。もともと表情豊かとは言えないサキトだったが、それでもこんな無機質な人間ではなかった。

　あるいはアリスが知らなかっただけで、こちらがサキトの本性なのか。

　信じたくはなかった。

　だが考えてみればサキトは健けん吾ごを殺したことをひた隠しにしたまま、その娘であるアリスに接していたのだ。彼は悲しいほどに己を隠すことに長たけてしまっている。

　サキトがアリスの対面の席に悠然と腰をかけた。

「どこまで知った？」

「サキトさん──いいえ、サキト。あなたがお父さんを殺した犯人だって」

「そうだ。その通りだ。健吾さんが敗北したゲーム。勝ったのは俺だ」

「否定、してくれないのね」

「ああ。刺したわけではない。撃ったわけでもない。突き落としたわけでも、轢ひいたわけでもない。だが摘み取ったのは俺だ」

「そうっ！」

　アリスがやりきれない思いをぶつけるようにドレスの裾を翻ひるがえして着席する。

「…………いつも、こんなことをしてたの？」

「ああ」

「わたしの手術も同じように？」

「そうだ」

[image: ]

「…………どうして？」

「それが健けん吾ごさんとの約束だったからだ」

　約束。

　その言葉の重みをアリスは知らない。だからアリスには、約束を守るためなら人をも殺してしまえるサキトのことが、理解できなかった。

「さぁ、勝負だ。アリス。どちらか一方が願いを押し通し、もう一方はその命を散らす」

　困惑と失望と苛いら立だちと不理解。

　いくつもの感情を持て余すアリスのことなど一切斟しん酌しやくせずに、サキトがゲームの開始を宣言する。

「──狂気のデスゲームを始めよう」
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　今回はサキトが参加した過去二回の『ＡｏＮ』とは少し異なる。同じホールデムではあるが、ルールが違っていた。

　まず一騎打ちヘツズアツプだ。サキトとアリスの他にプレイヤーは存在しない。

　次に所持金ストツクが違う。通常の『ＡｏＮ』のように決められた金額でのゲームではない。それぞれのプレイヤーが用意した資金を持ち込む。ただしチップの換金率は80％。１億円を持ち込んだなら８０００万円までしか返ってこない。最低でも２５００万円勝たなければ赤字になる計算だ。これは極端なストックの差ができないようにするための処置だろう。相手の四倍以上のチップを用意できないようにするためのルール。

　そしてこの資金は借り受けることもできる。土地や利権などを担保にするのだ。担保にしたものはゲーム終了後に買い戻せる。

　最後にこのゲームでは最低でも自身の所有権を担保にしなければならない。

　サキトの手持ちは自身の所有権を担保にした１億円と結局使わなかった前々回の賞金１億円。合計２億。これだけだ。元よりサキトが持つものなど高が知れてる。

　対するアリスのチップは──

「それで俺に勝てると思ったのか？」

　──８億。

　サキトの資金のちょうど四倍。利益が一切出ない金額だ。アリスにはリスクしかない不合理な金額。だが勝つことだけを目的とするならば、これ以上ない金額でもある。

「大金で押しつぶすのもポーカーなんでしょ？」

「誰に吹き込まれたんだか……」

　それは一面において事実だった。相手にとっては痛手となる金額が自分にとってはかすり傷。そんな状況が用意できたのなら、圧倒的な優位に立てる。なにせ取れるリスクが違う。ある程度まではリスクを無視して勝負に出られるなら、これほど心強いものもない。

　逆に所持金ストツクが少ない方は圧倒的に不利だ。容易に賭金ベツトを釣り上げられてオール・イン勝負に持ち込まれるなどたまったものではない。勝てる確率が高い。そう踏んでいても、公開されるカードによってはいくらでもひっくり返ってしまうのがホールデムというゲームの怖さでもあり、面白さでもあるのだ。

「どこにそんな資産用意していたんだ？」

　アリスが用意できる金額はせいぜいが健けん吾ごの死亡保険金だけだろう。どうやっても８億円には届かない。

「資産？　これはわたしの所有権だけよ」

「は？」

「当たり前でしょ？　わたしとサキト、どっちに高値がつくと思う？」

　若く綺き麗れいな女とポーカーだけが取り柄の男。なるほど、どちらかを買えと言われたら前者を望む人間の方が多いだろう。

「にしたって八倍。八倍かよ……」

　頭では理解しても、納得がいかないサキトがボヤく。

「それよりサキト。そんなチップで大丈夫？」

　挑発的な笑みを浮かべるアリスに、サキトは鼻を鳴らして、追加投資を決定する。いくらなんでも差が大きすぎた。

　サキトの下に一億円分のチップが運ばれてくる。

「へぇ……サキトって大金持ちだったんだね。知ってたけど」

「借金だ」

「…………へ？」

　エレーナへの頼み事。それは借金の申し入れだった。

　サキトはこの展開を読んでいた。というよりもサキトにとって負けとなるパターンはこれ一つきりであったのだ。

　今回のゲームが復ふく讐しゆう劇の体ていをとっている以上、圧倒的な実力差を背景にした一方的な虐殺は観客ギヤラリーの求めるところではないだろう。観客が望むのはあくまで悲劇シヨウ。小石を蹴飛ばすことではない。彼らは役者プレイヤーの嘆きと絶望が見たいのだ。

　だがその実力差は一朝一夕に埋まるものではない。

　だから最も手軽な戦術であるマネーパワーによる圧殺を仕掛けるために、アリスに対して多額の融資があることは読んでいた。

　元々が人間の所有権などというものに相場はあってないようなものだ。そこにつける値段なんて貸し出す側のさじ加減ひとつでいくらでも変わってしまう。

　サキトが自力で用意できる金額の四倍ギリギリというのがその証拠だ。

　このゲームにサキトが持ち込める金額を読むことは容易たやすい。まずはサキト自身の所有権の金額。これは貸し出す側が自由に決められる時点で正確な数字がわかる。そして前々回の賞金。これもサキトが使っていないことぐらい確認すればわかることだ。『ヘルマ』ならばそのぐらい簡単にやってのけるだろう。だからこそ、あえてサキトはエレーナという外部から借り受けたのだ。この読まれていない１億こそがサキトの武器。

「ふ、ふーん……でもそれっぽっちで足りるの？」

「十分過ぎるくらいだ」

　本音を言えばサキトとて万全を期して同額、あるいはアリスを上回る金額のチップを用意したかった。だが流石さすがにエレーナとはいえ即座に動かせる現金には限りがある。今回もまたサキトの勝利に賭けるために持ち込んでいた金額をルールがわかった土壇場で借り受けたのだ。

　ともあれこれでアリスとサキトのチップの差は八対三。圧倒的な差ではあるが、この程度でサキトが臆することはない。

　二枚のカードがサキトとアリスそれぞれに配られる。

　──ゲーム開始だ。
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「ねぇ、金かね本もと。一つ、ゲームをしない？」

　カジノ『ウェルズ』の一室。名だたる権力者であっても入室を許されないそこは、階下で行われるゲームを一望できる特等席だった。マジックミラーとなっているそこは、外から中を窺うかがうことはできない。だが中からは外の様子が見える。そんなある種の隠し部屋だ。

　現在、『ヘルマ』でも頂点に位置するごくわずかの人物にしか利用を許可されていないそこにいるのは二人。

　一人はアリスをこのゲームに誘導するために暗躍していた金本。

　そして、もう一人は未いまだ十かそこらの童女だった。

　二人の立場は決して対等ではない。使う者と使われる者、主従ははっきりしている。

　その証拠にソファに悠然と寝そべる童女の背後で、金本は背筋を伸ばして直立していた。

「ゲーム、でございますか？」

「ええ、そう。ゲーム。サキちゃんが勝つのか、それともあのアリスとかいう子が勝つのか」

「それでは賭けが成立しません」

　生真面目に答える金本に童女はケラケラと嗤わらった。

　とはいえ金かね本もとの意見には童女も同意する。

　しょせん捨て駒とはいえ『飛鳥あすか』はそこそこ使えるカードだった。それを苦もなく下したサキトが、よもやぽっと出のド素人であるアリスに負けるなどとは童女も露ほども思っていない。

「じゃ、こうしましょう。サキちゃんがあの子を見捨てるかどうかなら、どう？」

「見捨てる、ですか？」

　怪け訝げんそうに繰り返す金本だが、それも当然だろう。なにせこのゲーム、勝者は必ず一人だけだ。敗者はその未来を失う。ゆえにサキトが勝てば必然的にアリスは見捨てられる。そう仕組んだのは他ならぬ金本自身だ。そこに抜け道はない。

　もしサキトがアリスを見捨てないのだとしたら、選択肢は一つしかない。アリスに勝たせてサキトが敗北する。それだけだ。だがそれでは賭けの内容はなにも変わらない。

　金本はよもや自分の仕事を疑われているのではないかと訝いぶかしむ。

「ああ、違う違う。そうじゃない。あんたが適当な仕事をしてるとは思ってないよ」

　そんな金本の心を読んだように童女が否定した。

「今回のルールなら生き残れるのはどちらか一方。それは間違いない。だけど…………サキちゃんが修しゆう平へいさんの後を継ぐ者として確かな力を持っているのだとしたら」

「我々の想像を上回る、と？」

　神妙そうな面持ちで童女の言葉を引き取った金本に、少女は童女らしからぬ妖艶な笑みを浮かべた。真っ赤な舌が唇を舐なめる様は、見た者の背筋をゾクリと震わせる。

「私はサキちゃんが勝った上で見捨てない方に賭けるわ」

　確信ではなく、期待を込めて童女が宣言する。

「…………かしこまりました。では私はサキト様が見捨てられる、いえ、助けられない方に賭けさせていただきます」

　しばしの間吟味して、金本は自分の策に穴がないことを確認してから頷うなずいた。

「ところで何を賭けるのでしょうか？」

「ん？　そうねぇ…………あ、じゃあ、あんたが勝ったらこの間言ってた案件、通しておいてあげる」

　それは賭けとか関係なく通してもらわないと困るんですが、という言葉を金本は飲み込み、代わりに深い溜ため息いきをついた。





　　　　♠　♡　♣　♢






　絶望的な差から始まったこのゲームは開始早そう々そう一方的な展開を見せていた。

　一騎打ちヘツズアツプは経験がものをいう。だからホールデムに慣れた人でもカジノで最低賭金ミニマムベツトが変動せず、退席も自由なキャッシュゲームばかりやる人では勝てないことも多い。キャッシュゲームで重要なことは勝てる相手からかすめ取るようにチップを奪うことで、オール・イン勝負に持ち込んで相手を徹底的に潰すことではないからだ。テーブルのチップを全て奪い尽くした勝者が現れるまで行われるトーナメントルールでしか一騎打ちヘツズアツプを経験することなどない。

　しかしサキトは違う。なにしろ彼がその腕を磨いたのは修しゆう平へい一人に対してだ。大勢で行うゲームよりも一騎打ちヘツズアツプの方がよほど慣れている。

　一方、アリスはそうではない。ついこの間までホールデムなんてロクに知りもしなかった完全なるド素人。唯一経験のあるゲームもキャッシュゲームだ。一騎打ちヘツズアツプで重要な戦略などなに一つ知らない。

　もっとも残念ながらアリスは一騎打ちヘツズアツプがどうこう言うレベルにすら達していなかったが。

　なにせ手元のカードに一喜一憂しているレベルだ。まるで技術が足りていない。本人は隠しているつもりなのだろうが、まるで隠せていなかった。今もサキトが降りたことで落胆しているのが目に見える。おそらく強い手札だったのだろう。

　サキトはこの事実を脳裏に記録する。これが積み重なれば積み重なるほど長期戦となった時に効いてくるからだ。打ち筋や仕草、思考時間、賭けるチップの量などなど、判断材料は多いに越したことはない。

　現在のサキトとアリスのチップはそれぞれ５億円と６億円。まだ若干サキトの方が劣勢にあるが、元々の差を考えれば大健闘だ。

　とはいえそれも当然と言えば当然だったが。

「次のカードをお配りします」

　サキトは配られたカードを一瞬だけ捲めくって、すぐにテーブルに伏せる。アクシデントで対戦相手に手札がばれないようにするための最低限のテクニックだ。

　ハートの４とスペードの８。普通なら真っ先に降りるハンドだが──

「レイズ」

　──間髪入れずに宣言してチップを突きつける。

「……フォールド」

　これである。

　アリスはサキトが先手のときに思考時間ゼロで強めに賭かけ金きんを上乗せレイズすれば、ＡＡのようなよほど強い手札でない限り間違いなく降りる。

　一騎打ちでは厳しくタイトになりすぎないことが重要だ。極端な話一対一である以上勝率は五十％を超えていればいい。基準が違うのだ。少なくともプレミアムハンドに拘こだわっているようでは話にならない。

「ずいぶん運がいいのね」

　アリスが口を開いた。集中力を切らせに来たか、あるいは会話から思考パターンを算出しようとしたのか。一瞬、サキトはアリスが盤外戦術を仕掛けてきた可能性を考慮して、切り捨てる。まず間違いなくただの雑談だろう。

　終始無言で威圧するようなプレイングはサキトの基本戦略だ。だがそれも今回に限っては意味がない。アリスはサキトのことを知りすぎている。ならば今後盤外戦術を仕掛ける際に、急に話し出したという印象を与えないよう、ある程度は会話をしておくべきだとサキトは判断を下す。

「ああ、今日はついているみたいだ」

　勝負において重要なのは相手の底を見切ることだ。油断しないことも、相手を過小評価しないように気をつけることも、どちらも最終的には底を見極めることに行き着く。決して相手を過大評価せよ、ということではない。

　この期に及んで運の差だと勘違いしているのであれば論外だが、アリスは決して頭が悪いわけではなかった。奪われた２億円分のチップが、そのまま互いの隔絶した腕の差であることはきちんと理解している。

「うーん……コール、かな」

　迷った上で消極的な選択。

　そこそこ強いがプレミアムハンドではない。同じランクのカードが二枚ポケツトペアの可能性も低いだろう。おそらくＡとかＫとかの強いカードとそれ以外の微妙なカードの組み合わせ。

　ホールデムというゲームは相手の手の内を読み切っただけでは大きく勝つことは出来ない。骨までしゃぶり尽くすのなら、まずは相手に勝てると思わせなければいけないのだ。

「チェック」

　だからここはわかりやすく時間をかけないで消極的な選択をする。

「コミュニティカードを公開します」

　ハートの９、スペードの５、スペードの２。

　アリスの手札の弱い方のカードがなにであるか。それを確かめに行く。

「チェック」

「レイズ！　２０００！」

　勝負を仕掛けてきた。確定だ。もう一枚のカードはこの三枚のどれか。

「コール」

「四枚目のカードを公開します。ハートのＫ」

　サキトがアリスの様子を窺うかがうと、アリスもまたサキトの様子を窺っていた。間違いない。アリスのハンドはＫとどれかだと、サキトは確信を得る。

「レイズ２０００」

　だがなんら問題はない。サキトのホールカードはダイヤとクラブのＫ。これでスリー・オブ・ア・カインドの成立だ。ここらが仕掛け時だろう。

「レイズ、４０００」

　かかった。サキトは内心でほくそ笑む。たとえアリスのホールカードが今考えられる最強の役ハンドであるスペードのＫ９であってもサキトの勝率は79・81％。約八割、五回に四回は勝てる計算だ。勝負をしない理由がない。

「受けて立とう。コールだ」

　これでポットは１億６０００万円。ここを勝てば逆転。優位に立てる。

「五枚目のカードを公開します。──スペードの９」

　勝った。冷徹な賭と博ばく師の仮面の下で嗤わらう。これでサキトの役ハンドはＫのフルハウス。対するアリスの役ハンドは９のフルハウス。後はアリスの方が優位なのだと上う手まく騙だますだけだ。

「レイズ４０００」

「コール」

　手持ちのチップを更に崩して勝負を決めに行く。これでサキトのハンドはＫのフルハウスが確定。そしておそらくアリスも９のフルハウス。あるいはスペードのフラッシュも有りうるがどちらにせよサキトの勝ちだ。

「ショーダウンです。上蔀わしとみ[image: ]さき人と様、カードを公開していただけますか？」

　二枚のＫを放り出す。

「サキト様のＫのフルハウスが確定しました。アリス様カードを──」

「ふ、ふふふ……」

　敗北したはずのアリスはニヤケ顔を作っていた。

「わたしのカードは」

　突如嫌な予感がサキトの背中を走る。

「ダイヤの９とクラブの９！」

（馬鹿な!!）

　開かれる二枚のカードに思わずサキトの仮面ポーカーフエイスが崩れかかった。

「……アリス様の９のフォーカードが確定しました。アリス様の勝利です」

　読み間違えたのだ。アリスはポケットペアの場合、必ずカードが配られた段階プリフロツプで上乗せレイズする。そんなサキトの分析は間違いだった。

　サキトの行動は数字の上では間違っていない。もし全く同じ展開があってもサキトは同じようにプレイをするだろう。アリスの手札が公開された今、最後に９が捲めくられる前の段階での勝率は97・73％。五十回に四十九回勝てる計算だ。勝負を仕掛けない理由がない。

「なんとなく行けそうな気がしたけど、やっぱり大丈夫だった！」

　見事なドヤ顔で喜ぶアリスにサキトはもうずいぶんと懐かしくなったデートの日を思い出す。あのデートの日もそうだった。カジノもどきのゲームセンターでもアリスはとんでもないプレイングで、それでも他のプレイヤーに食らいついていた。

　ここで負けたこと自体はいい。ポーカーは確率のゲームだ。プロが素人に負けることだってある。チップはまた突き放されたが、長期戦になればなるほどサキトが有利になるのだ。なにも問題はない。

　──だがもしアリスに思考を読み切られていたのなら？

「ねぇ、サキト。…………もう騙だまされないよ？」

　アリスの口元が三日月のように裂ける。その笑みがサキトには悪魔のように見えた。




　サキトの劣勢だった。

　アリスのプレイングは決してプロのそれではない。素人のそれだ。配られたカードに対する反応は実に素直なもので、読みやすいことこの上ない。仕草や癖に至っては本人に自覚すらないだろう。

　だがそれこそがサキトにとって最大の誤算だった。

　アリスは慣れたプレイヤーではないが、慣れてはいないが故にゲームを繰り返す度にプレイングが変化していく。それはサキトが収集した情報が刻一刻と役に立たなくなるということだった。

（戦いの中で成長するとかどこぞのアニメの主人公かよ）

[image: ]

　内心で嫉妬混じりの毒を吐くサキトだが、これには参っていた。なにせサキトが今まで相手してきたのは誰もがそれなり以上にゲームに慣れた人間だ。プレイングが定まっていないような素人と一騎打ちヘツズアツプをした経験などほとんどない。

　それでも。だとしても。絶対的な腕の差までは覆くつがえらない。──そのはずだった。

　しかし現実は強者であるはずのサキトの劣勢。

　原因はただ一つ。アリスの打ち筋が滅め茶ちや苦く茶ちやだからだ。弱い手札が来たときの反応を示しながらも大金をベットしてくる。あるいは強い手札が来たときでも躊ちゆう躇ちよなく降りる。

　そしてそれは決まってアリスにとって有利に働いた。

　アリスに大金を仕掛けられた時は、サキトの手札も額の大きさに見合う強さを持っていなかった。逆に仕掛け時ではあっさりと降りられてしまう。

　もっともそのアリスの読みは完璧なものではない。それなりに強い札で勝負を仕掛けてはサキトに狩られるということもあった。

　事実、アリスはサキトの思考など読めてはいなかった。ポーカーフェイスは完璧で、思考時間は完全にランダム。緻密な計算に基づいた冷静なプレイングをする一方で、壮大なブラフを用いた大胆な一手を打つ。絶対的な技量の差を前にしては駆け引きもなにもあったものではない。

　ではそんな絶対強者に素人が勝つにはどうすればいいのか。

　──それは腕の差が介在しない、運任せの勝負に持ち込むことだ。

　アリスはあの一戦以降、まともにやってはサキトに勝てないと諦め、勘任せで戦うことにしたのだ。

　サキトにとってそのプレイングは堪たまったものではなかった。

　数字の信奉者である彼は、なによりもまず確率を重視しその上で相手の手を推測する。だがその確率を無視し、ハンドの強さなど知ったことかと合理性の欠片かけらもない打ち筋をされたのでは読みようもない。

　もっとも普通はそんな強運はいつまでも続くものではなく、確率の収束に従っていずれはサキトに勝利をもたらすものだ。

　──だが、アリスの強運は生半可なものではなかった。

（わかっている……すでに俺はオール・インを決断しなくてはならない）

　現在のチップはサキトが３億円、アリスが８億円。強制ベットブラインドが３０００万円に上がったことを考えれば、そろそろオール・インをしなければいけない段階だ。

　その無む茶ちや苦く茶ちやなプレイングとカードの巡りに翻弄されつつも、未いまだこれだけのチップを保持しているのはサキトの積み上げた経験と鍛え上げた技量によるものだ。それは十分賞賛に値するものだが、それも限界が訪れている。

「レイズよ。６０００」

　アリスがサキトの方を見てから落ち着いた様子でチップを上乗せする。

「コール」

　カードが配られたときの反応からしてアリスの手札が強いことはわかっている。だが今回はサキトも退ひくわけにはいかなかった。

「コミュニティカードを公開します」

　開かれる三枚のカードは。

「ハートのＡ、ハートのＫ、スペードのＱです」

　強烈な三枚が公開された。中途半端なハンドでは前へ踏み出せない。

　サキトのホールカードはＡＡではない。一枚はヒットしたものの踏み出すのは勇気がいる。

「チェック」

　サキトは様子見を選択する。

「わたしもチェックで」

　アリスも踏み込んでは来なかった。サキトの手札を警戒しているのだろうか。

　いや、おそらく違う。アリスにはサキトのハンドなど読めない。なんとなく嫌な予感がしたから様子見をしているだけ。つまりこれも勘、というやつなのだ。

「四枚目のカードを公開します。──スペードのＪ」

　サキトは溜ため息いきをつきそうになる。どうしてよりにもよってこのタイミングでこうも不都合なカードばかり捲めくれるのか。

　もしアリスの手にＴ１０があればストレートが完成する状況だ。

　サキトは自分のカードに目を落とす。──このハンドはどこまで信じられる？

「チェック」

　結局、様子見の一手を打った。この状況でレイズするほど強気になるにはチップの量が心こころ許もとないにもほどがある。

「じゃあわたしもチェック」

　Ｔ１０があったらレイズしてくるはずだ、とサキトは考えてその思考を放棄する。なにせ相手はアリスだ。勘で避けたと言われても最も早はや驚きもしない。

「五枚目のカードを公開します。──クラブのＪ」

　サキトは内心で歓喜の声を上げた。その手に握られているのはＱＱだ。これでＱＱＱＪＪのフルハウスが完成する。たとえアリスがストレートを握っていたとしても問題はない。

「レイズ、６０００」

「うーん……よし。レイズ、２億１０００万」

「っ」

　サキトの残りのチップ全てと同額の上乗せレイズ。つまり、サキトを殺すための一手。

「どうする？　オール・インする？」

　ニヤニヤと腹の立つ笑みを浮かべるアリスには一いち瞥べつもくれずに、サキトはチップの山に手を伸ばす。

「舐なめるのも大概にしろよ？」

　全てのチップを叩たたきつけ、その全てを奪い尽くしてやろう。

　上蔀わしとみ[image: ]さき人とのポーカーにおいて、この盤面で全てを賭けないなどあり得ないのだから。

「ふふっ」

　──オール・イン。

　その宣言の直前に、アリスが嗤わらった。

「────」

　サキトの手が止まる。冷静さが戻ってくる。

「……そうか」

　手元に目を落とす。このフルハウスはどこまで信用できるのだろうか。

　もしサキトが負けるとしたらアリスがＡＡかＫＫを持っているケースだろう。

　都合よくあるとは考えにくいが、しかし相手はアリスだ。読み切れていると判断するのは危険に過ぎる。

（ふー……落ち着け）

　サキトは思い出す。かつて修しゆう平へいから受けた教えの数々を。

　ポーカーは待つゲームだ。確率の波間に潜み、一瞬の機会を逃さない。

　打ち筋、仕草、思考時間、チップ量、その他あらゆる情報を使って相手の手を読み切れ。

　熱くなってはいけない。常に冷静に。どんな劣勢でも余裕を見せつけろ。

　結果には真摯であれ。たとえ負けたとしても喚わめくような無様は許されない。

　そして──

「ギャンブラーたるもの約束だけは絶対に守れ」

「はい？」

　アリスが怪け訝げんな顔をするが、サキトは自嘲気味な笑みを浮かべるだけで、それには取り合わない。

　サキトはふと上階を見上げる。階下にあるポーカーテーブルからは観客の表情はわからない。それでもその白銀の輝きだけは見つけられた。

「ちょっとサキト。どうするの？　オール・インするの？」

「ん？　ああ、降りる降りる。フォールドだ」

「そう？」

「ああ。アリスの強運にびびった。……笑ってくれよ。俺、ＱＱクイーンズ握ってたんだぜ？」

　カードを表にして投げ出す。

　本来、不必要な情報を与えてプレイスタイルを把握されることはゲーム全体に不利益をもたらす。だから降りたゲームで自分の手を公開することはやってはいけないことだった。

　それでもサキトは手札を公開することを選ぶ。

「なんで降りたの？」

　不満げに問いかけるアリスにサキトは確信する。アリスのカードは間違いなくＡＡかＫＫだったのだろう。

「そう言えばアリスは妙に勘が鋭かったよな」

　あの日。デートの中でアリスが見せた才能。

「認めよう。この俺では君には勝てない。読まれている」

　相手の感情の機微を読み取る能力。

　アリスの優勢は決して運に頼り切ったものではない。流れが変わる転機となったスペードの９こそただの偶然だったが、それ以降の優勢はアリスの能力によるもの。

「見えてるんだろ？　微表情が」

　そしてそれはかつて修しゆう平へいにも指摘され続けたサキトの最大の弱点。

「微表情？」

「ああ、自覚はなかったのか。なら教えてやる。君は相手の表情を読んでいるんじゃない。もっと無意識に近いもの。一秒にも満たないわずかな時間だけ現れる表情を読んでいるんだ。君が些さ細さいな変化に気づくのはそれが原因」

　それはサキトにはない力だ。サキトにはないアリスだけの武器。

「素晴らしい才能だ。君はきっと俺より強くなれる。二度のゲームを制したプレイヤーとして保ほ証しようしよう。だが──まだ足りない」

　サキトはニヤリと嗤わらった。ゆっくりと瞳を閉ざす。

　情報を整理しよう。このままではアリスに勝てない。これは事実だ。受け入れよう。

　原因は明確。微表情を見抜かれるから。嘘ブラフがまるで通用しない。

　だが微表情を消すことはできない。

　サキトは修平ではない。情報の処理に肉体が反射的に反応しないように脳の機能を制限する。驚く、怒る、悲しむ、笑う。その他あらゆる感情と反応を全て脳内で片付けてしまう。そんな人間離れしたことはサキトにはできない。

　だから隠すのはやめよう。どうせ見抜かれるなら隠すことに割く処理能力が無駄だ。

　そうして空いた処理能力を別の部分に回す。

　アリスの表情を読む？　無駄だ。その一点においてサキトはアリスに敵かなわない。同じ土俵で勝負をするなんてのは愚の骨頂。

　ならどうする？　諦める？　否いな。それだけはありえない。

　考えろ。考えろ。考えろ。

　思考回路が焼け落ちそうなほどの高速で走り始める。

　口の中でキツイ刺激が弾はじけ、脳が熱に浮かされて、視界が明滅した。再び焦点が結ばれるとやけにクリアな思考が獲得される。

　方針は定まった。

　アリスが息を呑のむ。それはサキトという人物がアリスに初めて見せる姿。

「平常が把握されたのならもう嘘ブラフに意味はない？　まさか、そんなはずはない。これから君に見せる俺は全てが偽り。なにもかもがデタラメだ。──さてアリス。君は俺の全てを読みきれるか？」




　悠然と構えるサキトだが、その実余裕は一切ない。

　サキトがとった選択はただ一つ。今まで隠し続けていた表情を隠さず見せる。それだけだ。この際カードの強さがバレても構わない。たった一つの逆転のための仕込みにさえ気付かれなければそれでいい。そう割り切っただけ。

　これは時間との勝負だ。

　いずれアリスはサキトの最後の嘘ブラフを暴くだろう。彼女の才はそれほどまでに隔絶している。今はただポーカーフェイスを外したサキトに戸惑い、警戒しているだけだ。

　だからこれはアリスが再びサキトを捕捉するまでに倒せるかという勝負。

　だが──

「フォールド」

　そう。アリスがサキトの思惑に付き合う必要はないのだ。じっくりと観察すればアリスはサキトの嘘うそを暴ける。そしてそれはすでに証明されていて、時間チツプにも余裕があった。

　なによりアリスは少なくない時間をサキトとともにしている。付け焼き刃の偽装など暴くのは容易たやすい。

「レイズ、オール・イン」

　カードが配られた直後、ホールカードを一いち瞥べつしただけでサキトは手持ちのチップを全てテーブルに載せた。

「っ、バカにして！」

　サキトの挑発に乗るようにアリスも同額のチップをテーブルへ叩たたきつける。

「いいのか？」

「それはこっちのセリフよ。そんな運に任せるようなやり方で負けたら、あなた死ぬのよ？」

「それはどうかな？」

　公開されたアリスのホールカードはハートのＱとクラブのＪ。対するサキトは──

「ほら。だから言ったじゃない」

　スペードの８とダイヤの４。

　共通コミユニテイカードが開かれる。スペードのＱ、ダイヤのＪ、クラブの６。これでアリスのツーペアが成立。サキトはハイカード。ここからサキトが逆転するには７と５が捲めくれるしかない。

　だが──

　四枚目のカード。ハートの──７。

　五枚目のカード。スペードの──５。

「っ──こんなの偶然よ！　運がよかったわね！」

「ああ。まったくだ。どのみち俺にはオール・インするしかなかったからな」

　わずかにサキトの命チツプが回復する。しかしそれでも３億円には届かない。アリスはまだ８億円も抱えている。差は歴然だ。

　しかし──

「これで、イーブンだ」

　幾度かのゲームを経て。サキトのチップは５億５０００万円ちょうどまで増えていた。これでサキトとアリスのチップは完全に同額となる。

「どう、して……」

　アリスは今なおサキトの見せる表情が虚勢か否いなかを見切っていた。というよりもサキトは一切隠していないのだ。そんなことは面倒だとでも言いたげに、ブラフを一切使わずに降りてしまう。

　だがアリスにはその判断の根拠がわからない。

　８４のような降りるしかないようなホールカードでも勝負を仕掛けたかと思ったら、逆にＫＫキングスのようなカードでもあっさりと降りる。

　それは奇くしくもアリスのようなプレイングだった。

「サキトにも、その微表情、だっけ？　それが見えてるの？」

「まさか。俺にそんな才能はない」

　サキトの言葉に偽りはない。そもそも彼は他人の感情を推し量ることが大の苦手なのだ。そんな人物に微細な感情の変化を読み取れるはずがない。

　だからサキトが見ているのはもっと単純なものだった。

「さて、そろそろ幕引きと行こうか。──オール・イン」

　またも配られたカードを一いち瞥べつしただけでサキトが全てを賭けるオール・イン。アリスのことなど見てもいない。

「………………オール・イン」

　アリスは自分に配られたカードを見て少し迷ってから宣言した。

「諦めたな？」

「っ、そんなことない！」

　鋭く細められた視線がアリスの弱気を射抜くように刺した。咄とつ嗟さに否定するアリスだが、そこには虚勢が多分に含まれている。

「両プレイヤーがオール・インしました。カードを公開されますか？」

　無言でアリスがカードを捲めくる。

「ＱＱクイーンズか」

　そう嘯うそぶいてサキトもカードを放り投げるように表にした。

　表れたのはＫＫキングス。二度のゲームを制した絶対王者を象徴するかのようなカード。

「まだ、勝負はわからない」

「ああ。一枚でもＱが堕おちればそれで勝負はひっくり返る」

　この時点での互いの勝率は８：２といったところ。五回に一回はひっくり返る計算だ。

「コミュニティカードを公開します」

　開かれる三枚のカードは──クラブのＡ、スペードのＪ、ハートのＴ。

「ははっ、すごい展開だ」

　先程まではＱが堕ちればアリスの逆転だったが、今度はＱが堕ちればサキトのストレートが成立する展開だ。逆にＫが堕ちればアリスにストレートが成立する。

「ねぇ。サキトは……どうしてお父さんを殺したの？」

「俺が勝ったからだ」

「四枚目のコミュニティカードを公開します」

　ハートのＫ。

　Ｋが堕ちた。逆転だ。アリスはストレートを揃そろえたが、サキトはスリー・オブ・ア・カインド。だがアリスの顔に笑みはない。そしてサキトの顔にも焦あせりはない。

「どうして、お父さんが死ななければいけなかったの？」

「俺が勝ったからだ」

　運命の瞬間。最後の共通コミユニテイカードが捲られる。

「どうして、お父さんだったの？」

「別に俺は健けん吾ごさんに恨みがあったわけでも、殺したかったわけでもない。ただあの日この場所に健吾さんはいた。俺とゲームをした。そして俺が勝った。そうつまりは──」

　開かれる五枚目のカードは──スペードのＡ。

「──ただの偶然だ」

　サキトのフルハウスが成立し、アリスのストレートは無残にも地に落ちた。

「俺の勝ちだな」

　サキトの下に大量のチップが転がり込む。

「…………ねぇ、サキトにはこうなることがわかっていたの？」

「まさか」

「うそね」

　アリスの言葉には確信の響きがあった。

「どうしてそう思うんだ？」

「サキトには負けるかもしれないっていう不安が全然なかったもの」

　アリスはもうサキトの付け焼き刃を見抜いていた。その裏に隠された感情にも気づいている。

　ギリギリだったのだ。奇くしくもサキトが予想したように、これは時間との勝負だった。

「……ああ、そうだ。このゲームで俺が勝利することは決定されていた」

　相手の心理を読み合うという点において、サキトは決してアリスに勝てない。だからサキトが読んでいたのはアリスの心ではなかった。

　サキトが読んでいたのは全く別のもの。配られるカードそのものを読んでいた。

　捲めくられるカードが偏っていると感じたことは誰にでもあるだろう。それがただの思いこみでないのであれば、その原因はシャッフルの癖によるものだ。ディーラーも人間である以上、どうしたって癖というものが存在する。

　強力な動体視力と記憶術でもって、一度公開されたカードがデッキのどこに仕し舞まわれ、シャッフルによってどこに送られたのかを把握しつづける。シャッフルトラッキングと呼ばれる一種のテクニックだ。

　無論、やれと言われて誰もが簡単にできるようなことではない。

　だが曲がりなりにも修しゆう平へいによって鍛えられたサキトにはできる。積み上げられた努力が、時間が、それを可能にする。

　だからサキトには全てわかっていたのだ。

　飛鳥あすかを下したあの瞬間も。

　アリスにトドメを刺した今も。

　サキトは己の勝利を確信していた。

　だからそこには興奮もなにもない。あるのはただ、当然の結果を淡々と享受する冷静さだけ。

　思惑を読まれて勝負を避けられさえしなければ、サキトは必ず勝利する。そのためのポーカーフェイスであり、パフォーマンスなのだ。

「…………ねぇ、サキト。わたしはお父さんのところに、天国に行けるかな？」

「さぁな。天国があるかどうかなんて知らん。…………だが、地獄があることは知っている」

「え？」

「今生きるこの世界こそが地獄だ。だから安心しろ。ここより下はない」

「…………そっか」

　なにかを悟ったようにアリスが力なく微笑ほほえむ。スタッフがアリスの椅子を引き退場を促した。引きずられるようにアリスが立ち上がる。

「アリス」

　そんなアリスをサキトは一いち瞥べつして。

「健けん吾ごさんは最期まで自分の足で立っていたぞ」

　そんな言葉を送った。





[image: ]




　敗北したアリスが連れてこられたのはカジノ『ウェルズ』にある一室だった。これからまたどこかへ連れて行かれるのか、あるいは資金を貸した人物が現れて今後の身の振り方を指示されるのか。どちらにせよアリスの未来は暗い。

　だがアリスは一切の抵抗をしなかった。

　それはサキトに贈られた最後の言葉を支えにしているからでも、楽観的な希望を抱いているからでもない。

　ただ諦めているだけだ。この少女は悲しいほど諦めることに慣れてしまっている。

　よく言えば物分りが良いとも言える少女の性質は、その実ただの諦観だ。なにもかも諦めてしまっているから物事に深く執着することをしない。一度拒絶して、それでもダメなら押し切られる。それはサキトにデートに誘われた時も、賭けを持ちかけられた時も、そうだった。

　アリスに意思の強さという言葉は縁遠い。

　もっともどちらにせよ逃げ出すことはできないだろう。この部屋には外から鍵が掛けられている。部屋には黒服のスタッフが待機しており、常に監視されてもいた。

　しばらくして、ドアが開く音がした。ゆっくりと首をもたげる。

「うそ…………」

　目を見開くアリスの視線の先。そこにいたのは彼女もよく知る青年──上蔀わしとみ[image: ]さき人とだった。





　　　　♠　♡　♣　♢






　ゲーム終了後。

　アリスが連れて行かれてからサキトは別室に案内されていた。テーブルに並べられた札束を冷たく一いち瞥べつする。

「お預かりしておりました所有権の一億円を差し引かせていただきました。こちらが賞金となります。お納めください」

「待て」

　スーツに身を包んだ初老の男性──金かね本もとが一礼して立ち去ろうとするのをサキトは呼び止めた。

「はい。なんでしょうか？」

「買い戻したいものがある」

「……お預かりしているものは他にございませんが？」

「アリスが担保にした所有権。それを買い取る。──他のプレイヤーの担保を買い戻してはいけないなんてルールはなかったはずだ」

　そう。そもそも相手の所有権を買い取れないならば、アリスの復ふく讐しゆうは成立しない。だからサキトは始めから、相手の所有権を得る方法があると踏んでいた。

「もちろん構いませんが、これでは足りません」

　テーブルに乗った金額は７億８０００万円。対するアリスの所有権は８億円。２０００万円足りない。当然だ。二割のチップをディーラーに持っていかれる以上、全てを買い戻してゲームそのものをなかったことにはできない。

　おそらくアリスは健けん吾ごの死亡保険金を使ってサキトを買い取るつもりだったのだろう。だがサキトにはそんな余剰資金はない。だから──

「わかっている。それは──」

　サキトが何事かを言いかけたその時。ドアをノックする音が響いた。

「申し訳ございません。現在この部屋は」

「いや、いいんだ。入ってくれ」

　サキトが金本の声を遮って入室を促す。

「お待たせいたしました、サキト様。どうぞっ」

　入ってきたのはエレーナだった。トランクを抱えた彼女はニコニコと笑顔を浮かべてサキトの隣に腰をかける。

　エレーナからトランクを受け取ったサキトは中身を確認することなく金かね本もとに渡した。

「これは…………なるほど。そういうことですか。……数えさせていただいても？」

　なぜだか諦めたように溜ため息いきをつく金本を訝いぶかしみながら、好きにしろ、とサキトは視線で示した。

　サキトがエレーナに頼んだこと。それは確かに借金の申し入れだ。だがそれはゲームに用いた一億円だけではない。

　むしろこちらこそが本命。

　そもそもサキトの実力であればアリスを速攻で下すのはさして難しいことでもなかった。

　始めからシャッフルトラッキングを使っていればもちろんのこと、修しゆう平へいから学んだもっとえげつないイカサマを使えば蹂じゆう躙りんすることは容易たやすい。

　だがそれではエレーナが現金を用意する時間が足りなかった。序盤の中途半端な拮きつ抗こうは全てサキトが時間稼ぎのために仕組んでいたのだ。もっともその甘さがサキトにかつてない窮地を運んだのだが。

「確かに、２０００万円、頂戴致しました。ではこれに賞金を含めて調つか月つき亜ア麗リ朱ス様の所有権を買い取られるとのことでよろしいのですね？」

「ああ」

「かしこまりました……」

　スタッフが全ての紙幣を回収して、代わりに一枚の権利書をサキトに渡す。

「これは？」

「調月亜麗朱様の所有権を示す権利書です。もちろん法的には何も意味がありませんが、我々にとっては意味があります」

　この権利書がある以上、彼らにとってアリスは人ではない。あくまでもサキトの所有物だ。だからアリスには『ＡｏＮ』に関わる権利はないし、またサキトの意思に拘かかわらず巻き込まれることもない。

　これこそがサキトが望んだ勝利の図式。

　二度とアリスがこの狂った世界に関わらないですむ結末。

「おめでとうございます、サキト様」

　金本が去った後。いつものように蕩とろけたような笑みを浮かべてサキトの腕に抱きつくエレーナに、サキトは溜め息をつく。

「なにがおめでたいもんかよ……」

　そう。これは完全勝利ではない。

　アリスが全てを知り、ここに来てしまった時点でサキトの勝ちはなかった。ただ敗色濃厚から痛み分けに持ち込んだだけの話。現にサキトにはエレーナに対して１億２０００万円もの借金ができてしまった。

「どうしたもんやら……」

　返す当てが全くないわけではない。家を売ればいいのだ。実際、エレーナには担保として抵当権を持っていかれている。

「サキト様のためですから、返済は最大限待ちますよ？」

「はいはい、ありがとうございます。…………けど、よかったのか？」

　１億２０００万という金額は紛まぎれもない大金だ。簡単に他人に貸せる金額ではない。

「はいっ！　それに、ふふっ、ふふふ……。これでサキト様のところへ足を運ぶ理由ができましたし」

　怪しく笑うエレーナにサキトも早まったかと後悔するも遅い。そもそもサキトがアリスを救うには他に方法がなかった。

「借金の取り立てなら毎日伺ってもおかしくないですしね！」

「毎日!?」

「ふふふ、後は押しかけ女房的に既成事実を…………」

　妄想の世界にトリップしているエレーナにサキトが苦笑いをこぼす。

「楽しそうだな？」

「はいっ！　ふふふふふっ」

　楽しげなエレーナの笑い声が二人きりの個室に響く。

「レーナ」

「え？　……サキト様？」

　ふいに。一度もサキトが呼ばなかった愛称で呼ばれて、エレーナが目を見開く。

「俺は勝ったぞ？」

　問題は山積みだ。健けん吾ごがどうなったのか。莫ばく大だいな借金をどう返済するのか。アリスとどう向き合うのか。まだまだやらねばならないことは多い。

「圧倒的に不利な条件のゲームに勝ち、救えないはずのアリスも救った」

　だがそれでもサキトは権力者の悪意に勝った。屈してしまえば楽に生きられたのに屈しなかった。かつてエレーナが望んだように負けなかった。

「で？　俺はエレーナの期待に応えられたか？」

「はいっ！　かっこよかったですよ、サキト様！」

　屈託なく笑うエレーナに、サキトは今だけは気を緩めて微笑ほほえむのだった。

[image: ]
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　エレーナと別れてからサキトが向かったのはアリスの待機する別室だった。

「どうして……サキトが？」

「言っただろ？　アリスの命は俺のものだって」

　飄ひよう々ひようと嘯うそぶいて見せるサキトがひらひらと手を振ってスタッフに退出を促す。

「借りたお金はどうしたの？」

「俺が建て替えた」

「どうやって？　賞金は８億８０００万円。サキトの借金は所有権を含めて２億円。残りは６億８０００万円。わたしの分の８億円まで建て替えるなんてできないでしょ」

「借りた」

　サキトは借用書をアリスに見せる。そこには家と土地を担保に借り受けた旨むねが記載されていた。

「１億２０００万円よ？」

　アリスは目の前に立ったままのサキトを正気を疑うように見上げる。

「ああ。だがまぁ、仕方がない。アリスの命を奪ったのは俺だ。なら俺には君をどうするのか決める権利がある」

　それがただの言い訳であることはアリスにだってわかっていた。

「…………どうして、そこまでするの？」

「約束があるからだ」

「それは……お父さんとの？」

「ああ。そうだ。君の力になると約束した」

「もう十分よ。ううん、十分なんてものじゃない。多すぎるぐらい力になってもらったもの」

　心臓を用意し、手術費用を用意し。サキトは少しというには大きすぎる助力をしてきた。

「かもな。だが、これは俺が決めたことだ。アリスにとやかく言われる筋合いじゃない」

　少し、というのは主観的過ぎて、どうにも程度がわかりにくい。だからサキトは、サキトの主観で少しを決めた。

「ねぇ、サキト。……お父さんを殺したこと、どう思ってる？」

「別になにも」

「っ──」

「俺は確かに健けん吾ごさんを殺したかったわけじゃない。それどころか俺はあの日、人の命が賭けられているだなんて知りもしなかった。だけど……もし、これが狂気のゲームなのだと知っていても、俺は参加しただろう。そうして健吾さんを殺した」

　それは初めて『ＡｏＮ』に参加した後のこと。エレーナが語った背景。彼女が賭としていたもの。それを知ればサキトは迷いながらも参加しただろう。なぜならそれはサキトがアリスを助けようとするものと根本を同じくする想おもいなのだから。

「どうして、そんな簡単に！」

「それが約束だからだ」

「約束、約束って……そんなに約束が大事なの!?」

　常軌を逸したサキトの約束に対する歪いびつなこだわりに、アリスがついに激発する。

「ああ。そうだ。俺はたとえなにを犠牲にしたとしても。それでも約束だけは守らなければいけない。…………そういう風にできている」

　アリスは怒りのままにサキトを詰なじろうとして、その無表情ポーカーフエイスの向こう側に浮かんだ苦渋に気づいた。気づいてしまった。

「…………わたしはあなたを許さないわ」

「ああ、そうだ。それでいい。別に俺も許して貰もらおうとは思ってない」

　その言葉に偽りはない。サキトにとってこれは決して贖しよく罪ざいのつもりではないのだから。憎しみの矛先が己に向くこと自体は受け入れている。

「でも………………感謝は、してるの」

　だが殺意や憎悪以外のプラスの感情が向けられるとは露ほども思っていなかった。

「…………俺は君の父親を殺したんだぞ？」

「だとしても、よ。あのね、サキト。あなたにはわからないだろうけど……悲しみも、憎しみも、感謝も、…………どれも同時に持てる感情なの」

　あえて並べようとした感情を一つだけ省いてアリスは続ける。

「いい？　下手に誰かを救える力があるから勘違いするのかもしれないけど、あまり思い上がらないで。あなたにとってわたしは特別なの」

　流石さすがにこの台詞せりふは恥ずかしかったのだろう。アリスは耳まで赤くする。

　だがサキトはそんなアリスに気を配る余裕などなかった。

「ご両親を亡くして、最後の家族だったお爺じいさんも亡くして。一人になってしまったあなたは、身近な人間がいなくなることに耐えられない。そうでしょ？」

　サキトは自分自身ですら自覚しないまま必死に目を逸そらしてきた心の柔らかい部分に触れられて、咄とつ嗟さに動揺を押し隠そうと仮面を被かぶる。

　だが、そんな不器用な格好の付け方などアリスの前では無意味だ。

「どうしてサキトがそんなにも約束に拘こだわるのか、そこまではわからないけど。あなたは自分で思ってるほど強くないよ」

　アリスは知らない。サキトの祖父、修しゆう平へいのことなどなにも知らない。だからサキトに纏まとわりつく呪約縛束の正体まではまだわからない。だけど。それでも。サキトが必死に取り繕っていることぐらいはわかる。わかってしまう。

　約束なんてしょせん建前で。サキト自身の願いは別の所にあるのだとわかってしまった。

「だからサキト……。いつかわたしがあなたを殺すわ」

　まずは受けた恩を返す。サキトを縛るなにか約束を壊して、今のサキトを殺すのだ。そうしてむき出しになった彼本人を取り戻してから。それからサキトをどうするのか、決める。アリスはそう決意する。

　それは先延ばしだった。そもそもが父親を殺した犯人の所有権などを求めている時点で、アリスには人を殺す覚悟なんてない。

「…………ああ、構わない。やれるものならやってみろ」

「ええ。やるわ。でも今のわたしじゃサキトには逆立ちしたって敵かなわない。だからサキト──わたしにカードを教えてよ」

「それは…………」

　まるで自分の首を落とすためにギロチンの刃を鍛造するような行いだ。

　なにせアリスには信じがたいほどの才能が眠っている。そこにサキトの技術を足せば、間違いなくサキトを超えるプレイヤーになるだろう。

　だがそれは祖父との約束に雁がん字じ搦がらめになったサキトにとって一つの救いだった。

　サキトは祖父の教えを破れない。約束を破ることはできないし、自ら負けを選ぶこともできない。

　けれども上蔀わしとみ[image: ]さき人とは上蔀修しゆう平へいではなかった。まだこの残酷な世界を諦めてはいないし、割り切って感情を捨てられるほどの域にも達していない。まだまだ未熟な青年なのだ。

「ああ、わかった。きっとアリスなら俺より強くなれる」

「っ、サキト？」

　アリスが目を見開いた。その視線の先には取り繕った表仮情面ではない、自然にこぼれ出たような柔らかな笑みを浮かべたサキトがいる。

「じゃあ、まずはこれを目標にしようか」

「目標？」

　サキトがアリスに手渡すのは一枚の紙切れ。

「…………なに、このバカみたいな金額」

「アリスの所有権、その権利書だ。８億円。まずはこれを取り返さないと『ウェルズ』でのゲームの参加資格がない」

　目眩めまいがしそうな金額を前にして、それでもアリスは笑みを浮かべる。

　アリスの目標を考えれば、別にゲームの参加資格なんて必要ない。サキトが勘違いをしているという事実がおかしくてたまらないのだ。

　けど、それでいい。もしサキトにアリスの狙いがバレてしまえば、きっと彼はアリスを遠ざけるだろう。そこに踏み込まれることをサキトはよしとしない。

　だからアリスは不敵に笑って。

「上等よ。こんなものすぐに返してあげるんだから」

　そう宣言した。





あとがき




　はじめまして。第十五回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作をいただきました、五さ月つき什と一いちと申します。

　このペンネーム、「さつき　といち」と読むのですが、出版直前まで編集部の方々に「ごがつ　じゅういち」だと思われていた、なんて経緯があったりします。

　受賞時のペンネームも本名のもじりで、新しいペンネームも誕生日を人名っぽく読んだだけ。そしてどちらも読みにくい。はい。白状します。私は名前を考えるのが下手です。

　さて、この度は『ゲーマーズ・ハイ　影の王者の後継者』を手にとってくださり、誠にありがとうございます。

　本作はいわゆる「ゲームもの」に該当しますが、実は私、「ゲームもの」を書くのは初めてのことだったりします。

　以前はハイファンタジーばかり書いていたのですが、友人から「たまには全然違うものを書いてみたら？」というアドバイスをいただき、試しに書いてみたものが本作の原型に当たる投稿作でした。

　とはいえ、「全然違うもの」。言うは易し行うは難しの典型です。

　困った私は、直近の出来事を参考にすることにしました。

　それはとても苦い記憶。シンガポールを訪れた際にカジノで盛大にスッた記憶です。

　やめろ！　まだイケるじゃない！　負けを取り返そうとするな！

　ああああああああああああああああああああああああああああああ！

　──ごほんっ。失礼しました。

　ともあれ、なんとも情けない理由で選んだ「カジノ」という題材でしたが、これが受賞するのだから世の中どうなるかわかりません。

　そんなわけで執筆した私自身にとっても、かなり異色の出自を持つ本作。

　楽しんでいただけたなら幸いです。

　それでは最後になりましたが、謝辞を。

　まずはイラストを描いてくださった、ミユキルリア様。素晴らしいの一言です。本当にありがとうございました。続刊がありましたら、今後ともどうぞよろしくお願い致します。

　担当編集様、並びにＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。拙作をこうして一冊の本という形にする機会をくださり、誠にありがとうございました。

　そしてこの本の出版、販売に関わってくださった全ての方々に心よりお礼申し上げます。

　最後に本作を読んでくださった読者の皆様に最大限の感謝を。

　それでは皆様、またお会いする機会があることを祈っております。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『デートってなにしたらいいんだ？』





『私の代わりに娘のところへ遊びに行ってあげてくれないか？』

　そんな頼み事を引き受けたサキトは、約束を果たすためにアリスとデートをすることにした。元々健吾がアリスとデートをするはずだったのだ。その代わりをするのならデートにも行くべきだろう。そんな判断だったが、これには一つ問題があった。

「デートってなにすればいいんだ？」

　アリスとデートの約束をした翌日。サキトはスマートフォンを片手に頭を抱えていた。

「お、なになに？　誰かと付き合うのか？」

　昼休み。興味津々で尋ねるのはサキトの通う高校の友達だ。

「いや、そういうわけじゃないんが……。なぁ、デートってなにすればいいと思う？」

「ほんとかー？　まぁ、普通にどっか遊びに行けばよくね？」

「ああ、行く場所は決まってる。ウミマチだ」

「へぇ、いいじゃん、ウミマチ。で？　なにが問題なんだ？　ウミマチならデートスポットとかいくらでもあるだろ」

「それはそうなんだが……ちょっと事情があってな」

「事情？」

「とある親子がデートの約束をしていたんだが、父親の方が事情があって行けなくなったんだ。で、俺が代わりに行くことになった」

「は？」

　突拍子もない設定にクラスメイトの目が点になる。

「つまり今回、俺に求められているのは父親役であって、いわゆる普通の高校生カップル的なデートじゃないんだ」

　考えすぎであった。

　健吾はサキトがアリスをデートに連れ出すところまでは求めていなかったし、アリスはサキトに健吾役をしてもらおうとは思っていなかった。

　だがサキトは大真面目に健吾の代わりに父親役をするつもりである。

「で？　どうすればいいと思う？」

「知らんわ」

　呆れるクラスメイトにサキトは再び頭を抱える。

「親子デートで調べても小学生くらいの子供と遊びに行くような内容しか出てこないんだ」

「相手の子はいくつなんだよ？」

「十六。高校二年生」

「普通にデートしろや！」

　しぶしぶサキトが練った普通のプランに、今度は気合が入りすぎていると頭を抱えることになるのだが、それはまた別の話。
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